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＊＊＊＊＊＊＊＊	 2.プログラム	 詳	 細	 ＊＊＊＊＊＊＊＊	 
1 月 29 日（金）	 

【10:00-17:00】京都大学時計台記念館百周年記念ホール 
シンポジウム(1)「白亜紀の層序学・古生物学の進展と環境変動」 

日本列島の白亜系地層記録の意義：層序・化石相・堆積盆変遷史

日本の恐竜研究はどこまで来たのか？：	 

東・東南アジアの前期白亜紀恐竜フォーナの比較

被子植物侵入にともなう白亜紀フロラの変遷：北東アジアにみられる特徴	 

白亜紀アンモナイト古生物学の進展	 

コメント：白亜紀の同位体層序と国際対比	 

白亜紀の温室地球時代における海水温と海洋循環	 

	 

コメント：白亜紀の温暖気候：火山活動の影響	 
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シンポジウム(2)「機能形態学から進化形態学へ」 

動くものの機能形態と適応

力学的指標の抱き合わせによる四肢動物の姿勢・運動機能の復元法

光学的古生物学：眼の化石の研究がもたらす進化学へのインパクト

動かざるものの機能形態と適応

機能解析が紐解く腕足動物の適応戦略と大進化メカニズム	 

キサンゴ科六射サンゴの成長形態に認められる規則性と多様性	 

【18:00-20:00】懇親会	 

1月20 日（水）

「一般・友の会・非会員」あるいは「学生」かの区分  
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1 月 30 日（土）	 

【10:00−10:50】学術賞受賞記念特別講演（理学研究科 6号館 401） 
須藤斎 生きていくか，休むか	 それが問題だ」	 

	 

【11:00-12:00】一般講演	 口頭発表	 1（A,	 B,	 C 会場）

古脊椎動物の部 (1) 形態解析の部 古環境•古生態の部 (1) 

座長：河部壮一郎 座長：椎野勇太 座長：西田梢 

A01 w 

 

B01 w 

 

C01 m 

 

A02 w 

Endotherium niinomii  

B02 w 

‐
‐ 

C02 w 

 

A03 m 
Nguyen Anh Tuan 

 

B03 w  

Nileus
 

C03 m 

 

A04 w 

 

B04 w 
NAGLIK Carole

KLUG Christian

Normannites

C04 w 

 

【12:00−13:00】昼	 食	 

	 

【12:10-12:50】ランチョン（B会場）	 

2017 年	 INTERRAD	 日本開催に向けて	 

 

INTERRAD 15

INTERRAD 15  
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【13:00 14:00】一般講演	 ポスター発表	 

（奇数番号コアタイム 13:00-13:30	 偶数番号コアタイム	 13:30-14:00）	 

P01 Mikhail V. Nazarkin  
P02  

 
P03 Wilailuck Naksri Wickanet Songtham Pratueng Jintasakul  
     
P04 Gary Kaiser Junya Watanabe Marji Johns A new member of the family Plotopteridae (Aves) 

from the upper Oligocene of British Columbia, Canada 
P05  
P06 

 
P07  
P08 4

 
P09  

 
P10  
P11 

Hyaenodontia, 
Mammalia  

P12 
 

P13  
P14 ANDO, Tatsuro TSAI, Cheng-Hsiu Early niche partitioning in mysticete evolution: A gigantic 

toothed mysticete from the Oligocene of Hokkaido, Japan 
P15 Luca Pandolfi

 
P16 Selenoportax

Pachyportax  
P17 X CT  
P18 

coprolite  
P19 Matthew H. Dick  
P20 

 
P21 

 
P22 

 
P23 Nileus armadillo  
P24 

Hypodicranotus striatulus hypostome  
P25  
P26 Casey Burns  
P27  
P28 Tetragonites glabrus
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【14:00−14:15】休	 憩	 

	 

	 

	 

	 	 

高校生ポスターセッション	 
HP1  
HP2  
HP3 

 
HP4  
HP5  

P29 
 

P30 KLUG Christian Alpstein  
P31 

 
P32 

 
P33 

Acesta goliath  
P34 

 
P35  
P36 

 
P37 

 
P38 Wang Yongdong

 
P39  
P40 Reticulofenestra  
P41 Xin Li Atsushi Matsuoka Yalin Li Chengshan Wang Evolutionary history of the mid 

Cretaceous radiolarian genus Turbocapsula and its application to zonation 
P42  
P43 Scolicia  
P44 

 
P45 Stephen Q. Dornbos Sersmaa Gonchigdorj

 
P46 

 
P47  
P48  
P49 10 .  
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【14:15−15:15】一般講演	 口頭発表	 2（A, B,C 会場）
古脊椎動物の部 (2) 系統進化•分類の部 古環境•古生態の部 (2) 

座長：松本涼子 座長：田中源吾 座長：松岡篤 

A05 m 

 

B05 m 

 

C05 w 

 

A06 m Cheng-Hsiu Tsai
A possible paleo-breeding 

ground of the gray whale, 
Eschrichtius robustus 

B06 w 

 

 ( ) 
 

C06 m 
Extinction 

of benthic foraminifera in deep 
sea at P/E boundary due to ocean 
acidification and future 
implication 

A07 w 

Allodesmus( )

B07 w 

Shikamaia akasakaenis Ozaki 
 

C07 w 
 

IODP Exp. 342  

A08 m 
 

 
   

 

B08 w 

Damesites hetonaiensis 
Matsumoto 

C08 m 

 

	 

【15:15−15:30】休	 憩	 

	 

【15:30−16:45】一般講演	 口頭発表	 3（A, B,C 会場）
古脊椎動物の部 (3) 生層序の部 古環境•古生態の部 (3) 

座長：大橋智之 座長：泉賢太郎 座長：佐々木猛智 

A09 m Khisigjav 
Tsogthaatar

Khurendukhosaurus
 

B09 w 

 

C09 w 

 

A10 m 

 

B10 w 
―

― 

C10 m 
 

Eutrephoceras Nautilidae
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古脊椎動物の部 (3) 生層序の部 古環境•古生態の部 (3) 

座長：大橋智之 座長：泉賢太郎 座長：佐々木猛智 

A11 w 

 

B11 w 
 

―
U-Pb

― 

C11 m  

 

A12 w  

 

B12 w 

 

C12 m 

 

  

B13 m 

Smithian
Spathian  

C13 m 
 

 

	 
【16:55−17:10】ポスター賞表彰式（受付付近）	 

	 

【17:20-	 】夜間小集会（B会場）	 

「足跡の成因－観察と実験から－」	 
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1 月 31 日（日）	 

【9:30−10:30】一般講演	 口頭発表	 4（A,B,C 会場）	 

	 

【10:30-10:45】休	 憩	 

	 

【10:45-11:45】一般講演	 口頭発表	 5（A, B,C会場）
古生物地理の部 研究手法•学史の部 古環境•古生態の部 (5) 

座長：守屋和佳 座長：遠藤一佳 座長：清家弘治 

A18 m 

-
 

B18 m 
 

FlowCam
 

C18 w 

 

A19 m 
Zakharov,Y.D.
Greater South China 

 

B19 w 
  

X
 

C19 w T. Hasegawa et al. 
Syndepositional formation of 
calcareous nodules on muddy sea 
floor: visual and stable isotope 
characterization for 
paleothermometry 

 

古脊椎動物の部 (4) 分類•生層序•古環境の部 古環境•古生態の部 (4) 

座長：藤原慎一 座長：上松佐知子 座長：佐々木猛智 

A14 w 

 

B14 w 

 

C14 m 
2006

 

A15 w Tsogtbaatar CHINZORIG 
et al. First record of an 
ornithomimid from the Djadokhta 
Formation (Campanian) of 
Tögrökiin Shiree, Mongolia 

B15 w  

Nassellaria  

C15 m  
 

 

A16 w  

 

B16 w 

 

C16 m 
−

 

A17 m 

 

B17 w 

 

C17 m  
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古生物地理の部 研究手法•学史の部 古環境•古生態の部 (5) 

座長：守屋和佳 座長：遠藤一佳 座長：清家弘治 

A20 m 
Ronnie N. Glud Frank 

Wenzhoefer

 

B20 w 
 

C20 m 

‐
‐ 

A21 w 
P.W. Skelton Y. M. Aguilar R. 
De Ocampo

 

B21 w 

 

C21 m 

 

 
	 9:30-16:30 普及講演会（時計台記念館百周年記念ホール） 

「学術・地域・次世代をむすぶ大学博物館： 
京のイルカと海から考える，研究の『縦糸－横糸』」 

 
 
13:30-14:15 16:45-17:30 化石友の会イベント 

「特別展『京のイルカと学びのドラマ』解説ツアー」 
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＊＊＊＊	 3.	 発表方法と発表機器についての注意事項	 ＊＊＊＊	 

〈口頭発表をされる方へ〉 

〈ポスター発表をされる方へ〉 

〈会場および発表方法・機器などに関する連絡・問合〉 
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*  *  *  *  *  *  *  *  *  4．会 場 案 内  *  *  *  *  *  *  *  *  *  

京都市街地と京大吉田キャンパスの案内図 

 

 

京都市中央口（烏丸口）バス停の案内 

  

京都駅

今出川駅 出町柳駅

1 km

今出川通

烏
丸
線

奈
良
線

東
大
路

阪急線

東西線

近
鉄
線

東福寺駅

京都線

丸太町通

御池通

四条

五条

七条

九条

白
川
通

河
原
町
通

烏
丸
通

堀
川
通

千
本
通

大
宮
通

国
道

N

京都大学
吉田
キャンパス

河原町駅

三条京阪駅
三条駅

祇園四条駅

至米原

京都駅

京都
タワー

京
都
中
央
郵
便
局

A1 A2 A3

B1 B2 B3 B4

C1 C2 C3
C4 C5 C6

D3

D2

D1

タクシー乗り場

20 m

N

烏
丸
通

塩小路

xii

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 4. 会場案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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京都駅から京都大学吉田キャンパスへの交通アクセス 

 
➊駅中央口バスターミナルから市バスをご利用の場合

バスターミナル A2 乗り場から 17 号系統「四条河原町・出町柳・銀閣寺方面行き」乗車，時計台記念館と総合博物館へは「百
万遍」下車，理学研究科 6 号館へは「京大農学部前」下車，所要時間 25～50 分，運賃 230 円．またはバスターミナル D2 乗り場
から 206 号系統「三十三間堂・清水寺・祇園・高野方面行き」乗車，時計台記念館へは「京大正門前」下車，理学研究科 6 号館
と総合博物館へは「百万遍」下車，所要時間 35～60 分，運賃 230 円．17 号系統の方をお勧めします．「百万遍」バス停から時計
台記念館まで徒歩 5 分程度，理学研究科 6 号館まで 8 分程度，総合博物館まで 1 分程度，「京大正門前」バス停から時計台記念館
まで徒歩 3 分程度，「京大農学部前」バス停から理学研究科 6 号館まで徒歩 1 分程度．新幹線改札内からバスターミナルまでは，
「新幹線中央乗換口」から在来線改札内コンコースを経由して「中央口」改札から出るのが便利です．

➋地下鉄とバスの乗り継ぎを利用される場合
市営地下鉄烏丸線「京都」駅から「国際会館行き」乗車，「今出川」駅下車（所要 10 分），3 番出口から出て，「烏丸今出川」

バス停（今出川通北側）で市バスに乗り換え．「烏丸今出川」からは，102 号系統「出町柳駅･銀閣寺･錦林車庫行き」に乗車し，
「百万遍」下車，または 201 号系統「出町柳駅･百万遍･祇園行き」に乗車し，理学部 6 号館と総合博物館へは「百万遍」下車，
時計台記念館へは「京大正門前下車」，または 203 号系統「出町柳駅･銀閣寺･錦林車庫行き」に乗車し，時計台と総合博物館へは
「百万遍」下車，理学研究科 6 号館へは「京大農学部前」下車．「烏丸今出川」から「百万遍」まで所要時間 10 分程度，運賃 230
円．「百万遍」バス停から時計台記念館まで徒歩 5 分程度，理学研究科 6 号館まで 8 分程度，総合博物館まで 1 分程度，「京大正
門前」バス停から時計台記念館まで徒歩 3 分程度，「京大農学部前」バス停から理学研究科 6 号館まで徒歩 1 分程度．新幹線から
地下鉄烏丸線への乗り換えは，「新幹線八条東口」から出て「地下鉄南改札口」に回るのが便利です．

➌電車の乗り継ぎを利用される場合
JR 奈良線京都駅（8～10 番ホーム）から奈良方面「奈良行き」または「城陽行き」または「宇治行き」乗車，「東福寺」駅下車

（所要時間 3 分，運賃 140 円），京阪本線「東福寺」駅から「出町柳行き」に乗り換え，「出町柳」駅下車（所要時間 15 分程度，
運賃 270 円）．「出町柳」駅から時計台記念館または理学研究科 6 号館まで徒歩 17 分程度，総合博物館まで徒歩 13 分程度．「出町
柳」バス停から 17, 102, 201, 203 号系統の市バスも利用できます（上記➊➋を参照）．新幹線から奈良線への乗り換えは，「新幹線
中央乗換口」からが便利です．

➍駅からタクシーをご利用の場合
駅中央口（烏丸口）タクシー乗り場から乗車，時計台記念館へは「京大正門前」，総合博物館へは「百万遍」，理学研究科 6 号

館へは「京大農学部前」を行き先に指定．所要時間 20～40 分，料金 2,000 円程度．

京都大学吉田キャンパス周辺の案内図    

 

   

京都駅を経由しない場合の交通アクセス 

 
●大津方面から JR，地下鉄，京阪の乗継を利用される場合 

JR 琵琶湖線下り「京都」方面乗車，「山科」駅下車（「大津」

から快速で所要 5 分，運賃 190 円），京都市営地下鉄「山科」

駅から「太秦天神川」方面に乗り換え，「三条京阪」駅下車（所

要 9 分，運賃 260 円），京阪本線「三条」駅から「出町柳行き」

に乗り換え，「出町柳」駅下車（特急で所要 3 分，運賃 210 円）．

「出町柳」駅からは上記➌を参照．地下鉄「三条京阪」駅から

京阪「三条」駅までは徒歩数分． 
 

●梅田・高槻方面から阪急電車をご利用の場合 

阪急京都線上り「河原町行き」乗車，「河原町」駅下車（「梅

田」から通勤特急で所要 46 分，運賃 400 円，「高槻市」から通

勤特急で所要 26 分，運賃 280 円）．河原町からは，京阪本線「祇

園四条」駅から「出町柳行き」に乗り換え，「出町柳」駅下車

（特急で所要 5 分，運賃 210 円，「出町柳」駅からは上記➌を

参照），または「四条河原町」バス停 H 乗場（四条河原町交差

点の 100 m 位北）から市バス 17 号系統「出町柳・銀閣寺方面

行き」に乗車し，時計台記念館と総合博物館へは「百万遍」下

車，理学研究科 6 号館へは「京大農学部前」下車（所要時間

13～25 分，運賃 230 円，バス停からは上記➊を参照）．阪急「河

原町」駅から京阪「祇園四条」駅または市バス「四条河原町」

バス停 H 乗場までは徒歩数分．

 

●淀屋橋・枚方方面から京阪電車をご利用の場合 

京阪本線上り「出町柳行き」乗車，「出町柳」駅下車（淀

屋橋から特急で所要 58 分，運賃 470 円，「枚方市」から特急で

所要 34 分，運賃 430 円）．「出町柳」駅からは上記➌を参照． 

200 m

京大正門前
バス停

時計台

総合博物館

理6号館

セミナーハウス

出
町
柳
駅

京
阪
線

鴨
川

東
大
路

今出川通

北部構内

本部構内

吉田南
構内

医学部
構内

薬学部
構内

京大
病院

百万遍
バス停

京大農学部前
バス停

N

xiii
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吉田キャンパス本部構内及び北部構内の案内図 

 

 

 

百万遍

206
高野方面

201
祇園方面

京
大
正
門
前
バ
ス
停 50 m

東一条通

時計台
シンポジウム
普及講演会

北部生協
懇親会

N

セミナーハウス
ポスター講演

理6号館
口頭講演

17 京都駅行
203西大路方面201

祇園方面

206
高野方面

カンフォーラ

京大農学部前バス停17, 203
銀閣寺方面

17, 102, 203
銀閣寺方面

17京都駅行
102, 203西大路方面
201千本方面

総合博物館
友の会ツアー

xiv
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シンポジウム（1）

白亜紀の層序学・古生物学の
進展と環境変動

 コンビナー：安藤寿男・長谷川卓・
西弘嗣
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日本古生物学会 165 回例会予稿集　シンポジウム講演（1）2016 年 1月 29 日

日本列島の白亜系地層記録の意義：層序・化石相・堆積盆変遷史・1 

安藤寿男（茨城大・理）2・高橋雅紀（産総研）3	 

 

 

	 東アジアには広く白亜系が分布するが，陸成層が卓越

し，陸域から海域にいたる多様な堆積相や，両者をつな

ぐ古地理・古環境変遷を示す地層記録に乏しい．それに

対し，日本の白亜系は，古アジアプレート縁辺の動的境

界域にあって，古アジア大陸東縁の大陸成堆積物から前

弧堆積盆の河川〜浅海〜深海成堆積物，そして四万十帯

に代表される付加体までが，北東-南西に長く分布しなが
らも比較的狭い地域に露出している．そのため，多様な

地層記録が多く保存されている．日本は大陸から海洋に

かけての中緯度域の白亜紀の古地理変化，古環境変動，

古生態系の復元に適した地質学的位置にある． 
	 日本の白亜系の基本層序は，1990年代半ばまでに個々
の地層の岩相層序，大型・微化石層序等に基づき年代層

序が組み立てられ，全体像が把握されている（例えば，

利光ほか，1995など）．90年代後半以降は，蝦夷層群の
ような海成沖合泥岩相が卓越する地層に対し，炭素安定

同位体や無機・有機化学組成などの化学層序が導入され，

海洋無酸素事変（OAEs）などの地球規模イベントや変動
を考慮した研究が行われるようになった（Hasegawa et al., 
2004; Takashima et al., 2004; Du Viviera et al., 2015など）． 
	 白亜系の堆積相解析や堆積環境の復元は，90年代以降
に普及し（例えば，安藤，1990など），特に陸成から浅
海成の堆積相変化が繰り返すような地層に対しては，汎

世界的海水準変動や地域的な相対海水準変動に基づくシ

ーケンス層序も導入されている（Ando et al.,  2010など）． 
	 海生大型動物による化石層序や化石群集解析は，アン

モナイトやイノセラムスおよびその他の二枚貝など，軟

体動物を主体に行われてきているが，Matsumoto (1942)
以降の松本達郎先生やその門下らの功績が大きい．さら

に，産出頻度は高くないが，脊椎動物も含む海生動物群

の分類・古生態・古生物地理の実態もかなりわかってき

た（Iba,	 et al., 2007; Sato et al., 2012 ; 佐野ほか，2015など）． 
	 沖合〜深海成層に含まれる微化石は，特に放散虫化石

層序が四万十帯や北海道中軸部などの白亜紀付加体の形

成史復元に大きな貢献をしてきた．有孔虫やナノ化石な

どの石灰質微化石は，化石層序ばかりでなく，古海洋環

境指標としても重要である．放散虫と大型化石層序を組

み合わせて和泉層群の化石層序を総括したHashimoto et al. 
(2015)は和泉堆積盆の形成史復元に重要である． 

	 日本の陸成層からは80年半ば以降，恐竜をはじめとす
る陸生脊椎動物化石が次々と発見され，陸生生態系の実

態についての知識が広がっている．被子植物の花化石も

1990年代末以降幾つも見つかり (Takahashi et al., 2014)，花
粉・葉片・材組成に加え植物相やその変遷，そして植物

地理の情報も飛躍的に増えている． 
	 一方，放射年代測定技術が向上し，海成層との対比か

ら行っていた陸成層の年代対比も，凝灰岩や砕屑ジルコ

ン粒子の年代から既存の推論を改訂する結果が出つつあ

る．白亜紀深成岩類，変成岩類の年代の見直しや，中・

古生界の堆積岩中の砕屑粒子の年代値分布から後背地の

推定やそのテクトニクスの考察も進んでおり，総合的な

再検討も必要となっている（Ishihara & Orihashi, 2015など）．  
	 東北日本における白亜紀の前弧堆積盆は，蝦夷堆積盆

（北より北海道，北上，常磐亜堆積盆）として一括され，

蝦夷層群から双葉層群までの層序対比が行われ，一連の

地層であることが示されている (Ando, 2003)．北上沖か
ら常磐沖にかけての太平洋海底下の白亜系は古第三系を

含め，石油・天然ガスの根源岩ポテンシャルが高い． 
	 西南日本内帯では，大陸成層の手取・篠山・関門層群

が，恐竜を含む脊椎動物化石が産することで，近年注目

されている．内帯の白亜系の火山岩類は東北日本の陸弧

内にも相当層が認められる．内帯南縁の和泉層群は陸弧

内の古中央構造線沿いの横ずれ断層堆積盆の上部白亜系

である．外帯は秩父帯沿いの，外和泉層群，先外和泉層

群，物部川層群，南海層群と呼ばれた地層群があり，そ

の地理的，構造地質解釈は，研究者によって分かれる．

下部白亜系が卓越することで蝦夷堆積盆とは特性がかな

り異なる．四万十帯は付加体の堆積物が卓越するが，陸

棚もしくは斜面堆積盆の整然層が場所によって含まれる．  
	 日本の白亜系が東アジアの古環境・古生態系復元の標

準地域となるためには，陸ー海域を統合した高精度の年

代対比と，それに対応した堆積シーケンス層序やテクト

ニクスなどの視点から見直す作業が必要であろう．  
––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––	 

1	 Cretacous stratal records in Japan: stratigraphic successions, 
biofacies and basin history 
2Hisao Ando (Ibaraki University),	 3Masaki Takahashi (AIST)	 
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東・東南アジアの前期白亜紀恐竜フォーナの比較 1 

柴田正輝 2,3,	 尤 海魯 4,	 東	 洋一 2,3	 

（2福井県大・恐竜研,	 3福井県立恐竜博物館,	 4中国科学院古脊椎動物古人類研究所)	 	 

	 
 

	 本邦における恐竜化石は、Azuma and Tomida (1997)で
紹介されて以来、新たな発見が相次いでいる．本講演で

は，現時点での情報をもとに，前期白亜紀のものを中心

に，日本の恐竜フォーナを概観し，各地域の環境の違い

を念頭におきながら，東・東南アジアにおける同時期の

恐竜フォーナと比較し，その関連性について議論する． 
日本の恐竜研究の進展 
	 Kobayashi et al. (2006)は，ジュラ紀〜白亜紀末にかけて
の日本産恐竜化石をレビューし，分類群ごとの検討を行

った．しかし，その後も，新たな恐竜類の報告が続々と

なされている．日本で発見される恐竜化石の多くは，関

節しない，遊離した部分化石であり，属や種の同定は難

しい．しかし，手取層群北谷層から獣脚類フクイラプト

ル (Azuma and Currie, 2000)，鳥脚類フクイサウルス
（Kobayashi and Azuma, 2003）とコシサウルス (Shibata 
and Azuma, 2015) ，竜脚類フクイティタン (Azuma and 
Shibata, 2010)が，同層群桑島層から原始的な鳥盤類アルバ
ロフォサウルス（Ohashi and Barrett, 2009）が，篠山層群
下部層から竜脚類タンバティタニス（Saegusa and Ikeda, 
2014）が記載され，新種とされた恐竜は現時点で６種類
を数える（ただし，足跡や卵化石を除く）．最近でも上

部白亜系蝦夷層群函淵層から，ある程度関節したハドロ

サウルス類の全身骨格 (Kobayashi et al., 2014)が発掘され
るなど，日本産恐竜化石情報が累積されつつある． 
西南日本内帯の前期白亜紀恐竜フォーナ 
	 本邦の恐竜研究は西南日本内帯の下部白亜系産のもの

が進んでおり，恐竜フォーナとして，アジアの他地域の

ものと比較することができる．ここでは，主に手取層群

桑島層と北谷層，篠山層群下部層の恐竜フォーナを概観

する．桑島層上部（バレミアン）からは，竜脚類，多様

な獣脚類や鳥脚類が報告されている（真鍋ほか, 2000; 
Barrett and Ohashi, 2016など）．一方，北谷層（アプチア
ン？）からは，上記の３種の他に，未記載の小型獣脚類

の全身骨格やオルニトミモサウルス類の末節骨が発見さ

れている（東ほか，2013など）．なお，桑島層に産する
ティラノサウルス類やヴェロキラプト類どは，北谷層か

らはまだ発見されていない．篠山層群下部層（アルビア

ン）からは，竜脚類の他に，イグアノドン類や新角竜類，

ティラノサウルス類，テリジノサウルス類などが発見さ

れている（三枝, 2011など）．さらに，卵化石の研究から
より多様な小型獣脚類の存在が指摘されている（Tanaka 
et al., 2016）．  

東・東南アジアにおける前期白亜紀恐竜フォーナ 
	 東アジア地域の前期白亜紀の恐竜フォーナに関して，

You et al. (2015)は，時代および堆積盆により，河口恐竜フ
ォーナ（バランギニアン〜アプチアン前期）熱河恐竜フ

ォーナ（バレミアン〜アプチアン前期）, 馬髭山恐竜フ
ォーナ（アプチアン中頃〜アルビアン）を認識し，環境

による恐竜フォーナの違いについて議論している．また

東南アジア地域では，タイの上部ジュラ系〜下部白亜系

コラート層群の恐竜フォーナが詳細に報告されている 
(Buffetaut et al., 2006)． 
前期白亜紀の古地理と環境 

西南日本内帯は，前期白亜紀にはユーラシア大陸の東

端に位置しており，特に手取層群は北中国地塊東北部に

おいて堆積したとされる（磯崎ほか，2011）．Amiot et al. 

(2015)によると，当時の東・東南アジア地域は“天然バリ

ア”（ここでは山系）によって幾つかの堆積盆に分けら

れており，熱帯／亜熱帯から冷温帯，湿潤から乾燥まで，

異なる気候帯がモザイク状に存在するような環境であっ

たとしている．恐竜フォーナを比較すると，プシッタコ

サウルスの有無が大きな違いであり，気候帯によりフォ

ーナが異なっていた可能性が考えられる．  
––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––	 
1 Recent advance in dinosaur research in Japan: comparison of 
Early Cretaceous dinosaur faunas in East and Southeast Asia 
2,3Masateru Shibata, 4Hailu You, 2, 3Yoichi Azuma (2Institute 
of Dinosaur Research, Fukui Prefectural University, 3Fukui 
Prefectural Dinosaur Museum, 4 Key Laboratory of 

Vertebrate Evolution and Human Origins of Chinese 
Academy of Sciences, Institute of Vertebrate Paleontology 
and Paleoanthropology, Chinese Academy of Science) 

日本の恐竜研究はどこまできたのか？：
東・東南アジアの前期白亜紀恐竜フォーナの比較 1

柴田正輝 2,3・ 尤 海魯 4・ 東 洋一 2,3

（2 福井県大 恐竜研・ 3 福井県立恐竜博物館・ 4 中国科学院古脊椎動物古人類研究所 )
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被子植物侵入にともなう白亜紀フロラの変遷 北東アジアにみられる特徴

西田治文（中央大・理工、東大院・理） ・ルグランジュリアン（中央大・理工）
 

後期中生代に出現したと考えられている被子植物の急

速な多様化と分布拡大は、地球上の相観と生態系を一変

させ、現在のような被子植物主体の陸上生物相が成立す

るきっかけとなった。分子系統学的解析の進歩によって、

25万種以上を数える現生被子植物の系統関係がほぼ解明

され、最も原始的な種はニューカレドニアに生育する

Amborellaであることがわかった。同時に、被子植物の祖

先は現生する裸子植物４群とは別系統の、絶滅した化石

裸子植物の中に求めるべきことも明らかとなった。 

今のところ最古の被子植物化石記録は花粉で、イスラ

エル産のValanginian〜Hauterivianの無口粒である。ついで

イスラエルと英国産のHauterivian単溝粒がある。これらの

花粉産地は当時赤道に近い低緯度にあったため、被子植

物の起源地としてゴンドワナ大陸北側に注目が集まって

いるが、祖先となる裸子植物とともに、未だ特定されて

いない。花粉に比べて産出機会が少なく、分類群ごとの

時空分布も把握しにくい大型化石では、最古の記録は中

国東北部から産出した late Barremian〜Aptianの

Archaefructusである。また、炭化花化石が多く含まれるメ

ソフォッシルもほぼ同時代のポルトガル産が今のところ

最古となっている。 

以上のような事情から、白亜紀における被子植物の分

布拡大史の復元は花粉化石記録に基づいて試みられてき

た。しかし、世界的な全体像を把握するに足る地域ごと

の詳細な花粉生層序学的研究は，Doyle and Hickey (1976)

による北米Potomac層群の研究以降ほとんど進展がなく、

アジアでも同様で、日本でも被子植物の侵入時期は長ら

く特定できなかった。Archaefructusを産出するアジア大陸

北東部では白亜紀層が主に陸成で、生層序学的年代対比

に難があった。そこで、Legrandが中心となって2006年か

ら海成層に恵まれた日本の後期中生代における花粉フロ

ラの網羅的研究を開始し、現在までに被子植物の日本へ

の侵入時期と初期の多様化の過程が明らかになってきた。  

大型化石に基づいて木村達明が明らかにしてきたよう

に、日本の後期中生代における植生変遷は、現在の列島

に見られる内帯・外帯構造の発達史とも密接な関連があ

る。外帯に見られる領石型フロラと内帯の手取型フロラ

は、それぞれユーラシア大陸で識別されていたゴンドワ

ナ型フロラとシベリア型とに対比されている。花粉化石

では大型化石よりはるかに多様な分類群がみられ、同時

に領石型、手取型フロラに固有の組成も確認できた。内

帯と外帯における被子植物の出現と多様化の過程を明ら

かにすることで、北東アジア全体のフロラ変遷とその特

徴のより詳細な理解も可能となる。 

日本では外帯の物部川層群西広層から産出したlate 

Barremianの単溝粒Retimonocolpitesが、今のところ最初の

被子植物記録である。中国とロシアにおいては、

Hauterivian〜Aptianに被子植物が出現している。物部川層

群藤河層（Albian）になると三溝粒を含む複数の花粉が見

られるようになり、多様化の過程も明らかになりつつあ

る。千葉県銚子ではlate Aptianの酉明浦層から最初の被子

植物が出現する。一方、内帯では良好な花粉化石の産出

に恵まれず、今のところ北谷層群のearly Aptianから発見

した単溝粒Clavatipollenitesが最初の出現記録である。これ

までの研究で、Potomac層群における化石花粉層序と比較

できる程度にまで情報が蓄積されつつある。推定された

日本における被子植物の出現と多様化の時期は、アジア

及び欧米での記録とほぼ整合性がある。 

北半球における被子植物の展開過程はかなり理解が進

んできた。日本においては、今後白亜紀全般にわたって

花粉フロラ及び大型化石群の変遷を追跡することで、シ

ダ植物、裸子植物を含めた相対的な盛衰や生態系の変化

を明らかにしてゆく。一方で、三畳紀からジュラ紀の花

粉フロラについても調査を進め、アジア東縁における地

史と生物相変遷の全容解明に貢献したい。

––––––––––––––––––––––––––––––––––––––ｓ––––

Features of Cretaceous floristic change in Japan and NE Asia 

in relation to the angiosperm invasion 

Harufumi Nishida (Chuo University, Graduate School, 

Tokyo University), Legrand Julien (Chuo University)

被子植物侵入にともなう白亜紀フロラの変遷 :北東アジアにみられる特徴 1

西田治文（中央大・理工、東大院・理）2,3 ・ルグラン ジュリアン（中央大・理工）2
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白亜紀アンモナイト古生物学の進展 1 

和仁良二（横浜国立大学）2 

 
古生代デボン紀に出現したアンモナイト類は，中生代

白亜紀末に絶滅した．その間，さまざまな種類のアンモ

ナイト類が出現した．多くのアンモナイト類は同一平面

上でらせん状に巻いた“正常巻き”の殻を持つが，立体

らせん形，棒状などの多様な殻形態で特徴づけられる異

常巻きアンモナイト類も認められる．北海道を含む北西

太平洋沿岸域の白亜系からは，こうした正常巻きおよび

異常巻きのアンモナイト類が多産する．さらにそれらの

保存状態が極めて良好で，殻体が三次元的に保存され，

初期殻などの微細構造も保存されていることが多いこと

から，日本各地の多くの研究者や学生によってさまざま

な研究が進められている． 
アンモナイト類は，適応放散と大量絶滅を繰り返しな

がら，年代ごとに種数が大きく変動したことが知られて

いる．日本の白亜系から産出した790種のアンモナイト類
について，Toshimitsu and Hirano (2000)は層序学的分布を
まとめ，種多様性の変動史を明らかにした．この種多様

性の変動史をもとに，Hirano et al. (1999, 2000)やToshimitsu 
et al. (2003)は，地球環境変動，とくに白亜紀のような温室
世界で生じやすい海洋無酸素事変（OAE），の観点から
解析した．その結果，アンモナイト類の種多様性が減少

した年代と海洋無酸素事変がおきた年代が一致する傾向

を見いだした．また，Hirano et al. (1990)やHirano (1993)は，
詳細な殻形態の解析と層序の地球化学的解析をもとに，

デスモセラス亜科での系統進化がCenomanian期/Turonian
期境界における無酸素水塊の拡大と関連していたことを

示唆している． 
近年，こうした種多様性の変動史の理解に影響を与え

るような研究成果が，多数報告されている．Shigeta et al. 
(2012, 2015)やKurihara et al. (in press)などは，これまで化石
産出報告の少なかった白亜紀後期Maastrichtian期におけ
る種構成を報告している．Matsunaga et al. (2008)は，これ
まで北海道では知られていなかった種が，北海道からも

産出することを報告した．また，北海道以外の日本各地

の産地での種構成および層序学的分布について，Misaki et 
al. (2008)，Misaki and Ohara (2011)などによって知見が蓄積
されつつある．さらに，現生オウムガイ類などで見られ

る二型現象がアンモナイト類でも認められるか否か，研

究が進められている（Maeda, 1993; Misaki and Maeda, 2010

など）．以上のような研究成果にもとづき，種多様性や

分類をより適切に理解することで，アンモナイト類が環

境変動に応じてどのように適応放散と絶滅を繰り返して

きたのか，より高精度に復元できるようになっていくと

期待される． 
北海道を含む北西太平洋地域の白亜系は，Nipponites

に代表されるような異常巻きアンモナイト類の産出が特

徴的であるため，異常巻きアンモナイト類についての研

究例も多い．Okamoto (1988a, b, c, 1989)やOkamoto and 
Shibata (1997)などによって，こうした異常巻きアンモナ
イト類の理論形態が解析され，生息姿勢や殻口の向きな

どの古生態だけでなく，系統進化の理解へと進展した．

さらに，Tsujino et al. (2003)による棒状アンモナイト類の
殻形態の解析や，早川（1988）や重田（2001）などによ
る初期殻の観察など，異常巻きアンモナイト類の成長様

式や古生態，系統進化などの理解が進んでいる． 
一方，正常巻きアンモナイト類についても，殻形態の

解析（Nishimura et al., 2006; Ubukata et al., 2008, 2010, 2014），
殻形態と堆積相との関係性の解析（Kawabe, 2003），酸
素同位体比解析にもとづく生息環境の復元（Moriya et al., 
2003），顎器や歯舌の形態の解析（Kruta et al., 2009; Tanabe 
et al., 2015），などの詳細な研究が行われている． 
以上のように，多種多様なアンモナイト類が保存良好

な状態で多産する北西太平洋での研究成果によって，ア

ンモナイト類の古生態や系統進化の理解が進んでいる．

一方で，北西太平洋地域では，ベレムナイト類の絶滅時

期（Iba et al., 2011），海洋での無酸素水塊の発達程度
（Takashima et al., 2011）およびその生物への影響（栗原・
川辺，2003；Kurihara et al., 2012），などが他地域と異な
っていたことが明らかになっている．特異な環境が，生

態系の重要な位置を占めていたアンモナイト類の進化様

式や古生態に与えた影響を理解し，他地域との類似点や

相違点を整理できれば，絶滅生物の理解だけでなく，温

室地球時代における環境変動と生物の応答の理解につな

がっていくことが期待される． 
–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 

1 Progress in Cretaceous ammonoid paleontology 
2 Ryoji Wani (Yokohama National University) 
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白亜紀の温室地球時代における海水温と海洋循環 1	 

守屋	 和佳（早稲田大・地球科学）
2	 

 
	 地球は，その 46億年におよぶ歴史において，様々
な表層環境状態を経験してきた．なかでも，大陸氷

床の有無に着目すると，地球の表層環境は 3つの状
態に区分される．すなわち，無氷床状態，部分氷床

状態，および全球凍結状態である 1．地球史において

は，大陸氷床が存在する状態は必ずしも一般的な状

態ではなく，顕生代においても，オルドビス紀／シ

ルル紀境界や，石炭紀後期からペルム紀前期，古第

三紀後期から現在までなど，部分氷床状態に至った

時代はあるものの，顕生代の約 75％の期間は無氷床
状態であったことが知られている 3． 
	 この，ペルム紀中期から古第三紀中期まで続いた

無氷床状態の中でも，白亜紀は特に温暖な時代であ

り，過去 2億年の地球史の中でも最も温暖な時代で
あった 4．地球化学代理指標による当時の気候状態の

推定から，白亜紀前期のアプチアン期までは比較的

寒冷であったが，アルビアン期から温暖化が進行し，

セノマニアン期〜チューロニアン期には温暖化極相

期を迎えたことが知られている 5,6．コニアシアン期

以降はマーストリヒチアン期にかけて寒冷化に転じ，

暁新世からは再び温暖化した 7．白亜紀の温暖化は，

火成活動を通じた地球内部からの二酸化炭素の供給

によってもたらされたと考えられている 8．チューロ

ニアン期には大気中の二酸化炭素濃度が 2000µatm
（現在の約 5倍）を超えていたという算出結果も得ら
れており 9，大気中の二酸化炭素濃度の増加に対する

気温や海水温の応答の解析が盛んに行われてきた
10,11．しかし，現在地球上に存在する大規模火成岩区

の年代や大きさ，海洋底の拡大速度などからは，バ

レミアン期〜アプチアン期（約 120Ma）に最も火成
活動が活発であったことが示されているが，大気中

の二酸化炭素濃度はチューロニアン期（約 90Ma）
に極大を迎えており両者の間には 3千万年もの時間
差があることが知られており，白亜紀の地球表層環

境の変動を議論する上で未解決の問題となっている． 
	 一方，このチューロニアン期の温暖化極相期には，

赤道付近の海洋表層水温は最高で約 35℃に達し，南
北両極の緯度約 60°程度地点においても，少なくと
も約 20℃程度であったことが知られている 8．これ

は現在に比べて著しく高温であるだけでなく，海水

温の緯度勾配が極めて緩やかであったことと示して

いる．これまで数値実験により，この白亜紀の海水

温と緯度勾配の再現が試みられてきたが，例えば，

大気中の二酸化炭素濃度を 4000µatmとした上で，現
在の大気・海洋循環には見られない熱輸送経路を想

定しなければならないなどの問題点があった 12． 

	 そこで，近年では，白亜紀の海洋における熱輸送

を議論するために，ネオジム同位体比分析に基づく，

海洋循環の解析が行われてきた．その結果，南大洋

で形成された深層水がインド洋，および南大西洋か

ら北大西洋へと流入していることが示され 13,14，大

西洋においては表層水による南向きの熱輸送が卓越

していたことが予測される．ところが，白亜紀には

大西洋やインド洋は十分に開裂が進んでいなかった

ことから，海洋の熱塩循環に最も大きく寄与してい

たのは太平洋であり，白亜紀における全球規模の熱

塩循環を理解するためには太平洋の海洋循環を理解

する必要があった．そこで，筆者らが太平洋，特に

北西太平洋における海洋表層〜中層水の解析を行っ

たところ，北西太平洋では中〜深層水が形成され，

表層水による北向きの熱輸送が卓越していたことが

示された 15．これは，当時の深層水形成が南北両極

で起こっていたことを示唆している．事実，白亜紀

における南北両極での深層水形成と赤道での湧昇と

いう海洋循環は，数値実験からは予測されてきたも

のであり 16,17，ネオジム同位体比の解析結果から，

少なくともこの予測の一部が裏付けられたと言える． 
	 一方で，最新の数値実験では，これまでの数値実

験と代理指標データとの乖離（例えば，現在には見

られない熱輸送経路を想定しなければならないなど）

が解消され，現在の部分氷床状態の海水温を再現で

きる実験をそのまま用いることで白亜紀の海水温の

再現が可能となった 18．これはこれまでの，無氷床

状態の海水温を再現には，部分氷床状態とは全く異

なるメカニズムの熱塩循環を想定しなければならな

いという想定を根底から覆すものであり，極めて重

要な進展と言える．今後は，新たな数値実験と，こ

れまでに蓄積されてきた，さらには今後得られる代

理指標データとを比較，検討することで，現在の地

球とは全く異なるモードの地球における気候状態や

フィードバックシステムが解明されると期待される． 
1 Ikeda, T. and Tajika, E., 1999. Geophys. Res. Let.; 2 Crowley, T.J. and 
Burke, K.C., 1998. Tectonic Boundary Conditions for Climate 
Reconstructions.; 3 Royer, D.L. et al., 2004. GSA Today.; 4 Pucéat et al., 
2003. Paleoceanography.; 5 Friedrich et al., 2012. Geology.; 6 Zachos et al., 
2001. Science.; 7 Moriya, 2011. Paleont. Res.; 8 Retallack, 2009. GSA 
Bulletin.; 9 Royer, 2010. PNAS.; 10 Royer et al., 2012. Geobiology.; 11 Bice 
et al., 2006. Paleoceanography.; 12 Robinson and Vance, 2012. 
Paleoceanography; 13 Voigt et al., 2013; EPSL.; 14 Moiroud, 2013. 
Chemical Geolgoy.; 15 Haupt and Seidov, 2001. Geology.; 16 Otto-Bliesner 
et al., 2002. JGR.; 17 Upchurch et al., 2015. Geology. 

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
1 Circulation and thermal structure of the Cretaceous 
greenhouse ocean 
2 Kazuyoshi Moriya (Waseda University) 
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コメント：白亜紀の温暖気候：火山活動の影響

高嶋礼詩（東北大学・博物館）
 
白亜紀の中期（120~90Ma）は海洋地殻生産速度が過去

1億5千万年間で最大となった．多少のタイムラグがある
ものの，この時期には海水準や海水温も大幅に上昇して

おり，海嶺の火成活動の活発化が白亜紀の温暖化，高海

水準に直接影響を及ぼしたと考えられる．一方，この時

期には多くのLIPs（Large Igneous Provinces）が太平洋やイ
ンド洋に形成された．これらの火山体は，活動期間が数

10～数百万年以内と，短期間に大量の溶岩を噴出する点
で，海嶺の活動と性質が異なる．主なLIPsの形成時期が
白亜紀中期のいくつかの海洋無酸素事変と年代がおおむ

ね一致するため，その因果関係についてこれまで様々な

仮説が提唱されてきた．有力ものとしては，LIPsの形成
により，マグマ由来の生物必須元素が直接，海洋表層に

供給されたために，海洋表層の一次生産が増加し，無酸

素水塊を拡大させたとする仮説と，LIPsの活動によって
大量の二酸化炭素が放出されて温暖化が進行し，その結

果，深層水の循環が停滞したり，降雨の増加による陸か

らの栄養塩の供給増加が起こり，無酸素水塊が拡大した

とする仮説などがある．しかし，LIPsの放射年代の誤差

が大きいことや，化石層序の生基準面の年代値の精度が

不十分なことから，海洋無酸素事変とLIPsの因果関係を
詳細に議論することは困難であった．近年，堆積物のオ

スミウム同位体比（187Os/188Os）の測定やID-TIMSを用い
たジルコンのU-Pb年代測定の精度向上により，海洋無酸
素事変とLIPs形成の関係が詳細に明らかになった．例え
ば，Cenomanian/Turonian境界の海洋無酸素事変（OAE2）
の場合，OAE2発生のおよそ3万年前にLIPsの活動が最大
に達していたことが明らかにされている．LIPsの活動が
直接生産性を刺激したのであれば，LIPsの活動開始と表
層の一次生産の増大とがほぼ一致することが期待される

ため，LIPsの活動が直接，OAEを引き起こしたとするよ
りは，LIPsにより放出された二酸化炭素の増大と温暖化
が，海洋・大気循環に影響を及ぼし，海洋無酸素事変を

間接的に引き起こしたと考えるほうが妥当である．

––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
Greenhouse climate during Cretaceous period: Effect of 

volcanic activities 
Reishi Takashima (Tohoku University)

コメント：白亜紀の同位体層序と国際対比 1 

長谷川卓（金沢大・自然）2 

 炭素同位体比層序は，生層序と併用することによって詳

細な国際対比を可能にするツールとして近年特に重視され

るようになってきた．Geologic Time Scale (2012)でも顕生累

代の全域に加え，先カンブリア時代でもその有用性が示さ

れている． 

白亜系ではOAEに関連して炭素循環の激変を解読する

ための環境マーカーという位置づけが先行し，OAE2を始

めとするOAE層準での詳細層序が欧米先行で確立されて

いった．日本国内でもこれをキャッチアップする形で研究

が進んだ．炭酸塩を分析対象とする欧米の手法に対して，

日本の蝦夷層群では堆積性有機物を用いる手法が発展し

た．その後，OAE以外の層準においても同手法が層序マ

ーカーを供給できることが明らかとなり，複数の研究グルー

プにより国内の上部白亜系全体を視野に入れた研究が進

展する．その際に，すでに確立していたアンモナイトやイノ

セラムスの化石層序が非常に重要な役割を果たしたが，そ

の多くの業績が平野弘道氏の早稲田大学研究グループに

よるものであった． 

一方で，最近の研究進展に貢献しているのは西弘嗣氏

を中心とする東北大グループである．彼らは浮遊性有孔虫

層序を基盤として炭素と炭素以外の元素を用いる化学層序，

更に凝灰岩の年代測定を組合わせた統合層序を展開し，

詳細国際対比を目指している．今後，さらに国際対比の精

度が上がることが期待されるが，一方でこれまで積み上げ

られてきた各地域の大型化石データ（地域層序）との対応

は，十分とは言えない． 

対比とその精度向上は層序学者にとっては目的であるが，

古生物学，古環境学の視点では手段である．汎世界的イベ

ントに対して日本の大型化石コミュニティーがどのように反

応したのか，グローバルイベントと地域的な古生物イベント

の因果関係・相互関係の解明が進み，詳細国際対比を用い

た世界的視野の古生物学研究が進展することを期待したい．

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
1 Comments: Cretaceous isotope stratigraphy and inter-regional 
correlation
2Takashi Hasegawa (Kanazawa University) 





シンポジウム（2）

機能形態学から進化形態学へ

 コンビナー：生形貴男・大野照文
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力学的指標の抱き合わせによる四肢動物の姿勢・運動機能の復元法 1 

藤原慎一（名大・博）2 

 「地球環境の変遷」と「動物の形態と、姿勢・運動機

能の進化」の関係は地球科学の主要な関心事のひとつで

ある。しかし、絶滅動物の姿勢・運動機能は化石には残

らないため、より確からしい根拠に基づいて復元してい

く必要がある。もし、動物の骨格形態と特定の姿勢・運

動機能の関係について、力学的な整合性が確認でき、さ

らに現生種でその関係の普遍性を示すことができれば、

化石の形態情報から得られる定量的指標に基づいた復元

手法を確立できると期待される。

筋骨格系は骨格と筋から構成される運動機構で、脊椎

動物や節足動物、二枚貝など多くの動物に取り入れられ

ている。筋骨格系は力学モデルの構築がしやすく、現生

資料も手に入るため、形態と姿勢・運動機能の関係を探

る恰好の材料といえる。

四肢動物はデボン紀後期に、胴体から伸びた前肢と後

肢で体を支える四足歩行動物として陸上への進出を果た

し、その後に姿勢や運動機能を多様化させた脊椎動物で

ある。胴体の骨格は脊骨と肋骨で構成され、前肢は胴体

の外側から伸びている。しかし、胴体と前肢の間には骨

格をつなぐ関節が存在しないため、関節を頼りに位置関

係が復元できない。そのため、胴体と前肢の位置関係は

絶滅四肢動物の復元における最大の難関とされている。

本発表ではこの問題への取り組みを一例とし、絶滅動物

の筋骨格系の復元手法として、「回転力」と「骨格強度」

の2つの指標を取り入れた研究を紹介する。

まず、四肢動物の四足歩行時の力のつり合いを考える。

胴体は重力によって落下するが、それに対して、前肢に

かかる上方向の床反力が、前肢と胴体の骨格を結ぶ筋肉

を伝わり、胴体を持ち上げて落下を防いでいる。

「回転力モデル」は力が物体に与える回転力を指標と

して、安定性や力強さを検証するモデルである。四足歩

行姿勢では前肢と胴体の骨格を結ぶ筋肉の収縮によって、

胴体には股関節を中心に3軸回りの回転力（roll、yaw、

pitch）が働く。このうち、正のpitchは胴体を持ち上げる

のに寄与する。一方、rollとyawは、胴体をぶれさせ、不

安定にする。胴体と前肢の位置関係によって、筋肉の走

向が変わり、3つの回転力の値もそれぞれ変化する。安定

した四足歩行を行う場合、十分な正のpitchを保持しつつ、

yawとrollの影響がなるべく小さくなる位置に前肢が置か

れていると期待される。そこで、現生四肢動物の3次元筋

骨格モデルを構築して、四足歩行の際に筋肉がもたらす

yawとrollの回転力の影響がともに小さくなる前肢の位置

を最適位置として見積もった。

「骨格強度モデル」は力に対する骨格の耐久性を復元

の指標とする。四足歩行姿勢では、胴体の骨格の中でも、

前肢の真下に位置する部位に上下方向の圧縮が働く。つ

まり、前肢の真下に位置する胴体の骨格部位は、上下方

向の圧縮に対して高い強度を備えていると予想される。

そこで、現生四肢動物の胴体の横断面を写真撮影して2
次元形状を取得し、応力解析を行った。骨格に対して上

下方向の圧縮を与え、骨格が降伏応力に達する圧縮力を

強度と定義した。そして、強度が高くなる胴体の前後方

向の位置を前肢の最適位置として見積もった。

 回転力、骨格強度両モデルともに、前肢の最適位置は

胴体の前端となり、互いに整合的な結果を得た。また、

回転力モデルからは、前肢は胴体の正中寄りで、股関節

に近い高さが最適位置であるという結果になった。この

結果は、既知の現生四足歩行動物の生体および遺体の観

察から得られる「胴体と前肢の位置関係」とも整合的で

あり、四足歩行性四肢動物の復元にも使える指標と考え

られる。一方で、完全二足歩行性（現生獣脚類）や完全

水生（クジラ、カイギュウ）など、前肢を体重支持の役

割から完全に解放した系統に対しては、本手法で胴体と

前肢の位置関係を復元できないことも確かめられた。

回転力や骨格強度のように、複数のアプローチから現

生種の「形態―機能関係」を矛盾なく説明する力学的指

標が増えていけば、絶滅動物の復元を正解に限りなく収

束させていくことができるだろう。また、これらの指標

は、形態から推測される最適姿勢の復元だけではなく、

運動機能の有無の判別にも有効である。そして、獣脚類

の完全二足歩行化や、海生哺乳類の完全水生適応など、

動物の運動機能の進化における主要なイベントがいつ起

こったかを、より高い精度で復元できるようになると期

待される。 

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
1Combination of two different mechanical indices as a method 
to reconstruct reliable forelimb postures in extinct quadrupeds 
2Shin-ichi Fujiwara (The Nagoya University Museum) 

力学的指標の抱き合わせによる四肢動物の姿勢・運動機能の復元法 1
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光学的古生物学：眼の化石の研究がもたらす進化学へのインパクト 1 

田中源吾（熊本大学・沿岸域環境科学教育研究センター）2 

 演者は「光学的古生物学」なる学問領域を提唱し，

地質時代の動物の視覚に関する機能形態学的研究と，

そこから推定される古生態の復元に邁進している．無

脊椎動物化石の視覚における機能形態学的研究で盛ん

な分類群は三葉虫である．その手法としては，複眼の

数や分布から視野を計測することで古生態を推定する

こと，複眼を構成する個眼のレンズの形態に着目して，

その集光能力を評価するものである．当該分類群の複

眼の機能についての研究は，120年以上前から行われて

おり，現在もなおClarkson氏やSchoenemann氏ら北欧の

グループが中心となって研究を進めている．三葉虫は

化石記録が豊富なうえ，複眼やそれを構成する１つ１

つの個眼の光学系も多様である．古生物学の分野で隆

盛の１つとなっているＣＴスキャンの技法と幾何光学

的な技法，さらには光学実験によって三葉虫の眼の研

究はこれからも発展が期待できる．三葉虫に次いで眼

の化石の機能形態学的研究が古くから行われている分

類群は介形虫である．介形虫の眼の化石の機能形態学

的研究は，今から30年ほど前にKontrovitz氏を中心に

アメリカで始まった．介形虫の眼は，光受容器の数が

極端に少なく，明暗感受のみの機能しか持たないノー

プリウス眼と考えられている．Kontrovitz氏らは介形

虫の眼を単純な薄レンズと凹面鏡に見立て，Ｆナンバ

ーを計算し，介形虫の眼の光感受機能について議論し

た．その後，演者はKontrovitz氏のモデルを改訂し，

厚レンズと凹面鏡からなる光学系を考え，これらの

様々な光学パラメータを形態空間上で変化させ，集光

能力値の二次元空間における分布を視覚化し，化石記

録も含めて，介形虫の眼の進化史について議論した．

形態空間解析は眼の機能形態学的研究にとっても非常

に重要なツールの１つとなっている． 

三葉虫や介形虫の眼はカルサイトより構成され，化

石としてよく保存されるので，それが機構形態学者の

目にとまったことは，驚くべきことではない．しかし，

時に通常では保存されない眼の軟体部やサブミクロ

ン・スケールの視覚に関わる構造が化石として保存さ

れることがある．英国のParker氏はバージェス頁岩層

より産出したマーレラ等にサブミクロン・スケールの

回折格子が保存されていることを発見し，カンブリア

紀の生物の一部が構造色を持っていたことを明らかに

した．この構造色の発見が発端となり，カンブリア紀

の生物大進化を説明する有力な仮説の１つ，「光スイ

ッチ」説が提唱されたことは記憶に新しい．光スイッ

チ説を検証する上で重要となるのが，世界最古の眼を

発見することである．この課題に取り組むべく，演者

は16年来の交流を持つ上海科技館の周氏と共に，中国

のカンブリア紀前期および先カンブリア時代の地層を

ターゲットとして調査を行っている． 

また，2005年より演者は，Parker氏および英国の

Siveter氏，および国内の研究者らとともに，主として

保存的化石鉱脈から産出する動物について眼や視覚に

関わる器官の機能形態学的研究をおこなっている．一

連の共同研究は，絶滅した生物の視覚に関する機能の

詳細を記述することには成功したが，いずれもトピッ

ク的な研究に留まっていた．しかしながら，保存のよ

い眼の化石の研究から，そのすそ野を複数の学問領域

に広げられる思わぬ大物が得られることもあった．そ

れは，①世界で初めてとなる無脊椎動物の中枢神経系

の化石の発見，②絶滅魚類の眼の網膜化石の発見であ

る． ①については，カンブリア紀前期の節足動物化石

から発見されたという点で意義深い．これまで外部形

態に基づいて系統関係が議論されていた謎の多いカン

ブリア紀の動物について，より保守的な中枢神経系の

形態を基に系統学的な議論が可能になった．②につい

ては，脊椎動物化石で初となる，眼の軟組織の発見で

あり，古生物の視覚の復元についての応用を広げるこ

とができた．特に，錐体細胞の化石の発見は，３億年

前の魚類が色を識別していたことを示唆するものであ

り，見る側に立った古生物の生き様をより詳細に復元

することを可能にした．今後は，国内外の共同研究者

との連携を加速させ，保存的化石鉱脈を探査し，眼の

化石を発見し，最新の手法を含め，複数の手法で解析

することによって，分子生物学的視点から得られてい

る眼の進化史との連関について追及してゆきたい． 

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
1Letter from Optical Palaeontology
2Gengo Tanaka (Center for Marine Environment Studies, 
Kumamoto University) 
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機能解析が紐解く腕足動物の適応戦略と大進化メカニズム
1

 

椎野勇太（新潟大・理）
2 

地球史における生命は，長く複雑なドミノ倒しのよう

に，様々なレベルで起こり得る地球環境との相互作用に

よって進化してきた．この相互関係を理解するためには，

外的な要因となる環境の変化を明らかにするだけでなく，

生命自身の適応能力や耐性といった内的な要因も併せて

考察しなくてはならない．

生物は，様々な生体生理的特性およびそれらの利点に

基づいてデザインされた機能複合体である．したがって，

個々の形態機能のみに基づいて複合体の成り立ちを理解

することは難しい．一方，サンゴや腕足動物など定住性

の無脊椎動物では，骨格や殻の形が運動能力に制約され

にくく，まるで環境に置かれた構造物かのように振る舞

うこともある．その場合，形態に備わった自律的な構造

性あるいは機能性を解明してゆくことが，適応放散や形

態進化のメカニズムを理解する足掛かりとなるだろう．

本発表では，定住性の絶滅腕足動物を題材とした研究成

果を紹介する．

運動能力に乏しい腕足動物の主な行動は，殻を開閉し，

呼吸・摂食のための水流を形成することである．殻の内

側に，多数の触手が配列した触手冠と呼ばれる器官を持

ち，この触手で海水中の微少有機懸濁物を濾過摂食して

いる．ある種の腕足動物は，腕骨と呼ばれる石灰質の組

織で触手冠を支えている．そのため，すでに絶滅した腕

足動物であっても，化石として保存される腕骨から触手

冠の形態を復元することができる．現在の海洋ではマイ

ノリティーの腕足動物であるが，古生代には海洋の中心

的な底生無脊椎動物であった．特に，プロダクタス類と

スピリファー類は，当時の多様性を構築した中心的な腕

足動物である．  

凹形となる背殻と凸形となる腹殻を持った凹凸形態種

プロダクタス類は，氷山戦略型の個生態として知られて

いる．従来の解釈では，殻の関節構造がきわめて貧弱で

あるにも関わらず，殻を力強く大きく開閉することで，

能動的に濾過水流を形成できたと解釈されてきた．そこ

で，殻の開閉システムを再検討した結果，凹凸種は狭く

貧弱な開閉しか行うことができず，能動的な濾過水流を

形成できないことがわかった．さらに，殻形態模型を用

いた流水実験によって殻まわりの流れを可視化した結果，

凹凸形の殻は，殻まわりの流向に依存しない定向的な濾

過水流を形成できる適応形態であることが実証された．

翼をひろげたような殻形態を持つ翼形種スピリファー

類は古生代デボン紀の「腕足動物の多様性黄金期」を築

いた仲間である．流水実験および解析によって受動的な

濾過水流を検討した結果，翼形種の殻は，殻の内側に渦

流を形成する形態機能を備えていたことがわかった．こ

の渦流は，翼形種が殻内側に持っている螺旋状の採餌器

官を用いた濾過に適しており，殻と濾過器官の形態が相

補的に形づくられることで成立した受動的な濾過摂食戦

略と考えられる．

古生代に成功した二大形態種は，どちらも受動的な濾

過水流を形成できる形態機能を備えていた．しかし，そ

の適応戦略は大きく違い，多様化したタイミングも異な

る．オルドビス紀後期に登場した最初の翼形種は，受動

的な水流形成に関与する形質が未発達であり，形態機能

はまだ確立されていなかったようにみえる．有機懸濁物

が豊富になったデボン紀には，翼様の外形が明確になり，

より多くのエサをかき集めるサイクロン様の水流形成機

能を最適化させていったのかもしれない．面白いことに，

二大形態種の体サイズは，海水中に有機物が豊富だった

とされる石炭紀で最大級となる．石炭紀末の寒冷化を経

て，ペルム紀には凹凸種が劇的に多様化を遂げた．低代

謝を追求していった機能デザインが，古生代最後の海を

席巻していたかのようだ．

革新的な形態機能の獲得は，かたちの洗練化や最適化

を促す．その一方，「形態―機能」の強い結びつきは，

かたちを制約し，結果として機能性・適応耐性を一様的

にしてしまう．そういった形態を取り巻く設計論が，長

い時間軸上で起こった形態進化の背景に秘められている

のかもしれない．

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
1 Functional analyses reveal brachiopod adaptations within a 
macro-evolutionary framework 
2Yuta Shiino (Niigata University) 
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キサンゴ科六射サンゴの成長形態に認められる規則性と多様性 1 

千徳明日香（京大・学振ＰＤ）2 

 

 従来，サンゴの群体形態は，主として外的な環境

要因との関連で論じられてきた．非造礁性サンゴは，

自らの採餌によって栄養を獲得しているため，成長

形態は光の条件などの影響を受けにくく，内因的な

要素に起因する成長形態が表出されやすい． 樹状形

態で，明瞭な主軸を有する「単軸状」非造礁性キサ

ンゴ科六射サンゴ（Dendrophyllia arbuscula）の解析

から，（1）出芽部位，（2）出芽個体における方向隔

壁の方向性，（3）出芽の傾斜に代表される出芽様式

の「世代を超えた普遍性」が確認される．これらの

規則性は，Tubastraea coccinea （塊状），D. ijimai （単

軸状）でも認められる （Sentoku & Ezaki, 2012a-b）．

しかし，「出芽の規則性」で代表される内因的な要因

と，各種六射サンゴで固有な成長形態との関連性は

知られていない．本研究では，他の群体形態を有す

る六射サンゴでの，出芽の規則性の適用限界と群体

形成パターンを検討する． 

群体内の個体間に共骨が発達し，群体表面から骨

格の内部構造の把握が困難な場合は，マイクロフォ

ーカスＸ線ＣＴを用い，非破壊で観察および解析を

行った．得られた2次元画像を元に，3次元画像を構

築し，その後，独自に開発したプログラムを用い共

骨部を除去し，骨格内部構造を観察及び 3 次元の群

体形態モデルを構築した． 
明瞭な主軸を有さない「仮軸状」のDendrophyllia 

boschmai，D. cribrosa，「単軸状」のD. ehrenbergianaの
出芽は，基本的に上述した規則性に則っている（Sentoku 
& Ezaki, 2012c-d, 2013）．しかし，（1）出芽部位に関し

て，D. boschmaiでは，方向隔壁以外の4枚の1次隔壁の

内，特定の2枚の中の1枚近傍から交互に出芽が繰り返

し，各個体が平面的に｢ジグザグ状｣に配置する．D. 
cribrosaでは，方向隔壁以外の1次隔壁の内，特定の1枚
近傍からのみ順次｢螺旋状｣に出芽が繰り返す．一方，

「単軸状」のD. ehrenbergianaの親個体は，成長に伴い，

方向隔壁に平行する方向に緩やかに湾曲する．そして

出芽は，方向隔壁以外の4枚の1次隔壁の内，凸側の2枚
の近傍からのみ生じる． 

造礁性キサンゴ科六射サンゴ（Turbinaria peltata：ス

リバチサンゴ）では，3次元モデルおよび断面画像から，

D. ehrenbergiana と同様の「出芽の規則性」が認められ

た．出芽箇所の制約は，スリバチサンゴ固有のプレー

ト型の形状（構造的な規制）によって，成長可能空間

が制限されることに起因する． 

キサンゴ科サンゴでは，造礁性と非造礁性に関係

なく，同一の規則性に則りながらも，それぞれ単軸

状，仮軸状，塊状，プレート状と成長形態が大きく

異なっている．その要因として，個体の大きさ，主

軸の高さ，出芽の間隔，群体内の個体数，側枝の長

さ，側枝の傾斜角度などのパラメーターの「わずか

な変化」が相互に関係している．このように，それ

ぞれの生息環境条件の微妙な変化に即応し，「出芽

の頻度」や「個体間の集合様式」を変えることによ

って，多様な群体形態を形成している． 

通常，使用可能な成長空間を最大限に活用し，群

体内の個体数を増加させるべく，より多くの方向で

出芽が生じると考えられる．しかし，検討したいず

れの場合でも，出芽は方向隔壁以外の 1，2，4 箇所

の低次の隔壁近傍で生じる．このように，個体成長

の初期に形成される低次の隔壁が，その後，個体が

出芽する場を強く規制している．特に，方向隔壁（隔

膜）が，群体形成における極めて重要な座標軸にな

っていることが示唆される．このような「発生上の

拘束性」は，六射サンゴが群体を形成する際にアプ

リオリな作用を果たしている．出芽時の「世代によ

らない規則性」や「同一科内で属を超える一般性」

の発見は，サンゴで代表される群体性生物の形づく

りの本質的な解明に大きく寄与すると考えられる． 

 

 

 
–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 

1 Modes of increase by means of budding and resultant colony 
formation in the scleractinian Dendrophylliidae. 
2 Asuka Sentoku (Kyoto Univ., JSPS). 
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生きていくか，休むか それが問題だ

須藤 斎（名大・院・環境）
 

陸上や海底の堆積物中には，顕微鏡を使わないと見る

ことができない微化石（水中・地中に住む小さな生物の

骨格や殻などからなる）が大量に存在している．当時の

生息環境によってさまざまな種が存在していたので，こ

れらを観察・分類すれば，過去の地球環境や堆積物がで

きた時代を知ることができる．さまざまな微化石の中で，

海洋や淡水に住み一次生産量が熱帯雨林に匹敵する重要

な植物プランクトン，「珪藻」の化石が例に挙げられる．

講演者は，卒論時には福島県いわき市周辺の地質調査

を中心に研究を行ってきた．その時，貝類化石と共産し

た珪藻化石を用いて堆積物の堆積年代を決定する方法が

あることを知り，修士課程からは珪藻化石を用いた生層

序学とそれらの群集組成変化による古環境復元の研究を

開始した．

その中で沿岸湧昇流域において一次生産の半分を担っ

ているキートケロス属が形成する休眠胞子の化石がほと

んど研究されていないことを知り，指導教員の柳沢幸夫

博士に非常に危険なテーマであると言われつつも，それ

らの分類にエネルギーを注いできた．

珪藻の仲間のキートケロス属は，さまざまな生物が住

んでいる沿岸周辺の一次生産の 以上を担っており，魚

介類などのエサとして漁業・養殖業においても重要な生

物である．多くの種は海水中の栄養が豊富なときは通常

の珪藻類と同様に分裂を繰り返して増えていく．一方で，

栄養がなくなると，殻が厚くて丈夫な「休眠胞子」とい

う特殊な細胞を形成し，海水混合によって栄養状態が良

くなった海面へ運ばれるまで，海底に沈んで（堆積物中

や表面で「休んで」）一時期を過ごす．この「休んで眠

る」という戦略を行っている他の珪藻類はほとんどなく，

環境の変動が大きな沿岸域でキートケロス属が繁栄して

いる要因と考えられている．

休眠胞子の化石は，沿岸域の堆積物中からよく見つか

るが，ほとんど研究が行われてこなかった．しかし，休

眠胞子化石の増減は，沿岸域の海水混合の強度や持続性，

栄養の枯渇と供給量，生物生産量などの変遷を知る情報

となるはずである．そこで私は世界中の陸上調査や海底

下から得られた約 万年前から現在までの堆積物中に

含まれる休眠胞子化石の分類と群集変化を調べてきた．

その結果， 万年前（始新世と漸新世の境界）に多様

性と産出頻度が増加していること（ イベント）や，そ

れを起こした地球環境の変遷や他の生物の進化との関連

性がわかってきた．

温暖な始新世では海水が混ざりにくい環境だったが，

急激に寒冷化した漸新世ではよく混ざるようになり，海

底に貯まっていた栄養が珪藻の住む海面付近に豊富に運

ばれてくるようになった．このような環境に変化したこ

とでキートケロス属がさまざまな種に進化・増加したの

であろう．一方でそれまで繁栄していた植物プランクト

ン（円石藻・渦鞭毛藻）はその数を減らしていった．

珪藻やキートケロス属の多様化と急増は，他の海洋生

物の進化にも大きな影響を与えたようである．例えば，

クジラ類に目を向けてみると，それまでインド亜大陸に

生息していた原始クジラ類は，河畔から海洋へと移動し，

現代型のハクジラとヒゲクジラに分岐・増加していった．

ヒゲクジラ類は，海水中の珪藻類をエサとしているオキ

アミを食べているため，キートケロス属などが増えた結

果，ヒゲクジラのエサであるオキアミも増加し，その数

や種類を増やすことができたのではないかと考えている．

同様に，オキアミ類を食べる魚類が増加した結果，ハク

ジラ類も同じ時代に進化していったのかもしれない．他

の海生生物を見てみると，アザラシやセイウチ，アシカ

類，海鳥やペンギン，ジュゴンやマナティ，イトマキエ

イの仲間なども多様化しており，やはりエサが増えたこ

とがきっかけであった可能性がある．

これらの生物の進化・多様化が，栄養塩供給量や珪藻

類などの増加によるものであることを証明することは簡

単ではないだろう．しかし，現在進んでいる地球温暖化

によって海水の混合が弱体化した場合，沿岸域での栄養

供給が低下して一次生産量が減少する可能性がある．す

ると，漁獲量が減るだろうし，海生生物の多様性も失わ

れるかもしれない．どのようなシステムで海洋環境が変

化し，それが生物多様性に影響を与えてきたのかを明ら

かにすることは，今後起こりうる環境変動によって，ど

のように生態系が影響を受けるのかを予測する大きな手

助けになるはずである．

––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
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東南アジア大陸部における更新世の 
マカクザル類の進化史 1 

高井正成（京都大・霊長研）2・金昌柱・張穎奇（中国科学院・古脊

椎動物古人類研）3・王頠（広西民族博）4・Nguyen Anh Tuan（ベ
トナム考古研）5 

 
現在の東南アジアの大陸部（タイ北部〜ラオス北部〜ベトナム北

部〜中国雲南省南部）は、現生マカクザル属（霊長類オナガザル科

オナガザル亜科）が同所的に複数種生息していることから、その適

応放散の中心地であると考えられている。発表者等はこれまで中国

南部の広西壮族自治区崇左地域の前期〜後期更新世の洞窟堆積物か

ら出土したマカク類化石の解析を行い、前期更新世の段階ですでに

中国南部に複数（3〜5種）のマカク類が同所的に生息しており、更
新世を通じてその種構成が変化してきたことを明らかにしてきた

（Takai et al., 2014）。 
今回、これらの広西壮族自治区の標本にベトナム北部の更新世後

半の標本を加え、形態的特徴が観察しやすい下顎第 3大臼歯（M3）

を主な対象としてさらに詳細な形態解析を行い、東南アジア大陸部

における更新世のマカク類の進化について検討してみた。 
対象とした標本は広西壮族自治区の 18 地点と、ベトナム北部の
中期〜後期更新世の 2地点から見つかっていた約 200個のM3であ

る。歯科用シリコンを用いて採取したモールドから樹脂性のキャス

トを作成し、レーザー式 3Dスキャナー（キーエンス社VR-3050）
で得た 3D 画像データをもとに解析をおこなった。3 次元データの
計測値の統計的な解析はまだ行っていないが、画像による予備的な

比較では広西壮族自治区とベトナム北部の中期〜後期更新世のマカ

クザルのサイズに大きな違いは見られなかった。しかしベトナム北

部の標本と比べると中国南部のマカク類の形態的な変異が大きいこ

とから、更新世後半のマカクの種の多様性は中国南部の方が高いこ

とが示唆された。マカク類の進化の中心地は、現在考えられている

東南アジア高山地域よりもやや東の中国東南部だった可能性がある。 
Takai et al. (2014) Quat. Int. 354: 75-83 
———————————————————————————— 
1Evolutionary history of Pleistocene macaques in Southeast Asia, 
2Masanaru Takai (Primate Res. Inst., Kyoto Univ.), 3Changzhu 
JIN, Yingqi ZHANG (IVPP, CAS), 4Wei Wang (Guangxi Mus. 
Nationalities), 5Nguyen Anh Tuan (Inst. Archaeology, Hanoi) 

A03

前期白亜紀真獣類 Endotherium niinomii の再検討 1 

 
楠橋 直 (愛媛大院・理工)2・ 

王 元青・李 傳夔 (中国科学院古脊椎動物與古人類研究所)3 
 
中国遼寧省西部に分布する下部白亜系阜新層からは多くの哺乳類

化石が産出している．中でも真獣類は同層産哺乳類化石群のおよそ

40% を占め，多丘歯類とともに当時の東アジアの哺乳類相における

主要メンバーであったことを窺わせる．同層からはすでに Shikama 
(1947) により真獣類Endotherium niinomii が報告されている．ただし

同種の模式標本自体はすでに失われてしまっており，また Shikama 
(1947) による記載も現在からすると不十分なため，同種は最近では

nomen dubiumとして扱われることが多い (例えばKielan-Jaworowska 
and Cifelli, 2001)．しかしながら，模式標本のついていた岩石は現在

も大連自然博物館に保管されており，その岩石上に模式標本の印象

が残されている．そこで演者らは，阜新層産真獣類化石の研究を進

めるにあたり，まずはこの印象と Shikama (1947) による記載をもと

に， E. niinomii の形態を再検討することにした． 
Endotherium niinomii には，歯骨が比較的細く，おそらく 5 本の

小臼歯をもち，大臼歯の entoconid と hypoconulid が近接しないとい

う特徴が見られ，同種を真獣類とした Shikama (1947) の見解は妥当

だと考えられる．E. niinomii はさらに次のような特徴をもっている：

大臼歯の大きさは遠心のものほど小さい；大臼歯の咬頭は鈍い；

trigonid は talonid よりも高いが，その高さの差は他の前期白亜紀真

獣類と比べるとそれほど大きくない； trigonid 咬頭のうち protoconid 
が最も大きい；paraconid は metaconid と同程度の大きさである；そ

して，5 本の小臼歯のうち，3 本目のものは縮小していない．これら

の特徴の組み合わせは白亜紀真獣類において十分 diagnostic であり，

E. niinomii は有効な種であると考えられる． 
 
Kielan-Jaworowska, Z. and Cifelli, R. L., 2001. Acta Palaeont. Polonica, 

46, 377−391 
Shikama, T., 1947. Proc. Japan Acad., 23, 76–84. 
———————————————————————————— 
1Reinvestigation of an Early Cretaceous eutherian mammal Endotherium
niinomii 
2Nao KUSUHASHI (Ehime Univ), 3Yuan-Qing WANG, and Chuan-Kui 
LI (IVPP, CAS) 

A02

史上初、哺乳類化石の国指定天然記念物誕生へ1	 

北川博道（埼玉自博）2	 

	 

	 埼玉県秩父市，秩父郡小鹿野町，同郡皆野町，同郡横瀬町にまた

がる秩父盆地には，広く中新統が分布しており，古くから現在に至

るまで多くの研究がある．また，多くの海棲哺乳類化石が産出する

日本有数の化石産地となっている．平成27年11月20日に文化庁文

化審議会より，「古秩父湾堆積層及び海棲哺乳類化石群」を国指定

天然記念物に指定するよう，文部科学大臣に対し答申が行われ，近

く官報への記載をもって，埼玉県立自然の博物館所蔵の海棲哺乳類

化石9件，並びに秩父盆地の露頭６ヵ所が国指定天然記念物に指定

される予定である．埼玉県内に位置する国指定天然記念物としては，

「平林寺境内林」（昭和43年指定）以来48年ぶりの指定であり，

地質分野の天然記念物としては「三波石峡」（昭和32年指定）以来

59年ぶりの指定となる．そもそも，国指定天然記念物として，化石

標本が指定されるのは，1975 年（昭和 50 年）指定の「歌津館崎の

魚竜化石産地及び魚竜化石」，1977 年（昭和 52 年）指定の「エゾ

ミカサリュウ」以来39年ぶり3例目となる．また，哺乳類化石の指

定，新生代産化石の指定，化石群としての指定，複数の露頭と同時

指定は全国初である．中でも産出地以外の露頭との同時指定は長い

天然記念物行政の中でも初の試みである．そこで本報告では，指定

内容について紹介したうえで，その科学的重要性，科学史的背景に

ついて述べる．また，本指定の先駆的特徴について解説する．	 

秩父地域は「日本地質学発祥の地」とも言われ，明治時代より活

発に研究が行われてきた．最も古い研究として，Brauns（1881）に

よる貝化石の研究がある．また，1921 年（大正 10 年）には現在の

埼玉県立自然の博物館の前身にあたる秩父鑛物植物標本陳列所が上

武鉄道（現在の秩父鉄道株式会社）により現在の秩父郡長瀞町に開

設された．秩父地域において初めて哺乳類化石が発見されたのは

1951年の事であるが，当時は2代目の博物館である秩父自然科学博

物館があり，すでに博物館による資料集活動や研究が行われており，

化石標本が散逸することを防ぎ，多くの化石標本を地元に残すこと

につながった．この度の答申は，このような当館の前身から含める

と90年以上にもわたる博物館活動が評価されたことでもある．	 

———————————————————————————— 
1T he	 first	 in	 history	 national	 monument	 designation	 of	 mammal	 
fossils 
2Hiromichi	 Kitagawa	 (Saitama	 Museum	 of	 Natural	 History) 
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A possible paleo-breeding ground of the gray whale, 
Eschrichtius robustus

・ 1

The gray whale, Eschrichtius robustus, used to have at least 
three geographic populations: the Atlantic, western North 
Pacific (WNP), and eastern North Pacific (ENP) populations. 
Currently, the ENP population is the only one that is stable and 
sustainable due to the known breeding ground and 
conservation effort to recover from the old whaling time. In 
contrast, the breeding grounds of the extinct Atlantic and the 
endangered WNP populations are essentially unknown. Here I 
report two specimens of fossil gray whales dredged from the 
sea bottom of Taiwan Strait; the geological age is uncertain, 
but likely to be late Pleistocene, which may represent the 
paleo-population of WNP. Both specimens preserve the 
posterior part of the skull; the rostrum and earbones are 
missing. A key diagnostic feature of gray whales 
(eschrichtiids), paired tuberosities on the supraoccipital, 
occurs in both specimens. Due to the incompleteness, they 

are identified as Eschrichtius sp. instead of Eschrichtius 
robustus. The size of fossils, for example the width across 
zygomatic processes of squamosals (less than 600 mm) and 
the width across paroccipital processes (less than 500 mm) in 
both specimens, suggests that they are juveniles, but the 
exact age remains uncertain. Thus, it seems a sensible 
inference that the occurrence of those two fossil juvenile gray 
whales indicates a possible paleo-breeding or nursery ground 
of the WNP population around the Taiwan Strait during the 
Pleistocene.

——————————————————————————— 
1Cheng-Hsiu Tsai (Department of Geology and Palaeontology, 
National Museum of Nature and Science)

A06

ケニアの下部中新統から発見された 
原始的カバ科の化石 1 

 

鍔本武久(愛媛大・院・理工)2・國松 豊(龍谷大・経営)3・ 
中務真人(京都大・院・理)4 

 
【背景】カバ科の起源については論争がある．最古の確実なカ

バ科の化石は Palaeopotamus 属であり，ケニアの中部中新統か
ら見つかっている．最近，ケニアおよびウガンダの下部中新統

からそれぞれ産出した Kulutherium属およびMorotochoerus属が
より原始的なカバ科の化石であると主張する研究結果が発表さ

れた．しかし，この意見には異論もある． 
【問題点】この前期中新世の２属の化石標本は非常に少なく，

特に Kulutherium属は上顎歯列しか発見されていない． 
【目的・着眼点】ケニア南西部のビクトリア湖にあるムファ

ンガノ島のルシンガ層群（ca. 20–18 Ma；前期中新世）から発見
された，原始的カバ類の下顎臼歯化石を比較記載する． 
【資料】ナイロビにあるケニア国立博物館の古生物学部門に保

管されている，左下顎臼歯のトリゴニッドの化石．  

【結果】この歯化石は，現生カバの下顎臼歯のトリゴニッドと

同程度の大きさで，以下の形態的特徴を持つ：低歯冠，鈍頭歯

型，トリゴニッドの遠心面にM字状の稜構造あり，メタコニッ
ドの近心の稜が１本，トリゴニッドの歯根が頬舌方向に二分さ

れている，パラコニッドなし． 
【考察】上記の形態的特徴は，原始的なカバ科（ケニアポタム

ス亜科）の特徴と一致する．特に，頬舌方向に二分された歯根

は特徴的な派生的形質である．この歯化石は，大きさと形態，

および産地と地質時代の類似性から考えると，Kulutherium属（ca. 
17–15.5 Ma）の下顎臼歯である可能性が高い．ただし，これま
で Kulutherium属は上顎歯列しか発見されていないので，直接の
比較はできない． 
	 この歯化石は，現生カバと同程度の大型のカバ科がすでに前

期中新世の東アフリカにいたことを示す強い証拠となる．さら

に，もしこの化石が Kulutherium属のものであれば，Kulutherium
属が原始的なカバ科であることを示す追加の証拠となる． 
 
1A primitive hippo from the lower Miocene of Kenya 
2Takehisa Tsubamoto (Ehime Univ.), 3Yutaka Kunimatsu (Ryukoku 
Univ.) & 4Masato Nakatsukasa (Kyoto Univ.) 

A05

房総半島の中部更新統万田野層から産出したアシカ科鰭脚類

（哺乳綱：食肉目）の系統的位置

長塚元規（筑波大・地球史解析科学分野）

甲能直樹（筑波大・地球史解析科学分野）

（国立科学博物館・地学研究部）

千葉県市原市に分布する中部更新統の万田野層（ ）か

ら、食肉目鰭脚類のアシカ科のほぼ完全な二つの頭蓋化石が産

出した（千葉県立中央博物館所蔵： ）。これ

らの化石は，これまでに日本の中部更新統から産出した鰭脚類

化石の中で例外的に保存状態が良い。鮮新世から更新世にかけ

て、アシカ科を含む各地域の海生生物相やその分布には大きな

変化が見られることが知られている。とくに、中期更新世は現

生のアシカ科の進化や放散について考える上で重要な時代であ

ることから、これらの標本の分類と系統的位置づけを行なって、

化石種を含む北半球のアシカ科の系統進化と北太平洋における

アシカ科の生物相の変遷史について考察した。

形態形質に基づく系統解析の結果、 は

と単系統をつくり、

（トド）が姉妹群となった。また、 は

（カリフォルニアアシカ）と

ニホンアシカ と多分岐を作った。中期更新世の日本の太平洋

沿岸域には当該標本の他に、

キタオットセイ セイウチ が生息して

いたことが化石記録から明らかになっており、この頃まではこ

れら鰭脚類が現在よりもさらに南にまで分布域を持ち，絶滅種

を含む多様性の高い鰭脚類相を形成していた事が示された。
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明らかになりつつある謎の水生爬虫類	 

Khurendukhosaurus（フレンドゥフサウルス属）の全身像1	 

松本涼子（神奈川県博）2・	 

Khisigjav	 Tsogthaatar（Mongolian	 Academy	 of	 Sciences）3	 

	 

	 コリストデラ類は，ジュラ紀から中新世までローラシア大陸に広

く分布した淡水生爬虫類である．その形態は大きく３タイプに分け

られる:(1)頸も口先も短いタイプ;(2)頸の長いタイプ;(3)口先が細

長く伸びたタイプ．90年代以降，新たな標本の発見や分類不明だっ

た標本の再研究によって，コリストデラ類の理解は飛躍的に進んだ．

しかし，その一方で	 Khurendukhosaurusについては，1984年にモン

ゴル・ゴビ砂漠の	 Khuren-Dukh層(白亜紀前期)から遊離した体骨格

が発見されて以来，モンゴル以外としては2008年にロシアのMurtoi

層から頭骨の一部が発見されてきた．しかし，いずれも部分的であ

り，その全身像は謎とされてきた．1996年に林原自然科学博物館と

モンゴル科学アカデミー古生物学センターで行なわれた共同調査に

よって，Khuren-Dukh 層から新たに発見された Khurendukhosaurus

の標本は，椎骨，肩帯，腰帯，四肢など１個体分の部位が最も多く

保存されていた．第一，第二頚椎を除いた８個の頚椎が確認されて

いるため，少なくとも10個の頚椎をもっていたと考えられる．これ

は，頸が短い(1)や(3)のタイプのコリストデラ類の頚椎の数(通常8

—9 個)よりも多い．また，頚椎から胴椎にかけて神経棘の先端が膨

らみ，胴椎の神経棘の先端に特徴的な模様をもつ．尾椎の神経棘は

高く(椎体の高さの約２倍)，オール状の尾を形成していたものと考

えられる．これらの特徴は，(2)の頸の長いタイプ(Shokawa，	 

Hyphalosaurus)に類似している．これまで頸の長いコリストデラ類

は，白亜紀前期の中国(熱河層群)・日本(桑島層)に限定的に分布し

ていたと考えられていた．しかし，今回の発見によって，ほぼ同時

代のロシアやモンゴルにも分布を拡大していた可能性が高まった．

コリストデラ類の初期進化について謎が多く，特に頸の長いタイプ

が分布する時代と地域が白亜紀前期のアジアに限定されていること

から，新たな標本の発見がコリストデラ類の進化の解明の一端を担

うものと期待される．	 

———————————————————————————— 
1Revealing	 a	 body	 proportion	 in	 the	 enigmatic	 species	 

Khurendukhosaurus	 (Diapsida,	 Choristodera). 
2Matsumoto	 R	 (Kanagawa	 Pref.	 Mus.	 Nat.	 Hist.)，	 
3Tsogthaatar	 K	 (Mongolian	 Academy	 of	 Sciences). 
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モンゴルの上部白亜系バヤンシレ層から発見された	 

二指性のテリジノサウルス類1	 

小林快次（北海道大・博）2・ツクトバアタル・チンゾリグ（北海道

大・理）3・キシグジャヴ・ツクトバアタル（蒙・科学アカデミー）
4・リンチェン・バルズボルド（蒙・科学アカデミー）5	 

	 

	 モンゴルは，上部白亜系の地層から獣脚類テリジノサウルス類の化石が

多産することで知られている．バヤンシレ層（Cen.-Tur.）から３属（エニ

グモサウルス，エルリコサウルス，セグノサウルス），ネメグト層（Maa.）
から１属（テリジノサウルス）が報告されている．特に，バヤンシレ層は，

派生的なテリジノサウルス類の進化を理解する上で重要であるが，全て断

片的な化石に基づいているため，系統的な関係性はよくわかっていない． 
	 2012 年，モンゴル科学アカデミー・古生物学地学研究所によって，モン

ゴル南東部のウムノゴビ県ウルリベクダグに露出するバヤンシレ層から新

しいテリジノサウルス類の標本が発見された．ウルリベクダグの産地から

は，これまで鳥脚類ハドロサウルス上科，竜脚類，獣脚類（ドロマエオサ

ウルス科やオルニトミモサウルス類）の化石が見つかっている．今回発見

された化石は，ほぼ完全な前肢を含む保存が良好であり，これまで良くわ

かっていなかった前肢の構造を解明するのに重要な標本である． 

	 本研究の系統解析は，テリジノサウルス科に属すことを示したが，他の

テリジノサウルス科との関係性は明らかにならなかった．しかし，本標本

は，より時代の新しいテリジノサウルス属固有だと考えられている形質を

有し，この属と近縁である可能性がある．また，本標本の第３中手骨は，

小さく細い骨に縮小しており，第３指は存在していなく，第１・２指のみ

の二指性であったことが明らかになった．二指性は，ティラノサウルス類

に見られる特徴で，テリジノサウルス類では初めての発見となった．さら

に，完全に癒合した半月状手根骨や，浅い舟状骨の角度，小さい指骨の関

節可動域など，他のテリジノサウルス類に見られない特徴が存在する． 
	 舟状骨の角度は，前肢に生えている羽根の長さに関係すると考えられて

おり，浅い角度は短い羽根であったことを示す。二指性・指骨関節可動域

を合わせて考慮すると，新しいテリジノサウルス類は，手の機能を極限に

減らして生活をしていたと考えられる． 
———————————————————————————— 
1	 A	 new	 therizinosaur	 with	 functionally	 didactyl	 hands	 from	 the	 

Upper	 Cretaceous	 Bayanshiree	 Formation	 in	 Mongolia. 
2Yoshitsugu	 Kobayashi	 (Hokkaido	 Univ.),	 3 Tsogtbaatar	 Chinzorig	 
(Hokkaido	 Univ.),	 4Khishigjav	 Tsogtbaatar	 (MN	 Acad.	 of	 Sci.),	 

and	 5Rinchen	 Barsbold	 (MN	 Acad.	 of	 Sci.). 
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北海道の中新統から産出した Allodesmus(哺乳綱：食肉目) 
の系統学的位置づけと体骨格について1	 

主森	 亘 2	 (筑波大)・澤村	 寛3(足寄動物化石博物館)・	 

佐藤	 たまき4(東京学芸大)・甲能	 直樹5（(科博・筑波大)	 

	 

	 Allodesmus は半水生の食肉類である鰭脚類(アザラシ・アシカ・

セイウチの仲間)であり，後期中新世までに絶滅してしまったデスマ

トフォカ科に属する．また，Allodesmusは中期中新世に出現し，そ

の分布は北太平洋沿岸(日本，アメリカ，メキシコ)に限定されてい

る．先行研究によれば，主に頭蓋形態による系統解析に基づいて，

Allodesmus属は少なくとも５種を含み，“basal”・“broad	 head”・

“long	 head”の３つのサブグループに分かれることが示唆されてい

る．しかしながら，これまでこの仲間の体骨格については化石記録

が断片的にしか知られていなかった．	 

	 1991年，北海道十勝郡浦幌町に分布する中部中新統オコッペ沢層

から，Allodesmus の全身骨格が発見された(足寄動物化石博物館収

蔵	 AMP25)．AMP25は珪質ノジュール中に包含されていたが，長期に

わたった剖出の結果，AMP25は83個の骨格要素を含み，世界で2例

目の Allodesmusの全身骨格標本であることが明らかとなった．	 

	 系統解析の結果，AMP25 は Allodesmus	 packardi 及び A.	 naorai

と共に多分岐となったが，“long	 head”とは異なる位置づけを示し

た．また，1例目の全身骨格が報告されている A.	 kernensisと体骨

格の形態学的な比較を行ったところ，後肢の形態に顕著な相違が認

められた．特に，踵骨については骨のプロポーションが著しく異なっ

ていた．したがって，少なくとも A.	 kernensisとAMP25は系統的に

異なっていただけでなく生態においても著しい相違があったことが

示唆された．このことは，Allodesmusがこの時代に多様なニッチェ

を占めていたことを示すと考えられる．	 

	 

	 

	 

———————————————————————————— 
1Phylogenetic	 position	 and	 postcrania	 of	 Allodesmus	 	 

(Mammalia:	 Carnivora)	 from	 the	 Miocene	 of	 Hokkaido 
2Wataru	 Tonomori	 (Univ.	 of	 Tsukuba),	 3Hiroshi	 Sawamura	 (Ashoro	 

Museum	 of	 Paleontology),	 4Tamaki	 Sato	 (Tokyo	 Gakugei	 Univ.)	 and	 
5Naoki	 Kohno	 (National	 Museum	 of	 Nature	 and	 Science,	 Univ.	 of	 

Tsukuba) 
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秋田県能代市の中新世女川層から産出したアジ科魚類 1 
宮田真也（秀大・学教）2・籔本美孝（北九州自然史博）3 

 
 アジ科魚類はおよそ32属140種が知られているスズキ目魚類の一
群である (Nelson, 2006)．本邦から報告されているアジ科魚類化石
は，中新世では鳥取県鳥取市国府町の鳥取層群岩見累層普含寺泥岩
層，京都府丹後半島に分布する北但層群網野層，安曇野市豊科田沢
中谷の別所累層，更新世では種子島の増田層形之山部層からのもの
がある（Uyeno and Suda, 1991; Ohe and Furuhashi, 1977; 須田ほ
か,1995; 大江・小池，2013）．本研究では，国立科学博物館所蔵の
秋田県能代市から産出したアジ科魚類化石について検討を行った． 
 化石は秋田県能代市新屋敷地区に分布する女川層の硬質頁岩から
産出したものである．女川層の時代は珪藻化石などにより中期～後
期中新世と考えられている（的場，1991など）． 
化石はほぼ全身が保存されているが，背鰭と臀鰭は担鰭骨と鰭条

が分離した状態で保存されている． 
本種は，臀鰭に2本の遊離棘があること，尾鰭が二叉すること，

脊椎が 24（胴椎 10, 尾椎 14）であることからスズキ目アジ科に属
するものと考えられる（Nelson, 2006; 須田，1991; Suda, 1996）．

さらに臀鰭近担鰭骨数が 17 であることから臀鰭は 3 本の棘条と 15
本の軟条から構成されると推定されること，上下の顎に歯が認めら
れることからギンガメアジ属に属するものと考えられる． 
ギンガメアジ属は現生種で18種，化石種ではおよそ13種が知ら

れている（Bannikov and Parin,1997; Constantin，1998; Froese, and  
Pauly, 2013; Neriman, 1995など）．このうちギンガメアジ属に属
すると考えられる化石は欧州‐コーカサス地域の始新統‐中新統の
ほか，本邦では種子島の更新統から報告されているのみで，これま
で東アジアでは第四紀より以前のギンガメアジ属魚類化石は知られ
ていない．そのため，本種はギンガメアジ属と同定される中新世の
化石としては東アジア初の報告となり，ギンガメアジ属の分布と進
化を考える上で重要な標本と考えられる． 
 

 
———————————————————————————— 
1 A carangid fish from the Miocene Onnagawa Formation, Noshiro 
City, Akita Prefecture, Japan.
2Shinya Miyata (Shumei Univ.), 3Yoshitaka Yabumoto (Kitakyushu 
Mus. Nat. Hist. Human Hist.)
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北海道・南芦別地域から産出した白亜紀板鰓類化石群 1 
髙桒祐司（群馬自然史博）2・加納 学（三笠市博）3  

・森木和則（札幌市在住）4・早野久光（春日井市在住）5 
 
北海道の南芦別地域に分布する蝦夷層群羽幌川層（Takashima et al., 

2004）から, 板鰓類の歯を中心とした脊椎動物化石の多産層準が確
認された. 化石多産層準は, 羽幌川層の泥岩層中に挟在する層厚約
50cm の砂岩層で, 偽礫を大量に含むことからチャネル充填堆積物
だと考えられる. 羽幌川層は上部漸深海帯～外側陸棚下部で堆積し
た鹿島層（本山ほか, 1991; 栗原・平野, 2003）の同時異相で, 陸棚砂
質シルト岩相に側方変化したものである（安藤, 2005）. 本層の地質
年代は, これまでの先行研究から概ねコニアシアン～サントニアン
とされるが, 多産層準は, 羽幌川層でも比較的下位にあたること, 
イノセラムス類のCordiceramus kawashitai (Noda) が共産することか
ら, コニアシアン上部（利光ほか, 1995)に相当する.  
【板鰓類化石の産状】

上述した砂岩層の基底近くにNanonavisなどの二枚貝類の貝殻が
離弁状態で偽礫と共に含まれており, 板鰓類化石も主にその部分か
ら産出した. 化石の多くは歯で, 脊椎も数点確認された. 歯化石の

多くは数mm大で, 稀に高さ2～3cmのものも含む. 全体的に保存不
良で、母岩との分離も悪い. また歯根を欠き, 歯冠のみからなる標本
が多く, 中には歯冠が縦方向に割れて破片化したものもある.  
  歯化石の密集度が高く, その多くが破損していること, その一方
で同じ母岩中に歯冠が著しく破損しているものと歯根まで保存され

ているものが混在していることから, これらはコンデンスしていた
化石がタービダイト流に乗って, より深い堆積場に流れ込んだもの
であると推定される.  
【板鰓類化石群の概要】

歯化石を予察的に検討したところ, これまでにカグラザメ目 4科
4属, キクザメ目 1科 1属, ツノザメ目 1科 1属, ネズミザメ目 2属
が確認された. しかしながら, ヒュボドゥス類（Hybodontiformes）や
エイ類（Batomorphii）に関しては, 現時点では確認されていない.  

 
———————————————————————————— 
1New elasmobranch assemblage from the Haborogawa Formation (Coniacian), 
southern Ashibetsu area, Hokkaido, Japan; 2Yuji TAKAKUWA (Gunma Mus. Nat. 
Hist.), 3Manabu KANO (Mikasa City Mus.), 4Kazunori MORIKI (resident in 
Sapporo, Hokkaido), and 5Hisamitsu HAYANO (resident in Kasugai, Aichi) 
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日本産白亜紀非海生カメ類の産状と分類学的多様性1	 

平山廉（早稲田大学）2・薗田哲平（福井県立恐竜博物館）3	 

	 

	 カメ類は日本の白亜紀非海成層において最も多産する脊椎動物化

石である。その時代分布は少なくとも前期白亜紀 Hauterivianから後
期白亜紀 Campanianまで及ぶ。化石資料の大半は遊離した甲羅であ
り、著しく断片的であるが、日本から多産するカメ類は断片的な甲

羅であっても少なくとも科レベルの同定が可能である場合が多い。 
	 前期白亜紀では、福井県勝山市の手取層群北谷層（Aptian）から
見つかる非海生カメ類の多様性が最も大きく、５科（アドクス科、

ナンシュンケリス科、スッポン科、シンチャンケリス科、およびシ

ネミス科もしくはマクロバエナ科）が報告されている。手取層群桑

島層（Hauterivian?）から見つかるカメ類には３科（スッポン上科の
新科、シンチャンケリス科、およびシネミス科）が認められる。 
	 後期白亜紀では、岩手県久慈市の久慈層群玉川層（Turonian）の
非海生カメ類が最も多様化しており、５科（アドクス科、スッポン

科、ナンシュンケリス科、スッポンモドキ科、およびリンドホルメ

ミス科？）が認められる。熊本県の御船層群上部層（Santonian）の
カメ類にもこれに匹敵する多様性が報告されている。鹿児島県甑島

や長崎県長崎市の姫浦層群（Campanian）では、これよりやや少ない
３〜４科が認められる。 
	 中国の白亜紀からは、遼寧省などで非海生カメ類の全身骨格を多

産するが、科レベルの多様性は１ないし２科（シネミス科もしくは

マクロバエナ科、およびスッポン科）にすぎない。モンゴルでは、

後期白亜紀 Nemegto 層で多様性がやや高い（リンドホルメミス科、
スッポン科、モンゴロケリス科など）ものの、１産地で見つかるカ

メ類は概して１〜２科である。 
	 このように、日本国内の白亜紀非海生カメ類の特徴として保存状

態は劣るもの、分類学的多様性が大きいという傾向を一貫して認め

ることができる。この多様性の大きさは、後期白亜紀の北米（バエ

ナ科、スッポン科、アドクス科、ナンシュンケリス科、マクロバエ

ナ科など）に匹敵するものである。その要因として当時の温暖で湿

潤な沿岸性の気候が大きく寄与したのではないかと考えられる。 
———————————————————————————— 
1Occurrence and taxonomic diversities of the Cretaceous non-marine turtles 
from Japan 
2Hirayama, R. (SILS, Waseda University) and 3Sonoda, T. (Fukui 
Pref.ectural Dinosaur Museum) 
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カナダ・マニトバ州の上部白亜系ピエールシェールから産出した小

型のヘスぺロルニス科1	 

田中公教（北大・理）2，ティム・トカリク（ロイヤルサスカチュワ

ン博物館）3，小林快次（北大・博）4	 

	 

	 ヘスぺロルニス目は白亜紀の北半球に広く分布した後肢推進性の

潜水鳥類で，主に北米の西部内陸海路域の堆積物であるナイオブラ

ラ層（サントニアン階）やピエールシェール（カンパニアン階）か

ら数多く発見されている．本研究では，カナダ・マニトバ州に分布

する上部白亜系ピエールシェールのガモン・フェルジナス部層から

産出した小型のヘスぺロルニス科に属する鳥類化石（MM.V-2487）
を報告する．MM.V-2487 は，左大腿骨の遠位末端，右膝蓋骨，左右

の脛骨，右足根中足骨の近位末端，左足根中足骨の遠位末端，いく

つかの趾骨を保存している．豆型の大腿骨内側顆，内外側方向へ広

がり遠位方向に伸長する足根中足骨の第 IV 滑車，特殊化した第 1
第 IV 趾の遠位関節面などの形質から，MM.V-2487 はヘスぺロルニ

ス科に属する鳥類である．系統解析の結果，MM.V-2487 は

Hesperornis と単系統を構成することが分かった．しかし，

MM.V-2487の膝蓋骨にあるM. ambienceが通過する孔はHesperornis

とは異なり，内側から見るとより頭側に位置する．これは

ParahesperornisやBaptornisなどより基盤的なヘスぺロルニス目にみ

られる特徴である．一方で，扁平な大腿骨と腓骨滑車が極端に外側

に向く形質は他のヘスぺロルニス目には見られない．以上のことか

ら，MM.V-2487 は新たな分類群であると考えられる． 
	 ヘスぺロルニス科はHesperornisやAsiahesperornisなどの大型種を

含んでおり，白亜紀後期の北米やヨーロッパ地域など北半球に広く

分布していた．一方で，MM.V-2487 を含む小～中型のヘスぺロルニ

ス科の産出は，北米の西部内陸海路域の中緯度域のみに限定される．

このことから，この地域のヘスぺロルニス科は，ヨーロッパ地域よ

りも体サイズの多様性が大きかったことが示唆される．	 
———————————————————————————— 
1 A	 new	 small	 Hesperornithidae	 from	 the	 upper	 Cretaceous	 Pierre	 
Shale	 of	 Manitoba,	 Canada 
2Tomonori	 Tanaka	 (Hokkaido	 University),	 3Timothy	 Tokaryk	 (Royal	 

Saskatchewan	 Museum),	 4Yoshitsugu	 Kobayashi	 (Hokkaido	 

University	 Museum) 
 

A16 

(Campanian) of Tögrökiin Shiree, Mongolia

recovered from Tögrökiin Shiree locality, where is dominated 

Tögrökiin Shiree 

Tögrökiin Shiree is eolian

モンゴル・トゥグリギンシレのジャドクタ層から初めて発見された

オルニトミムス科化石記録．

ツォクトバアトル・チンゾリグ 北大・理 小林快次 北大・博

キシグナヴ・ツォクトバートル 蒙・科学アカデミー 渡部真人

大阪市大 リンチェン・バルズボルド 蒙・科学アカデミー

フィリップ・カリー 加・アルバータ大 鈴木茂 林原自然博

A15

福島県南相馬市に分布する相馬中村層群から産する

恐竜足跡化石

髙津翔平（筑大・生）・滝本秀夫（自研）・上松佐知子（筑大・生）・

指田勝男（筑大・生）

福島県南相馬市には中部ジュラ系～最下部白亜系の堆積層である

相馬中村層群が南北に広く分布する．本層群の特に栃窪層からは恐

竜足跡化石が産出することが知られているが，足跡学的研究はほと

んど行われていない．本研究では相馬中村層群から産する恐竜足跡

化石について紹介するとともに， 年に起きた東北地方太平洋沖

地震後の南相馬市の現状と，本研究成果を基に南相馬市で行った教

育普及活動について報告する．

相馬中村層群は，下位より粟津層・山上層・栃窪層・中ノ沢層・

富沢層・小山田層に区分され，主に砂岩や泥岩等の砕屑岩類からな

り，海成層と陸成層が繰り返している．これらの地層の年代はアン

モナイトをはじめとする産出化石により推定され，陸成層である栃

窪層及び富沢層はそれぞれ後期ジュラ紀前期 と後期ジュ

ラ紀後期 とされている．特に栃窪層からは小型獣脚類の

足跡化石をはじめ多数の足跡化石が発見・報告されている 例えば

高橋・平 高橋ほか ．本研究ではこれらの足跡

化石を分類学的に再検討し，その足跡相をまとめた．また南相馬市

鹿島区小山田地区に位置する大規模な足跡露頭において，足跡化石

の観察や再計測を行うとともに，足跡露頭面の保護・整備作業を行

った．これらの研究成果を基に，震災後に課外活動が制限されてい

る南相馬市において，小中学生や一般の方々を対象に「南相馬市か

ら産する恐竜足跡化石」をテーマに普及講演会を行い，南相馬市の

持つ地質学的・古生物学的意義や足跡化石の持つ教育的・観光的資

源としての価値の理解や普及に努めた．

———————————————————————————— 
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Greater	 South	 Chinaと古生代日本の古地理：	 

ロシア沿海州古生代砂岩の砕屑性ジルコン年代1	 

磯崎行雄2・中畑浩基3・坂田周平4（東大・総合）・Zakharov,Y.D.	 

5	 (Far	 East.	 Geol.	 Inst.)・平田岳史6（京大・理）	 

	 

	 中新世の日本海拡大以前は、日本列島主部の先新生界は対岸のロ

シア沿海州と密接な関係を持っていた。とくに同一の中生代ジュラ

紀・白亜紀の付加体が西南日本と沿海州とに産することが1980年代

以来解明されている。一方、アジア大陸が形成される以前の古生代

については、両者間の関係の詳細は不明であった。	 

	 沿海州ナホトカ市周辺のハンカ地塊に隣接するセルゲイエフカ帯

からデボン系 Lytorgian 層・石炭系 Shevelevka 層・ペルム系

Lyudyaza層の砂岩を採取し、それらの中の砕屑性ジルコンについて

LA-ICPMS を用いて U-Pb 年代を測定した。その結果、多くのジルコ

ン粒子が500-400	 Ma	 (カンブリア-シルル紀)の年代を持つことが明

らかになった。これらは沿海州や日本に産する弧花崗岩類と類似の

年代である。一方、これらの砂岩にはいずれも原生代のジルコンを

含まれており、なかでも後期原生代の前‒中期（950-800	 Ma）のもの

が目立つ。この年代スペクトルは、日本の古生代砂岩のものとよく

一致する。ハンカ地塊周辺の陸棚で堆積した古生代中‒後期砂岩は、

日本産のものと同様、古生代前期の弧花崗岩に加えて原生代基盤岩

が広範に露出する場で堆積したと考えられる。	 

	 後期原生代ジルコンを多産する花崗岩質地殻をもつ大陸塊は、東

アジアで南中国（揚子）地塊に限られることから、沿海州および日

本の古生代地殻は、南中国地塊の北東延長部として成長したと考え

られる。南中国は北側に位置した北中国地塊とトリアス紀中頃に衝

突・合体したが、それ以前の時期において既に日本や沿海州を含ん

でいた（Greater	 South	 China;	 GSC）ことが判明した。さらに日本

産古生代中期花崗岩類中に含まれる後期原生代のジルコン捕獲結晶

も、これを指示する。GSCは、サンゴやアンモノイドなど本邦産中‒

後期古生代化石群集が南中国の群種と高い類似性を持つことと極め

て調和的に説明する。	 

———————————————————————————— 
1Greater	 South	 China	 and	 Paleozoic	 paleogeography	 of	 Japan:	 Ages	 

of	 detrital	 zircons	 of	 Paleozoic	 sandstones	 from	 Primorye,	 

Russia.	 	 	 	  
2Yukio	 Isozaki,	 3Hiroki	 Nakahata,	 4Shuhei	 Sakata	 (Univ.Tokyo),	 

Yuri	 D.	 Zakharov	 (Far	 East)	 5Takafumi	 Hirata	 (Kyoto	 Univ.) 

A19

東アジア東縁白亜紀弧-海溝系における陸源砕屑物供給パタン1	 

磯崎行雄2・中畑浩基3（東大・総合）・堤	 之恭（国科博・地学）4	 

	 

	 中新世の日本海拡大以前の日本は、アジア大陸の東沿岸に発達し

た成熟した弧-海溝系の一部をなしていた。特に白亜紀の日本につい

ては、四万十帯北帯の付加体、三波川・四万十（高圧型）変成帯、

そして領家帯の花崗岩バソリス帯、という当時の海溝、和達-ベニオ

フ帯深部、および火山弧というテクトニクス場を規定する造山帯要

素が揃っており、古地理の復元に役立っている。その弧-海溝系の多

様な場で堆積した地層群について、これまで古典的な層序学的・古

生物学的研究が多数なされてきた。西南日本の代表例として、領石-

物部川層群、大野川-和泉層群、関門層群、手取-神通層群などがあ

る。これらがもつ堆積相および化石相の違いは、各地層が当時の弧-

海溝系のどこで堆積したのかを反映している。	 

	 近年、実用化が著しい砂岩中の砕屑性ジルコン年代測定によって、

それらの堆積造構史の検証が進められている。その中で、関東山地

北縁の三波川帯上に跡倉クリッペの一部として産する特異な上部白

亜系（跡倉層・栃谷層）砂岩から、他の大多数の西南日本白亜系砂

岩と大きく異なるジルコン年代スペクトルが最近報告された（中畑

ほか,	 2015）。さらに四国西部の三波川帯／秩父帯の上に同様な産状

を呈する真穴層についても同様な結果を得た。これらの砂岩の顕著

な特徴は、約半数近くのジルコン粒子が前-中期原生代の年代を持つ

ことで、本邦産の他の白亜系砂岩の多くがそのようなスペクトルを

持たないことと極めて対照的である。三波川帯のすぐ北側の領家帯

に産する和泉層群や、南側の秩父帯の領石-物部川層群の砂岩もこの

ような先カンブリア時代の粒子はほとんど含んでおらず、西南日本

で唯一対比可能な白亜系砂岩は、飛騨帯に産する手取層群の砂岩の

みである。これらクリッペの白亜系が現在中央構造線の南側に産す

るにも関わらず、その起源は飛騨帯の近辺であったこと、堆積後に

弧を横断する方向に長距離移動して定置したこと、古第三紀から中

新世の間に移動したことを記録している。陸生の恐竜も含めて、白

亜紀の弧-海溝系の中での多様な化石動物・植物相の古地理学的な再

評価が必要である。	 

———————————————————————————— 
1Distributary	 pattern	 of	 terrigenous	 clastics	 in	 the	 Cretaceous	 

arc-trench	 system	 in	 East	 Asia 
2Yukio	 Isozaki,	 Hiroki	 Nakahata	 (Univ.	 Tokyo),	 3Yukiyasu	 

Tsutsumi	 Yamada	 (Nat.	 Sci.	 Museum) 

A18

秩父盆地中新統産カツオドリの神経解剖学

河部壮一郎（岐阜県博物館）

脳や内耳の形態を詳細に観察することのできる鳥類化石標本は世

界的にも非常に稀であるため，鳥類の神経系や感覚器の進化に関し

てはまだ不明な点が多い．今回，中部中新統秩父町層群奈倉層より

産出したカツオドリ属化石の 撮影を行ったところ，脳および骨迷

路の形態を復元することができたので，現生種との比較を行いなが

らその詳細を報告する．

中新世カツオドリ属における脳のサイズや形状，および視覚など

の感覚処理中枢である の形態は，現生のカツオドリ（

）とほぼ同じであった．運動中枢の一つである小脳や小

脳片葉のサイズを比較した場合も，中新世カツオドリと現生種とで

大きな違いはなかった．加えて，蝸牛管や三半規管の形態およびサ

イズに関しても，現生種と大きな違いは見られなかった．蝸牛管サ

イズから可聴値を算出した結果，中新世カツオドリでは最適可聴値

は約 ，可聴範囲は約 ～ ，一方現生種ではそれぞ

れ約 ， ～ という値となり，これも両者で顕著な

違いはなかった．

や小脳，三半規管の形態が現生種とほぼ同じであること，

加えて蝸牛管サイズも現生種と同程度であることから，カツオドリ

における視覚や平衡感覚，聴覚は中期中新世までに現生種とかわり

ないほどに発達していたと言える．また，蝸牛管サイズと社会集団

の大きさには相関があることが知られていることから，群れや集団

繁殖地の大きさも現生のものと同程度であったと考えられる．

カツオドリ属の化石は国内においても中新世以降多く産出してい

るが，これまでその神経系や感覚器が化石種においてどの程度発達

していたかは知られていなかった．本研究により，カツオドリ類の

脳や視覚，聴覚，平衡感覚は，中期中新世までには現生種と同程度

に発達していたことが明らかとなり，生態に関しても現生のものと

大差なかったであろうことが示唆された．

———————————————————————————— 
 

 
  

A17

1Distributary pattern of terrigenous clastics in the 

Cretaceous arc-trench system in East Asia
2Yukio Isozaki, Hiroki Nakahata (Univ. Tokyo), 3Yukiyasu 

Tsutsumi (Nat. Sci. Museum)

1Greater South China and Paleozoic paleogeography of Japan: 

Ages of detrital zircons of Paleozoic sandstones from 

Primorye, Russia.
2Yukio Isozaki, 3Hiroki Nakahata, 4Shuhei Sakata (Univ. Tokyo), 
5Yuri D. Zakharov (Far East), 6Takafumi Hirata (Kyoto Univ.)
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ヒップリテス科厚歯二枚貝の赤道太平洋域からの初産出

佐野晋一 福井恐竜博 ・伊庭靖弘 北大・理 ・ イ

ギリス，オープン大 ・ フィリピン鉱山地質局 ・

フィリピン国立博 ・加瀬友喜 国立科博

厚歯二枚貝は，後期ジュラ紀から白亜紀末にかけて，当時の熱帯

地域を中心に栄えた二枚貝の一グループ（ヒップリテス目）で，ヒ

ップリテス科はその代表的な存在である． の近縁種がカ

リブ海地域と中東地域で産出することから，後期白亜紀後半におけ

る太平洋を経由した本科の分布拡大ルートの存在が議論されてきた．

しかし，太平洋域での本科の産出記録は，実際にはカリフォルニア，

メキシコ，ペルーなど，南北アメリカ大陸の西岸地域に限られてお

り，新たなデータの蓄積が待たれる状況にあった．今回，フィリピ

ン，ルソン島南東部カラモアン半島に分布する，白亜紀と考えられ

る浅海成石灰岩ブロック中に，赤道太平洋地域からの初記録となる，

ヒップリテス科厚歯二枚貝を見出したので，その概要を報告する．

本種は，小型（殻直径が最大 程度）で，円筒形の外形を持ち

（右殻の長さは を超えるものがある），小型（殻直径 数 ）

のラディオリテス科厚歯二枚貝とともに密集する自生的産状を示す．

右殻には，本科を特徴づける靭帯部および 部の 本だけで

なく，殻全体で計７～ 本の殻内への突出部（ ）が存在し，本

科の進化型のタクサに知られる の特徴を持つ．靭帯部の

突出部と後方の はおよそ 度の角度をなす．外層には

細かな折りたたみ構造（ ）が発達する．左殻はおそらく

平らで，本科特有の歯―閉殻筋板（ ）配列を持つ．右殻

に認められる形態学的特徴は，地中海東部地域の後期カンパニアン

階に知られる に酷似するが，殻の

サイズがより小型で，殻内突出部の数が少ない点が異なる．

この発見により，ヒップリテス科厚歯二枚貝が，後期白亜紀の赤

道太平洋域に進出していたことが確かめられた．また， の

産出は，当時，太平洋地域と地中海東部地域との間に，熱帯性底生

生物相の交流があったことを示唆しており，今後，太平洋を越える

底生生物の分布拡大ルートの議論に貢献することが期待される．

———————————————————————————— 
 

A21

超深海海溝域の生物地理：	 

マリアナ海溝とトンガ海溝の有孔虫群集を比較する	 

北里	 洋・大河原にい菜（JAMSTEC）・Ronnie	 N.	 Glud(SDU),	 

Frank	 Wenzhoefer（AWI）	 

	 

	  深海平原から深く刻まれている海溝は、深海からさらに隔離され

ている。一方で、海溝域の環境はお互いに似ている。Aberdeen	 大学

の Priede	 らは、超深海に生息する魚を例にして、海溝域は隔離さ

れているので、海溝底の深さと深海平原より深い部分の面積によっ

て種数が決まると述べている。つまり、「島仮説」が深海底に適応

できるという主張である。これは、一般的なのであろうか？	 	 

	 底生有孔虫類は、世界最深部のマリアナ海溝チャレンジャー海淵

（10,896m）に優占して分布する。ほとんどが軟質殻の種類から構成

され、種数は９種であった(Todo	 et	 al.,	 2005)。軟質殻有孔虫は分

子系統を検討すると深いところに分岐があることから、始原的な系

統群を構成している	 (Pawlowski	 et	 al.,2003)。こういうことから、

海溝深部はレフュージアである可能性がある。	 

	 では、他の１万メートルを超える海溝でも同じような群集が分布

するのであろうか？	 Quelle 航海、YK13-10 で、トンガ海溝ホライ

ゾン海淵（10,850m）の調査を行った。世界で一番目と二番目を比較

することができるようになった。	 

	 ホライゾン海淵は、極めて堆積速度が速く、底質もシルトで粗い。

有孔虫の種数は３５種と多く、単位体積あたりの個体数も倍近い。

軟質殻有孔虫が優占し、とくに Chitinosiphonが多い。種数と個体

数情報から、レアファクション曲線を描くと、ホライゾン海淵はチ

ャレンジャー海淵よりも高い。ただし、１万メートルを超える海淵

部はいずれも海底平原や浅い海溝の群集よりも低い。	 

	 二つの海淵同士を比較すると、堆積環境はそれぞれ異なっていた。

堆積速度が速いホライゾン海淵は、種数、個体数ともに多かった。

ただし、有孔虫の群集構成については、二つの海淵の間で大きな差

異はなかった。有孔虫の場合、地理的な広がりが多様性を支配する

のではなく、殻の素材と有機物量が律速している可能性が大きい。	 

———————————————————————————— 
1	 Biogeography	 of	 ultrahadal	 trenches	 :	 Comparison	 of	 benthic	 

foraminiferal	 fauna	 between	 Horizon	 and	 Challenger	 Deep	 

Hiroshi	 Kitazato	 (JAMSTEC),	 Nina	 Ohkawara	 (JAMSTEC),	 Ronnie	 N.	 

Glud(SDU),	 Frank	 Wenzhoefer(AWI)	 
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行動発現の前駆段階：体性感覚機構にもとづくNileus三葉虫の行動
特性の理解 1 

阿部貴洋・鈴木雄太郎（静大・理）2 

 

 動物は，感覚器を通して取得した情報に相応な行動を発現させる．

そのため，化石に残された感覚器の情報を足がかりとした機能形態

学的研究は，絶滅動物の行動特性を解明する革新的なアプローチと

なり得る．  

 Nileus 三葉虫は，前・中期オルドビス紀の縁海沖合の石灰泥底質
環境に生息していた．また，Nileus 類は，貧酸素で淀んだ泥底環境
を示唆するイベント堆積層より，防御姿勢の死個体が排他的に産出

することが知られており，このような底質環境に高い適応度をもっ

ていたことが伺える．では，N. armadilloはどのようにして生息環境
に適応していたのだろうか．本研究は，骨格から得られる形態情報

を明らかにし，これをふまえた生息環境との対応関係の議論を介し

て三葉虫の生態解明を試みた． 

 N. armadillo の外骨格表面から感覚毛の存在を示す多数の微小な
窪みを確認した．窪みは，稜線，骨格縁辺及び背腹境界面で線状配

列となる一方で，背側の平滑領域で一様分布となり，骨格上で大き

く異なる刺激受容様式を区画化していたことになる． 

 N. armadilloの骨格フォルムは，頭部から尾部の腹側にかけてトン
ネル状の空間（anterior ＆ posterior arch開口空間）が形成される．
したがって呼吸を可能とするためには，この開口空間をある程度保

持しなければならない．そこで，軟らかい底質への埋もれ具合を骨

格縁辺の感覚毛で感知し，底質と離れた向軸付近の感覚毛で，酸素

を供給する水流を感知していたのではないかと推察できる．それを

裏付けるように，底質との最接近領域において稜線が高密度配列し，

その間に窪みが挿入される傾向がみられる．また，開口空間の上部

を遮蔽するように位置する hypostomeにおいて，稜線全域に窪みが
配列する様子は，水流という流動形質を面で捉える形態的な特殊化

が伺える． 

 このように，N. armadilloは骨格表面上に異なる刺激を受容する感
覚毛を備えることで，還元的で視界不良な環境を上手くモニタリン

グしていたのではないか． 

———————————————————————————— 
1Autoecological characteristics of  Nileus armadillo: reconstruction based 
on somatosensory system, a preliminary step for behavioral expression. 
2Takahiro Abe, Yutaro Suzuki (Shizuoka Univ.) 

B03

内生性イシサンゴ

‐８０００万年前に開拓された海底下のニッチ‐1

徳田悠希（鳥取県博）2・千徳明日香（京大・学振ＰＤ）3・

江﨑洋一（大阪市大・院理）4

イシサンゴ類は，堆積物の埋積に脆弱にもかかわらず，現在，300
以上の種が沖合の砂泥底に生息している．しかし，このような沖合

の海底を直接に観察することは難しく，また，サンゴ生体の採集・

飼育の難しさから，従来，これらのサンゴの生活様式はほとんど解

明されていない．

今回，日本周辺海域で得られた自由生活性単体イシサンゴ

Deltocyathoides orientalis（タマサンゴ）の生体を用いた飼育実験を行

い，軟底質への適応戦略を検討した．その結果，このサンゴは能動

的な移動能力を有し，自らが底質を掘削し軟底質中に潜行すること

が明らかとなった．潜行後は，骨格部を軟底質中に保持しつつも，

触手を底質上まで伸長させ採餌活動を行った．また，底質表面に洗

い出され，横転もしくは転倒した際には，軟体部を膨張・収縮させ

ることで，自ら元の姿勢を回復させ，再び軟底質中に潜行した．さ

らに，堆積物に急速に埋積された際には，堆積物を押しのけながら，

上方に移動し，底質表面へ脱出し，再び元の生息姿勢をとった．従

来，このような軟底質中に内生生活を行うイシサンゴ類は知られて

おらず，今回の発見はイシサンゴ類における新しいニッチの存在を

意味する．

また，タマサンゴが有する能動的な移動能力は，骨格外側を覆う

軟体部の膨張・収縮によりもたらされていた．さらに，Turbinoliidae
科で明瞭な骨格外側のコステの凹凸は，軟体部の膨張・収縮にかか

わる筋肉組織と密接な関係にあり，多くの Turbinoliidae 科サンゴが

能動的な移動能力と，内生生活を有すると考えられる．上部白亜系

から産出する，最古のTurbinoliidae科サンゴであるBothrophoria orate
は，骨格の外部表面にタマサンゴと同様の明瞭なコステを形成して

いる．このことから，Turbinoliidae 科サンゴは後期白亜紀にはすで

に能動的な移動能力を獲得し，内生生活を行っていたことが推測さ

れる．

————————————————————————————
1 Burrowing hard corals: a niche exploited under the sea floor 80 million years
ago. 2Yuki TOKUDA (Tottori Prefectural Museum), 3Asuka SENTOKU 
(Kyoto Univ., JSPS), 4Yoichi EZAKI (Osaka City Univ.)

B02

化石記録の完全性の評価における分類群網羅率の適用範囲1 

生形貴男（京大・理）2 

 

 地質年代毎に見積もられた単純多様度は，その時代の実際の多様

性と標本サイズの両方に影響される．従って，標本サイズを揃えた

場合の分類群数を比較する方法では，元々の多様性の違いによる分

まで過剰に補正してしまい，多様度の低い標本の多様性を相対的に

過大評価してしまう．この問題を解決するために，Alroy (2010)は，

未発見種遭遇確率に関するGood-Turing推定を化石記録に援用して，

記録の完全性を真の多様性と分離して評価する定足率充足法を提唱

した．そこでAlroy が用いたGood の網羅率推定量は，標本中に見出

される分類群の個体数が二項分布に従うことを仮定して，新発見個

体が標本中の既存分類群に属する確率を近似的に示したものである．

しかしながら，母集団における分類群毎の個体数の分布は一様では

なく，むしろ特定の種に個体数が集中する方が現実に近いだろう． 
そこで本研究では，母集団における個体数毎の分類群数の頻度が

様々な分布（様々な母数の対数正規分布や正規分布）に従う場合に

ついて，ブートストラップ標本の実際の網羅率（標本網羅率）とGood
の網羅率推定量を比較し，後者の系統誤差と確率誤差を評価した．

その結果，母集団の分布の形に拘わらず以下のようになることがわ

かった．1) 網羅率推定量は標本網羅率に対して一貫して過小評価気

味となる．2) 標本網羅率が小さくなるほど，網羅率推定量の過小評

価は著しくなり，その確率誤差も大きくなる．3) 標本網羅率がほぼ

0.9 以上の場合，網羅率推定量はサンプル網羅率の 97%以上となり，

ブートストラップ法で見積もった網羅率推定量の標準偏差が標本網

羅率の標準偏差と同程度になる．つまり，Good の網羅率推定量は，

母集団の分布形に拘わらず，標本網羅率が 0.9 を超えるような化石

記録に対しては実用レベルで十分有用であると考えられる． 
Good の網羅率推定量の特定分類群への適用を検討するために，

化石記録が最も豊富なアンモノイドの PDBD 登録データについて，

Alroy の一千万年区間毎に網羅率推定量を見積もったところ，種レベ

ルでは 0.68～0.96 程度，属レベルでは 0.94 以上，科では 0.98 以上で

あった．この結果は，アンモノイドでさえ，Good の網羅率推定量を

問題なく適用できるのが属レベル以上であることを示している． 
———————————————————————————— 
1Coverage of coverage: applicability of Good-Turing estimation for 

assessing the completeness of the fossil record 
2Takao Ubukata (Kyoto Univ.) 
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黒潮域に生息するフェオダリア類 単細胞プランクトン の生態

仲村康秀・今井一郎 北大・水産 ，宗宮麗 長崎大・水産環境 ，

辻 彰洋 科博・植物 ，鈴木紀毅 東北大・理 ，堀利栄 愛媛大・

理工

フェオダリア類は海洋に広く分布している単細胞プランクトンで

あり，化石記録は後期三畳紀以降から記録されている．かつては放

散虫の グループとして扱われていたが，分子生物学的研究により

リザリアに含まれるケルコゾア門に属する事が明らかになった．太

平洋とその縁辺海では本分類群の優占が度々報告されており，海洋

の珪素循環や食物網において重要な役割を果たしている可能性が示

唆されているが，基礎生物学的な知見は乏しい．化石記録の活用の

ためにも，現生フェオダリア類の知見の蓄積は重要である．演者ら

はこれまで主に日本海における彼らの分布および生態について調査

を行い，本分類群の未記載種が日本海固有水中にて年間を通じて再

生産を行い，高いバイオマスを維持している事などを明らかにした．

今回の発表では黒潮域に注目し，本分類群の生態に関する新知見を

紹介したい．

– 年の期間に黒潮域よりフェオダリア類を採集した．詳

細な形態観察と種同定の後，濾過海水中で約 週間飼育し行動を観

察した．一部の個体にはシリカ蛍光試薬 を添加して飼育し，

蛍光共焦点顕微鏡を用いて骨格成長の様子を観察・撮影した．観察

後の標本は エタノールで固定し，単細胞 法を用いて

を分析した後，骨格の 撮影を行った．
結果として，黒潮域の表層にはフェオダリア類
， および などが分布
している事がわかり，特に長崎県天草灘の表層では夏季に優占する
ことが明らかとなった．また，飼育実験により再生産と骨格形成の
様式が判明した． 分析と を用いた詳細な形態観察の結
果，今回発見された種には未記載種が含まれる可能性が示された．

————————————————————————————————————————————————————————————
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貝類における新奇形質「貝殻」の遺伝的基盤

清水啓介 ・遠藤一佳 東大・理 ・工藤哲大 大

軟体動物の多くは「貝殻」という形態的な特徴をもつ 貝殻の数

や形は非常に多様であり，また，化石記録としても残りやすいため，

貝殻の微細構造や形態の進化に関する研究はこれまでに数多く行わ

れてきた その一方で「貝殻」という新奇形質がどのような発生シ

ステムによって獲得されたのかについては不明である 年代に

盛んに行われたボディープランに着目した発生遺伝学的な研究から

転写因子やシグナル分子をコードする遺伝子が形態形成に重要であ

ることが明らかにされた また 軟体動物においてもそれらの遺伝

子の発現解析が行われ ホメオティック遺伝子である や

が貝殻の初期形成に重要な領域である貝殻線で発現する

ことが報告されており 貝殻形成領域の決定に重要であると考えら

れてきた しかし 実際に軟体動物においてこれらの遺伝子がどの

ような役割を果たしているかについては不明であり 貝殻の遺伝的

基盤は謎のままである

そこで 本研究では脊索動物において や の発現

を制御することで知られるレチノイン酸経路 経路 に着目し

軟体動物における貝殻形成との関係を明らかにする研究を行った

クサイロアオガイ の初期胚を用いてレ

チノイン酸の機能解析を行なった結果 貝殻の形成が阻害された表

現型が観察された また 発現解析から 脊索動物で知られるよう

な 酸経路による や の制御機構が存在しているこ

とが明らかとなった さらに 経路の下流には貝殻形成時に足場

として使われるキチンを合成するキチン合成酵素が存在することが

明らかとなった これらの結果から 軟体動物における新奇形質で

ある「貝殻」は左右相称動物の共通祖先で獲得された既存の発生シ

ステムを使って獲得された可能性を示唆している

———————————————————————————— 

 

B05

現生オウムガイ，ジュラ紀アンモナイト Normannitesにおける	 	 

気室体積の種内変異1	 

田近周（チューリッヒ大）2・森本直記（京大）3・	 

和仁良二（横国大）4・NAGLIK	 Carole（チューリッヒ大）5・	 

KLUG	 Christian（チューリッヒ大）6	 

	 

	 Ammonoids and nautilids are well-known, externally shelled 
cephalopods. While ammonoids went extinct at the end of the Cretaceous, 
nautilids survived. Because of their morphological similarity of the external 
shell, many palaeontologists have invesitigated Recent Nautilus as an 
actualistic example to better understand the obscure ammonoid 
palaeobiology. Despite all the research efforts to explore Nautilus ecology 
and anatomy, phragmocone (buoyancy apparatus) geometry and volume 
have not been quantitatively studied. Only quite recently, empirical volume 
models of ammonoids have been reconstructed to calculate buoyancy. 
However, all the studies addressed only one specimen per species. Here, we 
present intraspecific variation of phragmocone chamber volumes in living 
Nautilus pompilius from the Phillipines and of the Jurassic ammonite 
Normannites from Switzerland.  

	 The volumetric growth trajectories of the two Normannites show a very 
similar trend during early to middle ontogeny. A considerable divergence 
occured in late ontogeny, most-likely resulting in different buoyancy 
regulations. Growth trajectories from Nautilus showed a quite high 
variability, also following logistic curves. Statistical tests suggest that the 
shells of the two sexes of Nautilus differ only slightly and that there is a 
strong overlap in morphology between the two sexes. Covariation between 
chamber widths and volumes in Normannites and Nautilus were assessed. 
The results suggest that Normannites is more flexible in shell construction. 
Nautilus apears to stick to a certain morphology changing the shape much 
less than the Jurassic ammonite throughout ontogeny.	 	 
———————————————————————————— 
1Intraspecific	 variation	 of	 phragmocone	 chamber	 volumes	 in	 

Recent	 Nautilus	 and	 the	 Jurassic	 ammonite	 Normannites 
2Amane	 Tajika	 (Univ.	 Zürich),	 3Naoki	 Morimoto(Kyoto	 Univ.),	 
4Ryoji	 Wani(Yokohama	 Nat.	 Univ.),	 5Carole	 Naglik	 (Univ.	 Zürich)	 

6Christian	 Klug(Univ.	 Zürich) 
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秋吉石灰岩若竹山付近の石炭紀－ペルム紀フズリナ生層序 1 

小林文夫（兵庫県立人と自然の博物館）2 

 

若竹山付近の秋吉石灰岩層群上部石炭系(Moscovian)から下部ペル

ム系(Asselian)には国際対比に有用な多くのフズリナ化石記録が保

存されている。同地の秋吉石灰岩層群は下部から上部に 12のフズリ

ナ化石帯に区分される: (1)Akiyoshiella ozawai,(2)Fusulinella 
biconica,(3)Kanmeraia itoi,(4)Fusulinella bocki-Kanmeraia 
pulchra, (5)Protriticites subschwagerinoides, (6)Montiparus 
matsumotoi-Quasifusulinoides ohtanii, (7)Rauserites arcticus 
–Carbonoschwagerina sp.,(8)Rauserites stuckenbergi-Triticites 
simplex,(9)Carbonoschwagerina morikawai-Jigulites horridus, 
(10)Jigulites sp.-Carbonoschw. minatoi,(11)Sphaeroschwagerina 
fusiformis-Pseudoschwagerina muongthensis,(12)Pseudoschwage- 
rina miharanoensis-Paraschwagerina akiyoshiensis. 
(1)から(4)は Moscovian の Vereyan, Kashirian, Podolskian, 

Myachkovianに、(5)から(7)は Kasimovian下部、中部、上部に、(8)

から(10)は Gzhelian 下部、中部、上部に、(11)と(12)は Asselian

下部と上部に対比されると考えられる。一方、特に Moscovian や

Gzhelian では共通種が少ないため、ロシアや中央アジアの

stratotypeとの詳しい対比は難しい。 

フズリナ生層序区分や対比に関しては同地でなされた Ozawa & 

Kobayashi(1990)や Watanabe(1991)のものと大差はないが、Y. Ota & 

M. Ota(1993)や真名ヶ岳東方地域での Ueno(1989,1991)のものとは、

inflated schwagerinidsの属種の同定を含め、異なる点が多い。 

フズリナ化石帯の分布、層厚、出現順序については Ozawa & 

Kobayashi(1990)や Watanabe(1991)のものとは異なる結果が得られ

た。同一化石帯が何度も繰り返し現れること、方解石細脈にひんぱ

んに貫かれた石灰岩や再結晶化した石灰岩が化石帯の延びの方向や

断層沿いに分布することから、若竹山地域の地質構造は以前考えら

れていたよりもはるかに複雑であることがフズリナ生層序から明ら

かになった。 

————————————————————————————
1Carboniferous-Permian fusuline biostratigraphy of the Akiyoshi 

Limestone Group near Wakatakeyama, west Japan
2Fumio Kobayashi (Museum of Nature & Human Activities, Hyogo)
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北太平洋地域白亜紀末アンモナイトDamesites hetonaiensis 
Matsumoto

西村智弘（穂別博）・御前明洋（北九州市博）・重田康成（国立科

博）・小原正顕（和歌山県自博）・前田晴良（九大総博）

デスモセラス亜科アンモナイト Damesites hetonaiensis Matsumoto
は北海道むかわ町穂別地域のマーストリヒチアン期最前期の標本を

基に記載された種で，小型（殻直径 ｃｍ）で殻の表面装飾が平滑，

腹面のキール（竜骨）が細いことが特徴である．一方で，本種の亜

種とされているD. hetonaiensis fresnoensis (Anderson) は殻直径が 15
cmと大型になり，殻“表面”に“肋”が発達する点で異なっている．
本亜種は北東太平洋カリフォルニアのカンパニアン期最後期または

マーストリヒチアン期最前期から産出が報告されてきた．近年，演

者らの調査によって本種の追加の日本産資料が収集されたので，タ

イプ標本の観察（九州大学，カリフォルニア科学アカデミー）を合

わせて，両亜種の関係について再考した．

結果，北海道中頓別から穂別産タイプ標本と同時代の殻装飾が平

滑な大型標本が産出したことから，日本産 D. hetonaiensisが大型に
なることが明らかになった。加えて，カンパニアン期最後期の大型

の D. hetonaiensisが新たに和歌山県外和泉層群からも得られた．ま
た，カリフォルニア産D. hetonaiensis fresnoensisの標徴である“肋”
は殻の内層に発達するもので，これは日本産 D. hetonaiensis大型標
本にも観察される．以上，従来異なるとされた両亜種の 2形質が共
通することと，産出する時代も重複することを明らかにした． 
新たに明らかにした“Damesites” hetonaiensisの特徴である キール，
字状の成長線，小さな螺管拡大率，極めて狭い臍を持つ点は，サ

ントニアン期～カンパニアン期前期のDamesites (ss.)属よりも，カン
パニアン期後期の Desmophyllites 属と共通する点が多い．以上から
本種は汎世界的に分布する Desmophyllites 属の子孫種である可能性
がでてきた．今後，未成年殻に基づいて記載された Desmophyllites
属の実態や系統について，さらに分析を進める必要がある．

———————————————————————————— 
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岐阜県大垣市のペルム紀赤坂石灰岩から産する	 	 

Shikamaia akasakaenis Ozaki の殻形態と成長様式1	 

安里開士（筑波大院・生命環境科学）2・加瀬友喜（国立科学博物館）
3・小野輝雄（岐阜県瑞穂市）4・指田勝男（筑波大・生命環境系）5・

上松佐知子（筑波大・生命環境系）6	 

	 

	 Shikamaia akasakaensis Ozakiは，古生代ペルム紀中期に生息してい
た巨大な化石二枚貝の 1種である．この種はOzaki (1968)により，岐
阜県大垣市に分布するペルム紀中期の赤坂石灰岩から記載報告され

た．当初は所属不明の生物化石とされていたが，その後巨大な二枚

貝アラトコンカ科に所属することが判明した．Yancey and Ozaki 
(1986)は岐阜県本巣市根尾産のアラトコンカ科二枚貝を S. 
akasakaensisとして再記載し，その殻形態と分類，古生態を論じた．
しかし，赤坂石灰岩の模式産地と根尾産の標本の形態比較は不十分

であり，また両産地の標本は露頭での産状を見る限りでは異なる形

態を示す．さらに，赤坂石灰岩の異なる層準から S. akasakaensisと
は異なる形態をもつ２種があるなど，岐阜県周辺産のアラトコンカ

科二枚貝には多くの問題が残されている． 
	 演者らは，Shikamaia 属二枚貝の分類と古生態を明らかにすべく， 

S. akasakaensisの模式産地の標本に基づき、殻の内部構造と殻体微細
構造，成長に伴う殻形態変化を検討した．大小様々な標本を詳細に

観察した結果，殻に対して比較的小さい body cavityと ventral gape，
比較的小さな byssal collar，不明瞭な byssal groove，幅の広い ligament 
area が確認された．また殻の薄片観察により，殻の外層は極めて薄
いプリズム層，内層は厚いモザイク状の構造が確認された．さらに，

殻の成長に伴い、殻形は細長くなり，body cavityは後方に移行し、
ligament area が肥厚するなどの殻形態の連続的な変化も明らかとな
った．このことは，Shikamaia属二枚貝が成長に伴い殻形態を変化さ
せ，成長段階によって生息姿勢も変化させていたことを示唆するも

のである． 
 
 
1Shell morphology and the growth pattern of Shikamaia akasakaensis 
Ozaki (Alatoconchidae; Bivalvia) from the Permian Akasaka Limestone, 
Gifu Pref., Japan. 
2Kaito Asato (Grad. Sch. Univ. Tsukuba), 3Tomoki Kase (National Mus. 
Nature Sci.), 4Teruo Ono (Mizuho City, Gifu Pref.), 5Katsuo Sashida (Univ. 
Tsukuba), 6Sachiko Agematsu (Univ. Tsukuba) 
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関東山地秩父帯南帯海沢層の石灰岩ブロックから産する

強く変形したコノドント

上松佐知子（筑波大）・指田勝男（筑波大）・

鈴木義孝（損保ジャパン）

コノドントはカンブリア紀後期から三畳紀後期までの重要な示準
化石であるとともに，コノドントの色調 はコノドントを含む地
層が被ってきた温度や圧力の履歴を示す指標とされている（

他）．また含コノドント岩が受けた温度，圧力，熱水
の度合いにより の変化だけでなく，コノドントの変形が伴うこ
とも知られている（例えば， ）．演者らは関東山地
秩父帯南帯海沢層（酒井， ）の石灰岩ブロックから強く変形し
た 属に相当すると思われる複数のコノドント標本を
得ることができた これらコノドントについて予察的に報告する
海沢層は基本的にチャート 砕屑岩シーケンスからなり，このシー
ケンスが衝上断層により，少なくとも７回繰り返して現れる地層で，
検討した石灰岩は，北から つ目のシーケンスの砕屑岩中に含まれ
る異地性岩塊である．この石灰岩や砕屑岩は藤本（ ）が白丸古
生層と呼んだものに相当する．石灰岩は露頭規模では長径 程の
レンズ状岩塊で，灰白色を呈し，塊状無層理である 薄片観察では小

型有孔虫は確認できるものの，紡錘虫化石はこれまでのところ識別
されていない また魚類の歯と思われる化石が得られている 石灰岩
試料を握りこぶし大以下の大きさに砕き，％前後の酢酸に 昼夜浸
けた後水洗処置を行い，残渣を観察した コノドントは一般に保存が
悪く，殆んどが破片の状態であるが， 属に鑑定でき
る，変形の強くない標本と強く変形したコノドントの標本が数個体
得られた コノドントの色調は の ～ で，
温度履歴は ～ 度と考えられる またコノドントの表面はリン
酸塩鉱物の再結晶と思われる構造も確認できる コノドントの変形
はブレードが縦方向にあるいは横方向に 字状に変形している
海沢層のチャート 砕屑岩シーケンスから産する放散虫化石の保
存状態は良く、付加体形成の過程および付加終了後の強い接触変成
や熱水の影響は考え難い 含コノドント石灰岩が異地性岩塊として
砕屑岩中に含まれる以前に変成を受けていたと考えられる
———————————————————————————— 
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北海道蝦夷層群における放散虫化石層序とその年代―浮遊性有孔

虫・炭素同位体比・U-Pb年代との統合―1 

西弘嗣（東北大・博）2・鈴木紀毅（東北大・博）3 小安浩理（国土

防災技術）4・高嶋礼詩（東北大・博）5・山中寿郎（岡山大・理）6 

 

放散虫化石層序は，浮遊性有孔虫や石灰質ナノ化石など，他の微

化石と比べて生基準面の年代分解能が低いという理由から，The 

Geologic Time Scale 2012において化石帯の掲載が見送られた．実

際，Albian/Cenomanian境界やCenomanian/Turonian境界など，すで

に確定した白亜系のGSSPにおいて，放散虫化石の検討例は無い．し

かしながら，放散虫化石は付加体など，他の化石が含まれない地層

からも豊富に産出することから，放散虫による高精度の年代尺度の

樹立は極めて重要である．そこで本研究では，大型化石，浮遊性有

孔虫化石が豊富に産出し，炭素同位体比と凝灰岩のU-Pb年代が数多

く測定されている北海道の白亜系蝦夷層群において放散虫化石層序

を検討し，各放散虫化石の生基準面の年代値を見積もった． 

本研究では，年代対比が詳細になされている夕張‐芦別地域（ア

プチアン‐アルビアン区間）と苫前地域（セノマニアン‐カンパニ

アン区間）の蝦夷層群において，合計1200試料を採取，処理し，放

散虫化石層序を作成した．その結果，蝦夷層群のアプチアンからサ

ントニアンの区間に関して，40の生基準面と11の化石帯

（Pseudocrolamium puga, Shana lanceloti, Dictyomitra communis, 
Crolanium alatum, Crolanium sahalinicum, Amphiparvex 
ellipticus-C. sahalinicum, Archaeodictyomitra sliteri, 
Dictyomitra densicostata, Diprostrobus lassenensis, 
Dictyomitra formosa, Protostichocapsa sp. Bの各化石帯）に区分

することができた．これらの各生基準面を，同じセクションで行わ

れた浮遊性有孔虫化石・炭素同位体比統合層序や凝灰岩のU-Pb年代

測定結果と比較し，各生基準面の年代値を算出した． 

上記で得られた結果をテチス地域，大西洋，中央太平洋，北東太

平洋の各海域で設定された放散虫化石層序と比較した結果，本研究

で見いだされた生基準面のうち，20の生基準面は国際対比に有効で

あることが明らかとなった． 

————————————————————————————
1A guide for preparing an abstract of the general presentation
2Hiroshi Nishi (Tohoku Univ.), 3Noritoshi Suzuki (Tohoku Univ.), 
4Hiromichi Koyasu (Japan Conservation Engineers Co.), 5Reishi 

Takashima (Tohoku Univ.), 6Toshiro Yamanaka (Okayama Univ.) 
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石炭紀－ペルム紀フズリナ類の多様性－秋吉石灰岩若竹山付近－1 

小林文夫（兵庫県立人と自然の博物館）2 

 

若竹山付近の図示した範囲に分布する秋吉石灰岩層群は下部から上

部に 12 のフズリナ化石帯に区分される: (1)Fusulinella biconica 

[Kashirian],(2)Kanmeraia itoi [Podolskian], (3) F.bocki- Kanmeraia 

pulchra [Myachkovian], (4)Protriticites subschwagerinoides [Early 

Kasimovian], (5) Montiparus matsumotoi- Quasifusulinoides ohtanii 

[Middle Kasimovian], (6)Rauserites arcticus–Carbonoschwagerina sp. 
[Late Kasimovian], (7)R. stuckenbergi- Triticites simplex [Early 

Gzhelian], (8)Carbonoschw.morikawai-Jigulites horridus [Middle 

Gzhelian], (9)Jigulites sp.- Carbonoschw. minatoi [Late Gzhelian], 

(10)Sphaeroschwagerina fusiformis –Pseudoschwagerina muongthensis 
[Early Asselian], (11)Pseudoschw.miharanoensis-Paraschwagerina 

akiyoshiensis [Late Asselian], (12)Paraleeina magna [Yakhtashian]。 

これら石炭紀からペルム紀の 12 化石帯で 312 サンプル、4446 枚の

石灰岩薄片の鏡下観察で 38属 120種のフズリナ類が識別された。時

代ごとの内訳を[サンプル数、薄片数/属数、種数]であらわすと: 

Kashirian[6,137/9,12]; Podolskian [34,383/10,14]; Myachkovian 

[39,280/8,17]; Early Kasimovian [39,339/7,11]; Middle 

Kasimovian[23,230/7,12]; Late Kasimovian [34,522/12,19]; Early 

Gzhelian [30,436/14,27]; Middle Gzhelian [25,493/15,24]; Late 

Gzhelian [28,430/16,29]; Early Asselian [27,762/19,37]; Late 

Asselian [19,335/13,29]; Yakhtashian [8,99/8,11]になる。 

サンプルごとの多様度は筆者の経験から１サンプルにつき 10～20

枚の薄片の鏡下観察で概要がわかる。今回の例では、多様度は

Kashirian～Middle Kasimovian で低く、その後徐々に高くなり、

Early Asselianで極大になる。若竹山付近では Sakmarianの試料は

ないが、Late Asselian 以降は低下していく。この傾向は北米全体

のデータベースをコンパイルした Groves & Wang (2009)の増減様式

と符合する。彼らはフズリナ類の進化・適応放散などの結果と考え

ている。中国では１層序断面の Asselian だけで schwagerinids は

140 種に及ぶという報告もある(Shi et al., 2012)。種の概念の違

いの一端に過ぎない。多様性の歴史的推移の議論は慎重を要する。 

————————————————————————————
1Biodiversity of the Carboniferous-Permian fusulines in the 

Akiyoshi Limestone Group near Wakatakeyama, west Japan 
2Fumio Kobayashi (Museum of Nature & Human Activities, Hyogo)
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犬山桃太郎神社セクションの深海相下部三畳系における	 

Smithian／Spathian境界1	 

山北	 聡（宮崎大）2・海保邦夫・藤林	 恵（東北大）3	 

高橋	 聡（東大）4・小嶋	 智（岐阜大）5	 

	 

	 本邦のジュラ紀付加体中に含まれるペルム紀末〜前期三畳紀の環

境変動を記録している深海堆積層の層序は，山北（1987）以来の約

30 年間の検討により，おおよそ明らかとなってきたが，その中で

Smithian/Spathian（以下，S/S）間の関係だけは，連続する層序が

確認できず，未解明のままであった．近年S/S 境界付近における極

端温暖化事件の存在が指摘されており（Sun	 et	 al.,	 2012），同境

界の解明は重要な課題である．山北ほか（2010）は，犬山桃太郎神

社セクションにおいてコノドント生層序を検討し，それまで時代が

十分には明らかとなっていなかった下部セクションの灰色珪質粘土

岩から Smithian のコノドントを得たが，Spathian である上部セク

ションとは断層関係にあり，やはりS/S 間の層序関係は不明のまま

であった．今回，山北ほか（2010）では検討不十分のまま残されて

いた下部セクションの上部について再検討したところ，Smithianの

コノドントを産していた部分より上位の１m ほどの範囲から，

Spathicuspus	 spathi， Cornudina?	 igoi， Neostrachanognathus	 

tahoensisなどのSpathianを示すコノドントを得た．また，この範

囲より50cmほど下位の層準でδ13Corgが極小値をとっており，南中国

の浅海相下部三畳系で確認されている Smithian 最上部のδ13Ccarbの

負異常（Payne	 et	 al.,	 2004など）に対比可能である．よって，こ

の灰色珪質粘土岩中にS/S 境界が存在することが，今回初めて明ら

かとなった．Spathianであることが確認された灰色珪質粘土岩の上

位には，黒色粘土岩が１m 以上続き，断層を介して上部セクション

の Spathian 上部の灰色珪質粘土岩と接する．この黒色粘土岩は，	 

Spathian 下部であろう．S/S 境界の少し上位より黒色層の堆積が始

まる点は，山北ほか（2014）が報告したニュージーランドのアロー

ロックスに露出する深海相下部三畳系における状況と一致しており，

汎世界的な環境変動を反映しているものと考えられる．	 

———————————————————————————— 
1Smithian/Spathian	 boundary	 in	 the	 Lower	 Triassic	 ocean-floor	 

sequence	 of	 the	 Momotaro-Jinja	 section,	 Inuyama,	 central	 Japan. 
2Satoshi	 Yamakita	 (Univ.	 Miyazaki),	 3Kunio	 Kaiho	 and	 Megumu	 

Fujibayashi(Tohoku	 Univ.),	 4Satoshi	 Takahashi	 (Univ.	 Tokyo),	 

5Satoru	 Kojima	 (Gifu	 Univ.)	 
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南部北上帯歌津地域の下部三畳系（上部オレネッキアン階） 

大沢層のアンモノイドフォーナ1 

永広昌之・佐々木 理・鹿納晴尚（東北大・総合学術博）2 

 

 南部北上帯の下部三畳系大沢層（稲井層群）は，世界最古の魚竜化

石Utatsusaurusを産することで著名である．同層はまた，後期オレネッキ

アン期の Columbites-Subcolumbites 化石群に属するアンモノイドを多産

する．最近の本吉地域からの新たな 2 属(Ehiro, 2016)を加え，これまで

18 属（うち 2 属は未記載）の産出が報告されている．最近，歌津地域の

館崎北方の大沢層の新たな露頭から，わが国初の嚢頭類（Ehiro et al., 

2015）とともに，多くのアンモノイドが発見された．ここではこれらのうち同

定できた 13 属14 種について報告する：Hemilecanites discus (Arthaber), 
Albanites sheldoni (Kummel), Pseudosageceras? sp., Pseudokymatites sp. 

nov., Columbites parisianus Hyatt and Smith, Tardicolumbites aff. 

tardicolumbus Guex et al., Yvesgalleticeras sp., Subcolumbites sp., 
Hellenites elegans Guex et al., Metadagnoceras sp., Procarnites sp., 

Leiophyllites sp. nov., Leiophyllites? sp., and Nordophiceratoides 
bartolinae Guex et al.  

13 属 の う ち ， Hemilecanites, Albanites, Pseudokymatites, 

Tardicolumbites, Yvesgalleticeras, Hellenites, Nordophiceratoides の 7 属

は，これまでわが国の三畳系から未報告の属である． 

既知の属を加えると，大沢層のアンモノイドは 25 属に達し，例えば中

期三畳紀の伊里前層の 14 属と比べると，多様性に富んでいる．このこと

は，P/T 境界における生物絶滅から 200 万年程度たったオレネッキアン

期には，少なくとも遊泳性生物の一部は多様性を取り戻していたことを

示している． 

大沢層のアンモノイドフォーナは北米西部アイダホのオレネッキアン

期のフォーナと極めて類似することが示されていた（Brayard et al., 

2009）．今回あらたに確認された属もアイダホ産のものを多数含み，この

指摘を裏づけた．一方，テチス西部地域のギリシャやアルバニア・クロア

チアとのフォーナの類似性も認められる．このことは，南部北上帯が前

期三畳紀に，パンサラッサ－テチス境界の低緯度地帯にあったことと関

連すると考えられる． 

——————————————————
1Ammonoid fauna of the late Olenekian Osawa Formation in the Utatsu 

area, South Kitakami Belt, Northeast Japan 
2Masayuki Ehiro, Osamu Sasaki and Harumasa Kano (The Tohoku 

University Museum) 
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関東山地秩父南帯高水山層の赤色チャートから産する

後期三畳紀多節 （放散虫）

指田勝男・（筑波大学生命環境）・鈴木義孝（損保ジャパン）

関東山地秩父帯南帯の高水山層（酒井 ）は東京都青梅市軍畑

付近から埼玉県飯能市入間川流域にかけて分布し，強くせん断され

た黒色頁岩を主体とし，チャートや石灰岩，玄武岩，砂岩等の異地

性のブロック状岩塊を含む混在岩相である チャート岩塊には長径

数 に達するものまである．これまでに，チャートからはペルム

紀中期～後期，三畳紀中期，およびジュラ紀前期の放散虫群集が識

別されている また，石灰岩からはペルム紀前期～中期のフズリナ化

石が得られている 成木川上流域の黒色頁岩からジュラ紀前期から

中期を示す 帯 の比較的保

存良好な放散虫化石が得られている 今回後期三畳紀多節

が得られたのは飯能市下名栗の入間川河床に露出する

赤色チャートの小規模なブロック状岩塊からである なお，このチャ

ートブロックから指田・鈴木 は白亜紀前期の放散虫を産する

として報告した この地域周辺には強くせん断された黒色頁岩が分

布し，ブロック状の砂岩やチャートが所どころ露出する．識別され

た放散虫は

等である。これらの放散虫の示す年代は後期三畳紀の 後期

から 中期と考えられる

’ ．

この放散虫群集にはこれまでのところ， はほとんど

識別されておらず， 節以上の多節 のみからなる極め

て得意な群集と言える 従来，三畳紀後期の放散虫動物群について，

その群集組成と生息環境等の具体的な研究例は多くはないが，この

放散虫群集が古環境，古地理的な影響を反映し，本来多節

だけから群集なのか，あるいは酸処理の過程で選択的

に や他の が排除されたのかは今後の検討

課題である

————————————————————————————

B15

広島県神石高原町和田地域の帝釈石灰岩より産出した

前期石炭紀（後期ビゼー期）腕足類

茨木洋介（フォッサマグナミュージアム）・

西川功（広島県神石高原町）・田沢純一（新潟市浜浦町）

広島県神石高原町周辺に分布する石炭－ペルム系の帝釈石灰岩は，

下位より断魚渓層，永明寺層，宇山野層に区分される．これまでに，

宇山野層からペルム紀腕足類が報告されている（早坂・加藤 1966；
中村・西川 1979）が，石炭紀腕足類は永明寺層において産出が知
られているものの，報告はされていない．

神石高原町和田地域に分布する断魚渓層最上部の赤紫色～緑灰色

の凝灰質石灰岩より，第 著者（西川）によって採集された腕足類

を，Dictyoclosts sp.，Finospirifer sp. および Syringothyris sp.と
同定した．これらは帝釈石灰岩の石炭系からの腕足類の最初の報告

である. 
今回報告する腕足類のうち，Dictyoclosts sp.は岡山県井原市芳井
町の日南石灰岩の Eostaffella-Millerella 帯から Hase and 
Yokoyama(1975)によって報告されたDictyoclosts sp.によく似てい
る．また，Finospirifer spは，Ozaki (1939)によって中国湖南省の

下部石炭系トルネー階上部から記載された Finospirifer 
shaoyangensis (Ozaki)にやや似ている．Syringothyris sp.は，岡山
県の高山石灰岩の Eostaffella-Millerella 帯から Ibaraki et al. 
(2014)によって記載されたSyringothyris cf. cuspidata (Martin)に
よく似ている．これらの腕足類から，断魚渓層最上部の赤紫色～緑

灰色の凝灰質石灰岩時代は前期石炭紀（後期ビゼー期）であると考

えられる．このことは，Okimura (1966)，Sada (1975)，Hase et al. 
(1974，1980)による有孔虫による時代論と矛盾しない．今回報告す
る腕足類化石と同じ層準から，Ehiro et al. (2013)により前期石炭紀
（前期セルプコーブ期）の頭足類Dombarites taishakuensis Ehiro
が報告されている．このことから，化石産出層準がビゼー階／セル

プコーブ階の境界付近であることが考えられる．

———————————————————————————— 
1Early Carboniferous (late Visean) brachiopods from the 
Taisyaku Limestone in Wada area, Jinsekikogen-cho, Hiroshima 
Prefecture, southwest Japan 
2Yousuke Ibaraki (Fossa Magna Museum), 3Iaso Nishikawa 
(Jinsekikogen-cho, Hiroshima Pref.), 4Jun-ichi Tazawa 
(Hamaura-cho, Niigata City) 
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関東山地秩父南帯高水山層の赤色チャートから産する

後期三畳紀多節 Nassellaria（放散虫）1

指田勝男・（筑波大学生命環境）2・鈴木義孝（損保ジャパン）3
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線イメージングを用いたコノドント自然集合体の

器官復元

上松佐知子（筑波大）・上杉健太朗（ ）

・佐野弘好（九州大）・指田勝男（筑波大）

線 は対象物の形態や内部構造を非破壊で観察できる汎用性の

高い手法であることから、様々な分野に応用されている。近年この

技術が古生物学分野にも用いられるようになってきたが、撮影に適

した条件を揃えることが難しく応用例はそれほど多くない。演者ら

は現在、大型放射光施設 において堆積岩中に保存された微

化石の 線 イメージング実験を行っている。その過程で三畳紀コ

ノドントの器官復元を行うことに成功したので、ここに報告する。

実験に用いた標本は岐阜県舟伏山地域の美濃帯に産する 境界

直上の黒色粘土岩である。この岩石標本からは最前期三畳紀

のコノドント および の自然

集合体が発見、報告されている（

）。これらの自然集合体はすべて印象化石であり、岩

石中から取り出しクリーニングを行うことは不可能である。このよ

うな集合体を含む黒色粘土岩を各辺 以下の小岩片に整形し、撮

像に用いた。実験は の 実験ハッチ において行い、

標準的な投影型 線 撮影のセットアップを使用した。自然集合体

とこれを構成する各エレメントの大きさを考慮し、画素サイズを

－ μ 程度、視野を － 程度に設定した。得られたデータにつ

いて画像解析ソフト を用いて検討した結果、撮影を行った

試料のうち とした標本でほぼ完全なエレメント構成

と配置を復元することができた。走査型電子顕微鏡による観察では

岩石表面に現れているエレメントしか確認できないため、器官復元

に限界がある。しかし今回の実験によって、これまでに予想されて

いた 個すべてのエレメントが器官内に存在することが確認され

た。 属のエレメント構成についてはいくつかのパターン

が提案されているが、今回の結果から

の復元が最も適切であることが明

らかになった。

———————————————————————————— 
 

 

B19

FlowCamを用いた底生有孔虫群集の迅速解析手法の開発1	 

土屋正史2,北橋	 倫 2,渡部裕美2,藤木徹一2	 

大河原にい菜3,立花愛子4,山本啓之2	 

(2海洋研究開発機構,3横浜国立大学,4東大･海洋研)	 

 
	 底生有孔虫類は海域によって全生物量の 55%以上を占め，そのう
ち 90%以上を軟質殻底生有孔虫類が占めるなど，生物量が大きく，
海洋物質循環の重要な担い手になっている。このような研究の基礎

データとして利用される有孔虫群集解析は，専ら顕微鏡下での拾い

出しに依存しているため，結果の取得までに多くの時間と労力がか

かっていた。人為改変や自然災害などの影響評価において大量試料

の迅速解析を必要とするが，上記のように迅速な解析が進まないこ

とが問題となっている。軟質殻底生有孔虫類は CCD よりも水深の
深い海洋資源が分布する海域で大きな生物量があるため，鉱物資源

開発に伴う攪乱の影響評価に利用できる潜在的な価値を有する。 
	 多細胞メイオベントスの解析では，試料の濃集にシリカコロイド

水溶液(Ludox)を利用し遠心分離により上清に濃集できるため，比
較的簡便かつ迅速に群集を把握できる。一方，Ludox は炭酸カルシ
ウム殻を溶解させるため，同じ手法を有孔虫で利用することはでき

ない。本研究では，軟質殻底生有孔虫類を含む有孔虫群集の迅速解

析法を次の 3項目から検討した。1)堆積物試料を用いてLudox使用
時の問題点を抽出，2) Ludox処理で軟質殻底生有孔虫類が分取可能
かどうかを検討，3) FlowCamを用いて画像を連続的に取得し，この
手法が有孔虫群集解析で有用かどうかを，それぞれ検討した。 
	 多くの軟質殻底生有孔虫類は Ludox により上清に濃集できたが，
鉱物粒子を細胞内に保持する種では分取が難しい。有殻の有孔虫で

あっても流体抵抗が大きい単列状･二列状配列の有孔虫は上清に捕

集された。FlowCamシステムを利用した場合，ローズベンガルで赤
く染色された画像をソフトウエア上でソートすることで，効率よく

画像を取得でき，有孔虫類の場合，属レベルまでの分類(分類群によ

っては種レベルまで)も可能であった。通常，顕微鏡下の拾い出しで

は，1試料につき数日を要するが，FlowCamを利用した場合には，
10分程度で画像取得でき，迅速化が可能である。 
———————————————————————————— 
1Development of a simple & quick protocol for determining foraminiferal 
community. 
2Tsuchiya M, 2Kitahashi T, 2Watanabe H, 2Fujiki T, 3Ohkawara N, 
4Tachibana A, 2Yamamoto H 
(2JAMSTEC, 3Yokohama National University, 4AORI, Univ. Tokyo) 
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富山県八尾地域の下部中新統における熱帯性干潟貝類化石の産状

高橋宏和（筑波大学附属駒場高等学校）

富山県八尾地域の下部中新統より産出する熱帯性干潟貝類化

石種を含む 群集の構成種の産状について述べる。

貝化石は主に八尾層黒瀬谷礫岩砂岩泥岩部層より産出し、貝化石

群集の種構成、産状、堆積相などから６つのタイプが識別される。

ＡおよびＢタイプは、掛畑において最も良く観察される。

を含む泥岩層の上に、

に加えて、

などを産する砂質泥岩が重なる。

これらをまとめてＡタイプとし、マングローブの海側外縁部の潮汐

低地のあたりを占めていたものと考えられる。Ｂタイプはその上位

の層準に見られ、

など

が産出し、 や を伴わない。側方に尖滅する礫

岩層の上にあり、浅いチャネルを埋積した後のより海側の潮汐低地

付近と想定される。また、ＡとＢの分布域は一部重なっている。

Ｃタイプは高熊にてよく観察される。含礫泥質砂岩中に

がリーフをなしており、やや閉塞した湾な

いしラグーンの潮汐チャネルエッジあたりの環境が示唆される。

Ｄタイプは柚ノ木にて観察され、ここでは

などが、縫合下のとげの発達した

などと産出する。下位にはリ

ップル葉理の発達した砂岩、上位に潮間帯から潮下帯に生息する貝

類を多量に含み弱い平行葉理を伴う細粒砂岩があることから、海岸

線に沿った鹹度の高い潮汐低地から潮下帯砂泥底が想像される。

Ｅタイプは土における浅いチャネルの として確認で

き、 や 、 等が低潮線

付近に棲息する “ ”等と共産する。
Ｆタイプは葛原において、沖合泥岩中に狭在するストーム起源の

シート状砂岩中に、浅海砂底種との混合群集を形成している。
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東京大学理学部地球惑星科学図書室保存書庫の貴重本1	 

矢島道子（東京医科歯科大学・教養部）2	 

	 

	 東京大学理学部地球惑星科学図書室の保存書庫には、1877 (明治
10) 年開学以来の古い図書が保管されている。残念ながら諸事情で、
どんな本が保管されているか、東京大学OPACにすべてが掲載され
ているわけではないので、全容は知られていない。近いうちに行わ

れる新図書館の開設に向けて、保存書庫の調査が進んでいるので、

その 1部を公表したい。 
	 保存書庫の利用は現在月 1回、第 4木曜日に限られており、1番
利用されているのは、過去のすべての卒業生の進論、卒論、修論、

博論である。第 1回卒業生小藤文次郎の卒論は一見の価値がある。
次に利用されているのは、明治期発行の諸雑誌である。 
	 あまり利用されていないが、最も大量に保管され、保存のよいの

は、小藤文次郎 (1856-1935)、横山又次郎 (1860-1942)、神保小虎
(1867-1924)、小沢儀明 (1899- 1929)、加藤武夫 (1883-1949)、大塚弥
之助 (1903 -1950) などの歴代教授が集めた論文抜き刷りをまとめ
た文庫である。小藤文庫が圧倒的な量を占めている。神保文庫はロ

シア語文献が多い。小澤文庫は有孔虫に関する文庫がわけてある。

原田豊吉 (1861-1894) や山川戈登 (1885-1910) のものは文庫として
まとまってはいないが、記念印があるのでそれとわかる。小林貞一

(1901-1996) のものは補遺の形で存在する。過去の古生物研究者の研
究の全容を知るにはもってこいの資料である。 
	 一般図書もGeorges Cuvier (1769-1832)の『四足獣化石（図つき）』
(1836)、William Buckland (1784-1856)の『ブリッジウォーター論集（図
つき）』(1832)、Louis Agassiz (1807-1873)の『魚化石』(1833)、Brongniart
の『植物化石（図つき）』(1828)、Lyellの『地質学原理』（1840）、
Quenstedtの『ジュラ化石 (図つき)』(1858)、Abelの『Palaeobiologie 
(図つき)』(1912)など多量にある。地質学に関する古書は京都大学理
学部中央図書室保管のものが有名だが、東京大学のほうにも大量に

保管されている。 
	 

	 

———————————————————————————— 
1Important books on palaeontology in the Library of Earth Science 
Istitute, Faculty of Science, the University of Tokyo 
2Michiko Yajima (Tokyo Medical and Dental University) 
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放散虫の認知度を高めるための方策

松岡 篤（新潟大・理）

放散虫は，古生物学や地質学の分野ではよく知られた存在である．

他の領域で，放散虫の認知度がやや高いのはアートの分野である．

しかしながら，一般社会においては，放散虫の存在はほとんど知ら

れていない．放散虫の認知度を高めるための方策について報告する．

他の微古生物にも一般に適用できると考えられる．

放散虫が一般社会に知られていないのは，単に，サイズが小さい

からだけではない．同様のサイズをもつアメーバ，ゾウリムシ，ミ

ドリムシ，クロレラなどは，放散虫よりもはるかによく知られた存

在である．放散虫は一般社会との接点が少なく，そのために，社会

での露出度が少ないという特徴がある．このことが，存在に気づか

れない大きな理由であると思われる．

社会での露出度を上げるにはどうしたらいいだろうか．放散虫を

題材とした商品を開発することが可能な手段として考えられる．放

散虫をモチーフとした装飾品，絵柄をプリントした衣類などの布製

品，顕微鏡画像を配して作成する絵はがき・カレンダー・トランプ

などの紙製品，放散虫殻の形を模倣した菓子類などが構想しうる．

前述の製品は，そのいくつかがすでに制作されている．しかしな

がら，放散虫の認知度が着実に上がっているとはいいがたい．商品

を構想・開発するだけでなく，流通から販売にいたる一連の流れを

構築する必要がある．また，効果的な宣伝も欠かせない．これらの

活動を進めるために，科学者だけで実行するには限界があり，各分

野の専門家との協働が不可欠である．

関心をもつ人たちへの適切な情報提供も課題としてあげられる．

近年，放散虫を含むプランクトンについての刊行物が次々と発行さ

れていることは朗報といえる．商品開発と連携して出版物などを介

した情報提供を進めることが重要である．

年 月に，第 回国際放散虫研究集会 が日

本で開催される．国際会議開催の機運を追い風にして，認知度を高

める活動を実行していきたい．社会での認知度を高めることが，教

育・研究・普及活動にとって重要であるのは，放散虫のみならずい

かなる分類群についても普遍的にいえると思われる．組織的でかつ

継続した活動が必要である．

———————————————————————————— 
 

 

B20



− 35 −

2016 年 1 月 30 日 日本古生物学会第 165 回例会予稿集　一般講演　（口頭発表）

沖縄島から海域への土壌流出と気候変動との関連性（予察）1	 

板木拓也2・太田充恒 3・天野敦子（産総研・地質情報）4・	 

山田	 桂（信州大・理）5・藤田和彦（琉球大・理）6	 

	 

	 南西諸島の島々では，降雨による浸食で生成された土壌が海に流

れ出し，赤土被害として問題となっている．沿岸域に堆積したこの

ような土壌は，更に外洋域に排出されるが，その行方については明

らかにされていない．また，歴史記録以前の流出量についても研究

例が僅かで，自然状態での変化の実体についても不明である．産総

研によって沖縄島周辺海域の約500地点から採取された表層堆積物

およびコアについて粒度分析，化学分析，微化石分析を行った結果，

この海域に排出された土壌の分布と完新世における流出量変化に関

する知見が得られたので報告する．	 

	 沖縄本島周辺の沿岸域は，主に生物起源の炭酸塩に富んだ砂質〜

礫質堆積物で特徴付けられるが，名護湾沿岸や金武湾・中城湾周辺

には，土壌起源と考えられるAlやTiを多く含む泥質堆積物が分布し

ている．特に金武湾周辺の泥質堆積物は，湾口付近から深海に向か

って扇状に分布しており，土壌が大浦海底谷群を通って外洋に輸送

される経路が浮かび上がってきた．	 

	 金武湾沿岸の水深300m付近から採取された泥質堆積物には，有孔

虫や介形虫が多産する．介形虫は，全体的に幼体個体が多い傾向を

示し，Pistocythereis属，Spinileberis属，Bicornucythere属など

の内湾性種が僅かに認められた．内湾性種は，主に金武湾から運ば

れてきたものと考えられるが，化石の粒径（砂サイズ）が土壌粒子

（シルトサイズ）よりも大きいことを考えると，海域におけるその

産出は，潮汐流よりもむしろ台風襲来に伴う湾内の攪拌によって運

搬されてきたものと考えられる．	 

	 金武湾沖合の水深1,166mから採取されたコアの化学分析結果は，

完新世初期（8,500〜11,000	 年前）に陸源粒子の寄与率が増加して

いたことを示している．浮遊性有孔虫のMg/Ca比や放散虫の化石群集

によれば，この期間は表層水温が上昇しており，台風の頻発で沖縄

島からの土壌流出量が増加していた可能性を示している．	 

———————————————————————————— 
1Preliminaly	 report	 on	 soil	 discharge	 into	 marine	 environments	 

from	 the	 Okinawa-jima	 Island	 related	 with	 climatic	 changes 
2Takuya	 Itaki,	 3Atsuyuki	 Ohta	 and	 4Atsuko	 Amano	 (Geological	 

Survey	 of	 Japan,	 AIST),	 5Katsura	 Yamada	 (Shinshu	 Univ.),	 
6Kazuhiko	 Fujita	 (Univ.	 Ryukyus)	 

C03

上総層群国本層の底質環境変動と、それに応答した底生生物群集の

変化 1 

泉賢太郎（国環研）2・風岡修（千葉環境研）3・西田尚央（産総研）
4・菅沼悠介（極地研）5・岡田誠（茨城大）6・吉田剛（千葉環境研）
7・荻津達（千葉環境研）8・中里裕臣（農研機構）9・亀山瞬（千葉

環境研）10・香川淳（千葉環境研）11・森崎正昭（千葉環境研）12・

楡井久（国際地質科学連合）13 

 

 半遠洋域では，底生生物群集の活動は主に酸素濃度・堆積速度・

底質中の餌量によって支配されており，これらの変動は底生生物群

集に大きな影響を与える．生痕学的研究によって，半遠洋域の底質

環境変動に対する底生生物の応答様式に関する概念的モデルが得ら

れている．しかし先行研究は生痕相の定性的な記載が多く，定量的

データを統合した例は少ない．本研究では，底質環境変動に対する

底生生物群集の応答様式の具体的な解明のために，国本層において

詳細な生痕層解析を行い，化学組成分析の結果と統合して考察した． 

その結果，国本層シルト岩中にChondrites-Planolites-Thalassinoides 
ichnofabric (Ch-Pl-Th ichnofabric)と Phycosiphon-dominated ichnofabric 
(Phy ichnofabric)という２つの生痕相を認識した．さらに，生痕相の

鉛直変化パターンに基づき，３つの特徴的な区間に区分できた．す

なわち， Ch-Pl-Th ichnofabricとPhy ichnofabricの両者が産出する下
部区間と上部区間，そしてCh-Pl-Th ichnofabricのみが産出する中部
区間である．化学組成分析の結果と併せて考察すると，本研究によ

って認識できた国本層の生痕相の鉛直変化は，酸素濃度や堆積速度

の変化とは相関せず，餌量指標の変動と最も良く相関していた． 

———————————————————————————— 
1Substrate environments and benthic communities of the Kokumoto 

Formation, Kazusa Group 
2Kentaro Izumi (NIES), 3Osamu Kazaoka (Research Institute of 

Environmental Geology, Chiba), 4Naohisa Nishida (AIST), 5Yusuke 

Suganuma (NIPR), 6Makoto Okada (Ibaraki Univ.), 7Takeshi Yoshida 

(Research Institute of Environmental Geology, Chiba), 8Itaru 

Ogitsu (Research Institute of Environmental Geology, Chiba), 
9Hiroomi Nakazato (NIRE), 10Shun Kameyama (Research Institute of 

Environmental Geology, Chiba), 11Atsushi Kagawa (Research 

Institute of Environmental Geology, Chiba), 12Masaaki Morisaki 

(Research Institute of Environmental Geology, Chiba), 13Hisashi 

Nirei (IUGS) 

C02

津波後の海底堆積物に見られる生物撹拌作用1	

清家弘治・白井厚太朗・杉原奈央子（東京大学大気海洋研究所）2	

	

	 底生生物によって堆積物が撹拌されることを生物撹拌作用（バイ

オターベーション）と呼ぶ．生物撹拌作用により，堆積物中のオリ

ジナルな成層構造は破壊される．そのため，生物撹拌作用を正しく

評価することは，地質記録を扱う全ての研究領域にとって重要であ

ると言える．現世生痕を調べることは，生物撹拌作用の特性を理解

するにあたり非常に有効な手段である．しかし，生物撹拌作用が海

底面からどれくらいの深さまで影響しているのかを知ることは簡単

ではない．なぜなら堆積物中には過去に形成された生物撹拌構造も

存在しており，今現在のそれと区別できないからである． 
	 上記の問題を解決するためには，過去の生物が形成した生痕構造

を含まず，今現在の底生生物による生痕構造のみを含む海底堆積物

を調べることが有効である．この条件を満たす場所として，三陸沿

岸の海底堆積物が挙げられる．三陸沿岸の海底生態系は，2011年 3
月の大津波により大きな影響を受けた．海底の堆積物は大津波によ

り再堆積し，また大津波直後は海底から大型の底生生物が消滅した

ことが報告されている（Seike et al., 2013: Plos One; Seike et al., 2015: 

Journal of Oceanographyなど）．つまり，大津波後に底生生物群集が
再度出現した場所での堆積物を調べれば，生物撹拌作用が海底から

どのくらいの深さまで影響しているかを知ることができる． 
	 本発表では，岩手県船越湾の細砂底における生物撹拌作用につい

ての研究成果を報告する．船越湾は 2011年大津波によって海底堆積
物が再堆積していること，そして津波後の 2012年以降は大型の底生
生物が再加入していること（Seike et al., 2013: PLOS ONE）から，こ
の湾の海底堆積物を調べることで生物撹拌作用が影響する深さを明

らかにすることができる． 
	 船越湾における生物撹拌の状況を確認するために，潜水調査によ

り，長さ 1 mの堆積物のコア試料を 2014年 9月に採取した．その結
果，海底下 20 cmの深さまでの堆積物は底生生物により撹拌されて
いることが判明した．三陸沿岸の他の海域においても本研究と同様

の手法を用いることで，生物撹拌作用が影響する深度についての情

報が得られることが期待できる． 
 
———————————————————————————— 
1Bioturbation after the 2011 tsunami disturbance 
2Koji Seike, Kotaro Shirai, Naoko Sugihara (AORI, Univ. Tokyo) 
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Extinction	 of	 benthic	 foraminifera	 in	 deep	 sea	 	 

at	 P/E	 boundary	 due	 to	 ocean	 acidification	 	 

and	 future	 implication1	 

川幡穂高（東大・大海研）2・野村律夫（島根大・教育）3・松本克美

（ミネソタ大）4・西弘嗣（東北大・博物館）5	 

	 

	 	 ODP	 Leg	 199	 Site	 1220	 in	 the	 central	 North	 Pacific	 provides	 

a	 continuous sedimentary	 section	 across	 the	 Paleocene/Eocene	 
(P/E)	 transition	 in	 the	 carbonate-bearing sediments	 on	 56-57	 Ma	 
oceanic	 crust.	 The	 apparent	 change	 in	 the	 dominance	 of	 

calcareous	 to	 agglutinated	 benthic	 fauna	 at	 the	 P/E	 transition	 

is	 consistent	 with	 those	 obtained	 from	 Tethys	 Ocean	 and	 is	 very	 

likely	 due	 to	 a	 pH	 decrease	 under	 well-oxygenerated	 deep	 water.	 

Little	 or	 no	 preservation	 of	 planktonic	 foraminifera	 without	 

resistant	 calcareous	 benthic	 foraminifera	 indicates	 that	 no	 

calcareous	 benthic	 foraminifera	 lived	 on	 the	 seafloor	 at	 the	 P/E	 

transition.	 High	 pressure	 controls	 carbonate	 saturation	 level.	 

Saturation	 level	 of	 carbonate	 ion	 concentration	 increases	 

rapidly	 versus	 water	 depth.	 Box	 model	 calculation	 demonstrates	 

that,	 for	 the	 same	 mean	 alkalinity	 as	 today,	 PCO2	 must	 increase	 

from	 280	 ppm	 to	 ~410	 ppm	 to	 make	 the	 P/E	 deep	 ocean	 undersaturated	 

under	 oversaturated	 surface	 ocean.	 Current	 global	 emission	 rate	 

(~7.3	 peta	 gC/yr)	 of	 anthropogenic	 carbon	 input	 is	 ~30	 times	 of	 

the	 estimate	 at	 the	 transition.	 The	 SST	 will	 increase	 with	 more	 

stratified surface	 water.	 The results	 at	 the	 P/E	 transition	 
predict	 that	 the	 benthic	 fauna	 may	 also	 be	 seriously	 threatened	 

in	 combination	 with	 ocean	 acidification	 in	 future.	 Especially	 

a	 bigger	 impact	 is	 made	 on	 benthic	 communities	 secreting	 

aragonite	 and	 Mg	 calcite.	 

———————————————————————————— 
1 Extinction	 of	 benthic	 foraminifera	 in	 deep	 sea	 at	 P/E	 
boundary	 due	 to	 ocean	 acidification	 and	 future	 

implication	 
2Hodaka	 Kawahata	 (Tokyo	 Univ.),	 3Ritsuo	 Nomura	 (Shimane	 Univ.),	 
4Katsumi	 Matsumoto	 (Minesota	 Univ.),	 5Hirosh	 Nishi	 (Tohoku	 

Univ.), 

C06

堆積速度の違いが有孔虫群集へ与える意義：宍道湖を例として1 

野村律夫（島根大・教育）2 

 

【背景】近年，国内の多くの汽水湖で塩分の増加現象がみられる。

国内を代表している低塩分汽水湖の宍道湖でも増加傾向は明確にな

っている。IPCC第5次レポート(2013)が指摘している「気候システ

ムの温暖化」とそれに伴った「海面水位の上昇」（気象庁，2014）

についても，汽水域で確認できることを本学会で講演してきた。宍

道湖においては，1980 年頃より塩分の増加に伴う Ammonia ”
beccarii”の産出が多くなっていることはすでに指摘しているとこ

ろである。一般に，海跡湖は海洋と陸水の境界水域として極めて重

要な場所といえる。そのため，グローバル現象がローカルな現象の

中に反映されるメカニズムの解明を行っているところであるが，堆

積速度の違いが群集の構成に極めて大きな影響を与えていることを，

改めて確認することができたので報告する。 

【研究方法】現在，宍道湖の 35 地点から短尺コアを採取して， 5

～10mm間隔でPb-210とCs-137を分析している。Pb-210は，Ra-226

の放射能をPb-214の295keVと352keVの荷重平均から求めて，過剰

鉛として求めている。 

【現在得られている結果】 

一般的に，Pb-210を使って5 mm間隔の分析をすることは少ないが，

解像度を大きくするとCs-137のピークが明瞭に確認される。宍道湖

の東西方向で斐伊川河口からの距離とピーク深度をとると明瞭な相

関が得られた。即ち，斐伊川河口に近いコアで30.5cmであったのが

東端部ではピークが確認されなくなる。宍道湖東部では堆積速度が

極めて低くなることを意味している。湖心部から東部にかけて，1cm

当たりの堆積年数が3.5年，6.2年，14.2年，15.2年と見積もった

コアの中で，有孔虫数(indiv./g sed.)は1.5から数百個体へと変化

する。産出する有孔虫は，主にHaplophragmoidesであるが，Ammonia
個体には殻の溶解が起こっている。すなわち，堆積速度を明確にし

たうえでないと，層位的な古環境解析が極めて困難なことを意味し

ている。 

 

———————————————————————————— 
1 Significance of sedimentation rate to interpret the 

foraminiferal assemblages: A case study in Lake Shinjiko  
2Ritsuo Nomura (Shimane Univ.) 

C05

静岡県焼津平野の完新統の貝化石群集解析・堆積相解析に基づく

安政型地震の平均発生間隔の推定

北村晃寿 ，三井雄太 ，滝川陽紀 静大・理

年の安政東海地震 は，駿河・南海トラフのメガスラ

ストに沿った破壊によって発生し，駿河湾西岸を約 隆起させ

た．だが，駿河湾西岸では，地震性隆起を伴う他の地震は，歴史記

録にも隆起海成段丘のような地形にも見られない．本研究では，過

去の地震性隆起 安政型地震 の発生間隔を知るために，静岡県焼津

平野の低地で採取した 本の堆積コア 長さ ，直径 の完新

世の堆積物を解析した．

その結果，下位から順に 貝化石を含む粘土，シルト，砂層の互

層 海成層 と 塊状粘土と塊状シルトの互層 陸成層 に区分され

た．前者は潮間帯に棲むイボウミニナ やイボ

キサゴ などの保存状態の良い貝化石を産す

る．海成層の上限の高度と年代は，それぞれ現海面下 で，

年前であることが分かった．これらの値と測地データに

よる沈降速度に基づき， つのモデルを使って，地震性隆起の平均

発生間隔を求めた．その結果，地震間の沈降速度を一定と仮定した

モデルでは， 回の地震性隆起量を ， ， とすると，

地震の平均発生間隔はそれぞれ

年と算出された．一方，地震間の沈降速度が一定ではない

と仮定したモデルでは，隆起量 ， ， に対する発生間隔

はそれぞれ ～ 年， ～ 年， ～ 年と算出された．

———————————————————————————— 
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貝類の炭酸塩殻の酸素・炭素安定同位体比分別 

への海洋酸性化影響 

西田 梢（産総研・地質情報）2・林正裕（海生研）3 

名越丹理（東大・院理）4・川幡穂高（東大・大気海洋研）5 

鈴木 淳（産総研・地質情報）6 

 

 近年、人為起源の二酸化炭素排出に伴い、海洋の二酸化炭素分圧の増

加・pHの低下により海洋酸性化が進行している。特に殻を作る海洋生物で、
海洋酸性化により成長や生理、発生などへの負の影響が懸念されている。

海洋酸性化により海水の pHや炭酸系がどのように海洋生物の石灰化プロ
セスに関与しているのか？本発表では、古気候学や古生物学に広く用いら

れている生物殻の酸素・炭素安定同位体比（δ18O, δ13C）に注目し、(1) 生
物源炭酸塩および無機炭酸塩の同位体分別への pH影響についてレビュー
し、(2) 酸性化実験を実施した二枚貝殻の同位体分析結果を紹介する。 
■酸素同位体分別の pH依存性    生物殻のδ18Oは水温依存性があるた
め、生物飼育実験により評価研究も数多く実施され、過去の水温復元に応

用されてきた。一方、炭酸塩の酸素同位体分別には、水温のほか、水や炭

酸化学種のδ18Oも寄与している。海水の pHが変化すると炭酸化学種の組
成変化が起こるため、溶存無機炭素（DIC）のδ18Oが変動することが知ら

れている。このようなDICのδ18O変動が、無機炭酸塩の酸素同位体分別
に反映されることが知られているため、本研究では海洋酸性化実験で得ら

れた貝類について、海水のpH変化と殻のδ18Oの相互関係の検討を行った。
アカガイ殻のδ18Oは、それぞれ 0.7‰/ pH (17℃), 0.5‰/ pH (25℃) の有意な
pH依存性がみられ、無機炭酸塩の同位体分別に近い傾向を示した。 
■炭素同位体分別のpH依存性   生物殻の炭素同位体分別は、水温と溶存
無機炭素（DIC）のδ13Cに支配される。外套膜外液のδ13C組成は、軟体
部を通過して流れ込む海水のDIC、代謝（呼吸）由来のDIC、海水から流
入するDICと、主に 3つの経路から流入したDICが寄与すると考えられて
いる。本研究では、アカガイ・アワビ類の海洋酸性化実験について、海水

や殻のδ13Cとその相互関係を検証することで、酸性化海水の石灰化母液
への寄与率の変化を検討した。アカガイ、アワビ類とも、pHが低くなるほ
ど、殻のδ13Cが同位体平衡値に近い値を示した。したがって、酸性化が
進行すると代謝由来のDICの寄与が減少、あるいは外套膜外液への酸性化
海水の流入が増加した可能性が考えられる。 
———————————————————————————— 
1Stable isotopic responses of molluscs to ocean acidification 
2Kozue Nishida (AIST, GSJ), 3Masahiro Hayashi (MERI), 4Akari 
Nagoshi (UTokyo), 5Hodaka Kawahata (AORI, UTokyo), 6Atsushi 
Suzuki (AIST, GSJ) 
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茨城県稲敷郡美浦村馬掛の下総層群から産する

有孔虫と放散虫化石

藤野未来（筑波大）・金子稔（太田女子高） ・

指田勝男（筑波大）・上松佐知子（筑波大）

茨城県稲敷郡美浦村は霞ケ浦の南岸に位置し，周辺には第四系下

総層群の構成層が分布する．馬掛（まがき）の露頭は古くから貝類

化石を産することで知られており，露出する地層は下位より清川層，

木下層，常総層に相当するとされている（中里， ）．演者らは

清川層相当層から産する軟体動物化石と有孔虫化石について検討を

行った．有孔虫化石の処理過程で，産出個体数は少ないものの放散

虫化石を得ることができた．ここでは産出した有孔虫化石を紹介し

堆積環境の推定を行うとともに，共存する放散虫化石について予察

的に報告する．

馬掛の露頭では下位より灰色～暗灰色のシルト層 ，その上位

に貝化石が密集する粗粒砂層 ，さらにその上位に暗灰色のシル

ト層 が重なる．演者らはこの露頭において、ほぼ ㎝間隔で試

料採取を行い，有孔虫化石の検討を行った．採取した試料は実験室

で自然乾燥させ，試料 を一時間煮沸し，その後 メッシュ（目

開き ）の篩で水洗し，乾燥後実体顕微鏡下で有孔虫を抽出

した．下位のシルト層からは 群集相当の底生有孔

虫群集が得られた．また上位の貝化石が密集する粗粒砂層からは

と を主体とし，

や 等を含む有

孔虫群集が得られた． 群集は ‰の低塩分の環境

でも生息することが可能である 例えば，的場 ことから，検

討した馬掛の露頭では汽水域に近い入り江に相当する環境から，海

水準の上昇とともに外洋水の影響を受ける環境に推移したことが考

えられる 貝化石が密集する粗粒砂層からは， ，

等が得られた．放散虫群集については現在さらに

検討中である．

———————————————————————————— 

C08

北大西洋域における前期漸新世から前期中新世の 

浮遊性有孔虫生層序および群集変化（IODP Exp. 342）1 

松井浩紀・西弘嗣・高嶋礼詩・黒柳あずみ・品田拓真（東北大）2 

 

 漸新世の気候は周期的な氷床発達により特徴付けられ，後期漸新

世温暖期の後，漸新世／中新世境界に再び氷床が拡大した（Pälike 
et al., 2006）．本研究では氷床量が変動する時代の環境変動を明

らかにするため，北大西洋ニューファンドランド沖 Site U1406

（40°21′N, 51°39′W）のコア試料を用いて，前期漸新世から前期中新

世に及ぶ浮遊性有孔虫生層序，群集変化を検討した． 

 50～160 mcdの区間から 93試料について，125μm以上で 200個体

前後の浮遊性有孔虫を拾い出し，12 属 41 種を同定した．浮遊性有

孔虫の層位分布に基づき，M1b から O2 まで 7 つの化石帯に区分し，

生層序を設定した．Chiloguembelina cubensisの終産出層準で定義

される化石帯 O4／O5境界は認定されなかった．低緯度地域の浮遊性

有孔虫生層序（Wade et al., 2011）と比較した結果，3つの生層序

基準面は整合的であったが，残り 3つの生層準は異時性を示す可能

性が認められた． 

 加えて，浮遊性有孔虫群集の深度指標種の変動を明らかにした．

30.8～28.8 Maには深層種が優占したのに対し，28.8～27.9 Maには

中層種が卓越した．中層種である Paragloborotalia opima および

Paragloborotalia nanaは湧昇流指標種との報告があり（Wade et al., 

2007），栄養塩の増加が示唆される．一方 26.5～21.5 Maにかけて

は，表層種が優勢であり，28.8～27.9 Ma に比べ海水温が上昇した

と考えられる．漸新世／中新世境界付近では，Globigerinita 
glutinata が徐々に増加（23.7～23.1 Ma）し，Globigerina 
praebulloidesが急増する（23.1 Ma）など，複数の群集変化が認め

られた． 

————————————————————————————
1Early Oligocene to Early Miocene planktic foraminifer 

biostratigraphy and faunal turnover in the North Atlantic (IODP 

Exp. 342)
2Hiroki Matsui, Hiroshi Nishi, Reishi Takashima, Azumi 

Kuroyanagi, Takuma Shinada (Tohoku Univ.)
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イタヤガイの微細共縁状ラメラは日輪か？1	 

近藤康生2・田中宏典2・矢生晋介2・山岡勇太2・	 

中山健太朗（高知大）2廣田隆吉（佐川町）3	 

 
	 イタヤガイ Pecten albicansは鮮新世末に現れ、現在西南日本沿岸
の黒潮域を中心に分布する二枚貝である。本研究では，本種の左殻

全表面（時に右殻の肋間表面）にみられる鋭利に切り立った微細な

共縁状ラメラを日輪と仮定し、その妥当性について検証する。2010
年 11月 3日から 2013年 12月 13日にかけて高知県幡多郡黒潮町土
佐佐賀漁港で底曳きにより混獲された 9個体を中心に、ラメラの間
隔の変動パタンを調べた。 
	 特に、2011年 4月 29日に土佐湾の水深 40〜60mで採取された殻
高 50.5ｍmの標本については、ラメラ間隔の変動パタンと酸素同位
体比プロファイル，および同海域の水温データを照合した。その結

果、殻成長とともにラメラの間隔が拡がっていくが、殻高 42mmに
なったころ殻成長が停滞し、肉眼的にも明瞭な成長輪（全体的に褐

色の左殻では白色バンド）を形成する。この個体のδ18O値は、殻
頂に近い部分（δ18O は 0.2〜0.4‰）から増減を繰り返しながら減
少し、成長輪の形成直前に極小（δ18Oは-0.99‰）となり、その後

急に大きくなることがわかった。この結果から、このイタヤガイの

成長輪は夏季の最高水温を記録した直後の、水温が大幅に下降した

時期に形成されたことが推定された。水温の日変化データと照合し

た結果、経過日数とその間に数えられるラメラの数はおおむね一致

することが分かった。 
	 厳密には飼育実験による検証を要することではあるが、以上この

ことから、この期間に関する限り日輪説は妥当との結論が得られた。

一方、成長輪形成後では､推定経過日数を大幅に下回る本数のラメラ

しか形成されておらず、日輪説は支持されなかった。 
	 なお、イタヤガイの微細成長と同位体データから推定される水温

の間の関連は明瞭ではないが、水温低下期には例外なく殻形成が停

滞すること、また、その後、殻形成が再開される部分は右殻の褐色

輪紋と一致することが分かった。 
———————————————————————————— 
1Are the fine commarginal lamellae of Pecten albicans daily growth 
lines? 
2Yasuo Kondo, 2Kosuke Tanaka, 2Shinsuke Yagyu, 2Yuta Yamaoka, 
2Kentaro Nakayama (Kochi Univ.) and 3Takayoshi Hirota 
(Sakawa-cho) 

C12

二枚貝の潜没行動における足の形態と底質適応との関係1	 

延原尊美・土井佑太（静岡大・教育）2	 

	 

	 二枚貝類の足の形態や機能は，潜没行動の効率を左右し，掘り出

しや急速埋積への耐性を決定する重要な要素である．潜没行動の基

本は，足を堆積物中に差し込み，変形させてアンカーとし，足全体

を収縮させ殻を堆積物中に引き寄せるという３つの行動のサイクル

として記述できる．しかしながら，その行動サイクルにおける，足

の形態・変形を動画として記録し，底質適応の観点から考察した事

例は少ない．本研究では，代表的な濾過食者および堆積物食者であ

る４種の二枚貝（アサリ，イソシジミ，オオキララガイ，ナガソデ

ガイ）について簡易飼育を行い，潜没行動における足の使い方を観

察し，機能的な意義を確認したので報告する．	 

	 アサリとイソシジミに関しては市販のものを，オオキララガイお

よびナガソデガイに関しては，底曳漁船（日之出丸）により西伊豆

沖の水深231〜525	 m より採取されたものを使用した．簡易飼育は，

温度を１℃単位で設定可能な25l冷温庫（VERSOS製 VS-404W）に，

アクリル製のキューブ状水槽（一辺 10	 cm）を設置し，駿河湾沿岸

で採取した表層海水を適宜換水することで行った．水槽内には，	 

0.500	 mm目の篩を通した砂，および更新統根古屋層のシルト岩を水

で分解した泥を設置し，各底質に対する潜没行動を動画記録した．	 	 

	 濾過食者であるアサリとイソシジミは，足を堆積物中に差し込む

際に，斧状足の全体を細かく蠕動させ，堆積物粒子間の結合を崩す．

そして崩した粒子は足表面上を後方運搬される．この差し込み様式

は，振動によって粒子間結合を崩しやすく粒子間隙が大きい砂質底

に対しては有効であるが，粘性が高くまとまった間隙が生じにくい

泥質底においては効率が悪いことが判明した．一方，堆積物食者で

あるオオキララガイやナガソデガイは，開閉式の足の先端をすぼめ，

足を前後方向になぎはらうように動かして堆積物中に斬り込む．そ

して足の先端を堆積物中で左右に開いてアンカー化させる．このた

め濾過食者に比べて砂でも泥でもスムーズに足を差し込めるが，粒

子同士が分散しやすい砂では足がアンカーとしてあまり有効に働か

ないことが確認された．このように二枚貝の生息底質は足の形態と

運動様式にも密接に関係しているといえる．	 

———————————————————————————— 
1Relation	 between	 bivalve	 foot	 morphology	 and	 adaptation	 to	 

bottom	 characters	 in	 burrowing	 activities	  
2Takami	 Nobuhara	 &	 Yuta	 Doi	 (Fac.	 Education,	 Shizuoka	 Univ.) 

C11

化石頭足類における年齢推定の試み：上部白亜系産	 
1	 Eutrephoceras（Nautilidae）の炭素・酸素同位体比

守屋和佳(早大・地球科学)2・白井厚太朗(東大・大気海洋研)3・	 
窪田	 薫(東大・大気海洋研)4・杉原奈央子(東大・大気海洋研)5・	 

棚部一成(東大・総合研究博物館)6	 
	 

	 カンブリア紀に出現した頭足類（軟体動物門）は，オウムガイ類，

アンモナイト類，ベレムナイト類，鞘形類を派生させ 1，顕生代の地
球環境変動と密接に関連しながら多様化してきた 2．特に古生代では

オウムガイ類，中生代ではアンモナイト類が浅海域に繁栄し，その
生物量も多大であったことから，地球環境と海棲生物の進化との相

互作用を議論するうえで，極めて重要な生物である． 
	 ところが，外殻性であるオウムガイ類やアンモナイト類はその殻

体による浮力を利用し，水柱中に生息していたと考えられているこ
とから，化石種の生息場や生活様式については不明な点が多かった．

この問題に対し，炭酸塩殻体の炭素・酸素同位体比を用いた解析が
行われ，中生代のアンモナイト類についてはその生息域の議論が大

きく発展した 3．同じく未解決の問題となっていたのが，その成長速

度と年齢であり，これについても炭素・酸素同位体比分析からのア

プローチが試みられてきた 4．しかし，これまで行われた研究では，
水柱の水温勾配や年間を通じた水温変動等が未解明であったことか

ら，化石頭足類の殻体に記録された同位体比記録の解釈が困難であ
った． 
	 そこで，本研究では，アメリカ・テネシー州に分布する上部白亜
系から産出した二枚貝類（Crassatellites vadosus）の貝殻成長輪解析
と炭素・酸素同位体比から，当時の海洋における水質の季節変動を
推定し，その結果とオウムガイ化石（Eutrephoceras dekayi）の殻体
に記録された炭素・酸素同位体比変動パターンを比較することで，
Eutrephocerasの成長速度の推定を試みた． 
 
1Ruppert, E.E. et al., 2004. Invertebrate Zoology.; 2House, M.R., 1993. The Ammonoidea.; 
3Moriya, K., in press. Pro. Nat. Acad. Sci.; 4Stahl, W. and Jordan, R., 1969. EPSL. 
———————————————————————————— 
1Estimating age in fossil cephalopods: Carbon and oxygen isotopic 
compositions of the Upper Cretaceous Eutrephoceras (Nautilidae) 
2Kazuyoshi Moriya (Waseda Univ.), 3Kotaro Shirai (Univ. Tokyo), 4Kaoru 
Kubota (Univ. Tokyo), 5Naoko Sugihara (Univ. Tokyo), 6Kazushige 
Tanabe (Univ. Tokyo) 
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完新統産トウキョウホタテの年代再検討1	 

中島	 礼（産総研）2・加瀬友喜（科博）3・知野光雄（神奈川県）4	 

中尾賢一（徳島県博）5・栗原行人（三重大）6	 

	 

	 トウキョウホタテ（Mizuhopecten	 tokyoensis	 (Tokunaga)）は更

新世を代表するイタヤガイ科二枚貝類である．国内での産出は九州

から北海道までの鮮新統から上部更新統にわたり，国外では，台湾

や韓国済州島の更新統からも知られている．陸上以外でも，海底ド

レッジやヒラメ漁の刺し網などによっても採集されていることが知

られ，とくに房総以西の太平洋側の水深100〜200m 程度から見つか

ることが多い．海底から採集された個体の放射性炭素年代測定によ

ると，海底産のトウキョウホタテは約 4 万〜1.5 万年前の更新世末

期と陸上産よりも大幅に新しいことがわかってきた.	 

	 演者らはトウキョウホタテの絶滅年代を明らかにすることを目的

とし，最終氷期から後氷期にかけて産出するトウキョウホタテを収

集，放射性炭素年代測定を実施してきた．最近，完新統や縄文貝塚

からもトウキョウホタテが産出するということがわかり，今回これ

らの貝殻の放射性炭素年代について報告する．	 

	 年代測定を実施した個体は，熊本県天草市牛深沖水深 100-150m

の海底から1点，鹿児島県鹿児島湾の新島の露頭から2点，千葉県

茂原市の沖積層から3点，茨城県美浦村の陸平貝塚（縄文時代中期）

から産出した1点である．年代測定の結果，茂原の沖積層と陸平貝

塚の個体は4万年以上前となり，これらの地域の背後に分布する下

総層群相当の地層の個体が混入したものと推定される．一方，牛深

沖と新島の個体は 14C 年代で 1.1 万-1.2 万年前（較正年代で約 1.3

万年前）であった．測定結果としては，今回の個体は全て更新世末

期のものであり，完新世に生きていた個体ではなかったことを示す．

これまで演者らはトウキョウホタテの多くの年代測定を行ってきた

が，これらの測定値は九州西方沖と鹿児島湾で最も新しい値を示し

ている．つまり，トウキョウホタテは後氷期に分布をより西方に縮

小し，九州周辺で絶滅した可能性が高い．	 

———————————————————————————— 
1Reexamination of the ages of the extinct scallop Mizuhopecten tokyoensis 
from the Holocene deposits in Japan. 
2Rei Nakashima (GSJ, AIST), 3Tomoki Kase (National Museum of Nature 
and Science), 4Mitsuo Chino (Kanagawa Pref.), 5Ken’ichi Nakao 
(Tokushima Pref. Mus.), 6Yukito Kurihara (Mie Univ.) 
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鮮新̶更新世境界付近における化石林に基づく古植生の復元1
 

山川千代美（琵琶湖博物館）2・百原 新（千葉大・園芸）3 

齊藤 毅（名城大・理工）4・布谷知夫（三重県総合博物館）5 

 

 滋賀県甲賀市朝国地先の野洲川河床から産出した鮮新̶更新統古

琵琶湖層群産化石林について，材、大型植物、花粉化石の群集組成

および堆積環境から当時の古植生を復元した．朝国地域に分布する

古琵琶湖層群甲賀層では9枚の火山灰層を挟在し，化石林は広域火

山灰の小佐治火山灰層 (2.59 – 2.65 Ma)と上出III火山灰層(ガウス

正磁極期最上位)の間に存在する．そのため，化石林の年代は約

2.6Ma鮮新̶更新統境界付近と推定される． 

 化石林は野洲川河床約1,500 m2 (距離100 m , 幅15 m )の範囲内に，

直立樹幹・樹根化石 48 本が確認された．樹幹長径は 10~130cm と

幅があり，組織は圧縮変形を受けているが鉱化していない．化石林

包含層は層厚 10m，主にシルト、砂、礫の河川成堆積物で，砂礫層

からシルト層への上方細粒化の堆積サイクルが見られる．大型の樹

幹・樹根化石はそれらの地層に薄く挟まれる有機質シルト~細粒砂

層から立ち上がっており，少なくとも 3 層準ありいずれも砂礫層が

覆っている． 

 同定可能な41の樹幹・樹根化石の樹種は，落葉針葉樹ヒノキ科ス

イショウ属 Glyptostrobus 15，メタセコイア属 Metasequoia 2，ス

ギ型Taxodiaceae 12，針葉樹9で，落葉広葉樹ヤナギ属 Salix，ミ

ズキ属 Cornus，トネリコ属 Fraxinusの各 1 であった．化石林包含

層の11層準から試料採取した大型植物と花粉化石では，これら化石

林の構成種のほか，トウヒ属 Picea，サワラ属 Chamaecyparis，ブナ

属 Fagusなど後背地の植生を反映した種類が産出している． 

 今回，鮮新—更新世境界付近で発見された化石林は，化石包含層

が河川成堆積物の有機質シルト層のため湿地林と示唆される．滞水

域には小~中型のスイショウ属が優占し，林床に湿生植物のカヤツ

リグサ科Cyperaceaeが生育する湿地林と，大型のメタセコイア属が

優占し，中湿植物トウゴクサバノオ Dichocarpumなどが生育する後

背湿地林が存在した．化石林群集組成から，イタビカズラ類 Ficus

など暖温帯に分布する植物を含む冷温帯下部の気候が推定される． 

———————————————————————————— 
1 Reconstruction of the vegetation based on the fossil forest at 

the Plio-Pleistocene boundary, central Japan. 
2 Chiyomi Yamakawa (Lake Biwa Museum), 3Arata Momohara (Chiba 

Univ.), 4Takeshi Saito (Meijo Univ.), 5Tomoo Nunotani (MieMu) 

C16

兵庫県前期白亜系篠山層群上部層のパリノフロラと古環境 1	 

ルグラン	 ジュリアン（中央大・理工）2・山田敏弘	 

（金沢大・理工）3・西田治文（中央大・理工、東大・院）4	 

	 

	 後期中生代の西南日本は、中央構造線を境に日本海側の内帯と太

平洋側の外帯の二つの地質学的構造地域に区分される。アジアにお

いて、内帯日本・シベリア・北中国には湿潤な気候を好む手取型植

物群、外帯日本・南プリモーリエ・南中国・東南アジアには乾燥し

た気候を好む領石型植物群が生育していたとされる。我々は日本の

白亜期における代表的恐竜化石産地である丹波篠山の古環境を復元

し、植物相の変化と環境変化を明らかにするため、篠山層群上部層

の泥岩及び細粒砂岩から試料を採集し、花粉分析を行った。	 

	 篠山層群上部層は兵庫県篠山市の篠山盆地東部に分布し、日本が

大陸東縁の一部だったアルビアン期に堆積したとされている。陸成

層であり、様々な動物化石が報告されているが、大型植物化石は少

なく、これまでシダ類３種、裸子植物８種の葉や珪化木が発見され

たに過ぎない（山田ほか	 日本古生物学会２０１３年年会）。前回の

大型植物化石の報告に続く今回の花粉分析では、４０種類以上の苔

類・コケ類・小葉類・シダ類の胞子や裸子植物の花粉を発見でき、

植生をより詳細に解明できた。胞子は、シダ類アネミア科

（Cicatricosisporites	 hughesi、Ruffordiaspora	 australiensis

等）が最も多様であり、花粉はケイロレピディア科（Classopollis	 

torosus）やイチイ科またはヒノキ科（Exesipollenites	 tumulus）

が多く含まれていた。また、Stereisporites	 sp.（ミズゴケ科）や

Coronatispora	 sp.（シダ類）が日本の下部白亜系から初めて産出し

た。篠山層群と手取層群北谷層のパリノフロラの組成には共通性が

見られた。しかし、篠山層群では、バレミアン〜アプチアン期には

外帯の物部川層群、銚子層群や大陸の領石型パリノフロラにしか見

ら れ な か っ た Matonisporites	 sp. （ マ ト ニ ア 科 ） や

Lycopodiumsporites	 dentimuratus（ヒカゲノカズラ科）も含まれて

いた。従って、乾燥化の影響により内帯と外帯間の植生の差異がこ

の頃から失われたとする大型植物化石群集に基づく推定（山田	 

2009）がパリノフロラからも支持された。	 

———————————————————————————— 
1Palynoflora	 and	 paleoenvironment	 of	 the	 Lower	 Cretaceous	 Upper	 

Formation	 of	 the	 Sasayama	 Group,	 Hyogo	 Prefecture. 
2Julien	 Legrand	 (Chuo	 Univ.),	 3Toshihiro	 Yamada	 (Kanazawa	 Univ.),	 

4Harufumi	 Nishida	 (Chuo	 Univ.;	 Graduate	 School,	 Univ.	 Tokyo)	 

C15

水月湖への浮遊性珪藻の移入の頻度と経路について1	 

齋藤めぐみ（科博・地）2・中川	 毅（立命大・古気候セ）3	 

・多田隆治（東大・理）4・水月湖2006プロジェクトメンバー5	 

	 

	 陸域に点在する湖沼に生育する珪藻の起源は、その近隣の湖沼か

らの移入による。マクロ生態学的な研究によれば、近くに多くの湖

沼が分布しているほど、その湖に生育する珪藻の多様性が高いこと

が示されている（たとえば、Vyverman	 et	 al.,	 2007,	 Ecology）。

すなわち、局地的な珪藻フロラの成立過程を理解するためには、近

隣の湖沼からの移入について明らかにする必要がある。そのための

手法として、現生珪藻の遺伝子を用いた系統地理学的な解析法や化

石珪藻を用いた実証的なアプローチが挙げられる。本発表は後者の

一例であり、福井県水月湖とその周辺において得られた化石記録を

用いて珪藻の移入頻度と経路について議論する。	 

	 水月湖は福井県の若狭湾沿岸に位置する三方五湖の１つで、その

周囲を４つの湖に囲まれている。現在は菅湖と三方湖と連結してお

り、久々子湖と日向湖とは人工水路あるいは隧道でつながっている。

また、若狭地域の三方五湖から最も近い湖は琵琶湖であり、そこか

らの最短距離は30km程度である。	 

	 水月湖湖心部において2006年に採取されたボーリングコア（SG06，

全長約75m）と、隣接する三方湖で採取されたボーリングコア（MK，

全長約100m）の一部について、それらに含まれる珪藻化石を分類・

計数し、最終間氷期以降の水月湖の珪藻フロラを明らかにした。そ

の結果、水月湖において琵琶湖の現生固有種P.	 suzukiiが断続的に

産出することが明らかになった。その初産出は約2.3万年前である。

琵琶湖において本種が成立したのは最終間氷期なので、琵琶湖から

若狭地域への珪藻の移入頻度は10万年間に1回以下である可能性が

ある。また、若狭地域での初産出は、三方湖よりも水月湖のほうが

早く、琵琶湖から水月湖へ、水月湖から三方湖へという移入経路が

推定される。しかしながら、その後の水月湖における数百年間〜数

千年間の無産出を挟んだ間欠的な出現については、三方湖からの再

移入の可能性が否定できない。	 

———————————————————————————— 
1Consideration	 about	 frequency	 and	 pathway	 of	 planktonic	 diatoms	 

immigrated	 into	 Lake	 Suigetsu. 
2Megumi	 Saito-Kato	 (National	 Museum	 of	 Nature	 and	 Science),	 
3Takeshi	 Nakagawa	 (Ritsumeikan	 Univ.),	 4Ruji	 Tada	 (Univ.Tokyo),	 
5Suigetsu	 2006	 Project	 Members 
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兵庫県前期白亜系篠山層群上部層のパリノフロラと古環境 1

ルグラン　ジュリアン（中央大・理工）2・山田敏弘

（金沢大・理工）3・西田治文（中央大・理工、東大・院）4



− 41 −

2016 年 1 月 31 日 日本古生物学会第 165 回例会予稿集　一般講演　（口頭発表）

Syndepositional formation of calcareous nodules on 
muddy sea floor: visual and stable isotope 

characterization for paleothermometry
T. Hasegawa, Y. Kobiyama, S. Yonezawa1, T. Suzuki2,

T. Mori3 (Kanazawa Univ.) 
 
Paleothermometry is one of the most important proxies for paleoceanogra-
phers. Benthic foraminifers have been used for reconstructing paleotemper-
ature on the bottom of the sea. They are excellent materials for calcareous 
ooze, while mudstone sequences shows lots of difficulty to apply this 
technique for terrigenous sediments distributed around Pacific. Calcareous 
nodules are commonly observed in mudstone sequences; however, no study
discussed potential paleothermometry based on calcareous nodules. We 
described occurrences at outcrops, general configurations including their cut 
sections, carbon content, total organic carbon, and carbon, oxygen and sulfate 
sulfur isotopes of nodules collected from Cretaceous strata in Hokkaido,
Japan. Based on them, we discuss formation history of nodules.

Some observations demonstrate nodules can be formed just below the sea 
bottom (JBSB). Structure suggesting consolidation JBSB includes burrows 

that eject calcareous material from nodule. Nodules consolidated associated 
with anaerobic oxidation of methane with sulfate reduction appear to be 
JBSB origin, too. Such nodules show the exactly same δ18O values with that 
of benthic forams. A bivalve fossil found on one of the methane seep nodules 
yielded close δ18O temperature with that of host nodule. 

The cross-plot of the data can emerge "upper limit line" of δ18O values. 
The paleotemperature based on the line could provide reliable temperature 
for the sea bottom. Sulfur isotope (δ34S ) values of cabonate-associated 
sulfate well certify their JBSB formation. Furthermore, δ34S data indicate 
the precursors of most of nodules were initially formed at JBSB. On the 
other hand, nodules with similar condition from Oyubari appeared to be 
recrystalized and inappropriate for paleothermometry. It might be derived 
from the difference of burial depth between nodules from Haboro and 
Oyubari. Even if it was origin- ally consolidated JBSB, strong compaction 
during burial would have caused permeation of pore water containing CO2

or HCO3
- derived from decomposed organic matter into the nodule.  

————————————————————————————
1Now at Mitsui Mineral Development Engineering Co., Ltd. 
2Now at Itochu Oil Exploration Co., Ltd. 
3Now at Marine Works Japan, Ltd. 
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産状及び堆積環境が示す紡錘虫類タフォノミーと古生態1 

 

一田昌宏（豊橋市自然史博物館）2 

 

 紡錘虫類は，世界中の熱帯から亜熱帯浅海域後期古生界(石炭～ペ

ルム系)の重要な示準化石である．また，後期古生代は氷室期から温

室期への気候変動期かつ造礁生物減少期であり，紡錘虫類は当時の

重要な炭酸塩生産者でもある．この様に当時の環境に最も適応し，

生態系の中で重要な位置を占めていたであろう紡錘虫類の古生態は，

当時の環境及びその変遷を明らかにする上で重要なカギとなる．本

発表では，紡錘虫類の産状と堆積環境を基に，これまでに明らかに

なったその化石化過程と生息環境について報告する．

深海の異地性紡錘虫(e.g. Ichida et al.,2009)：京都西山地域のジュラ紀

付加体中には，異なる時代の紡錘虫類を産出する炭酸塩岩の小岩体

が知られている．堆積相解析と産状観察，紡錘虫類の再検討から，

本岩体は重力流起源の石灰岩角礫岩であることが明らかになった．

また，その後背地炭酸塩岩体は丹波帯では知られていない長い堆積

期間を持つ岩体であることも判明した．

浅海の異地性紡錘虫(e.g. Ichida, 2012)：基質・充填物・死後破壊の程

度等から，阿哲石灰岩下部ペルム系佐伏層群紡錘虫類密集層（grain- 
stone）を構成するPseudofusulina kraffti は，一度“biomicrudite”の生物

遺骸粒子として堆積し，住房が石灰泥で充填，固結．その後，海水

準変動による侵食・運搬過程で基質の石灰泥により保護・補強され

ていない部分を破壊され，最終的に砂体へ選択的に運搬され堆積し

たと考えられる．

原地性紡錘虫:阿哲石灰岩の種々の堆積環境から産出する

“Pseudofusulina” vulgaris は，基本的にどの環境でも構造的に脆い最

終房室が保存されず，殻内への堆積物の充填が観察される異地性産

状を呈する．しかし，礁湖堆積物（packstone）から産出する一部の

P. vulgaris は，最終房室が保存され，堆積物の充填も観察されない．

現生においても，底性有孔虫は死後，海流や季節風の影響で運搬さ

れ（e.g. Hohenegger 2004），突出部や構造的にもろい部分は摩耗・破

壊され，完全な保存状態は稀である．故に， P. vulgaris は，礁湖環

境に生息し，死後他の堆積環境に運搬されたことが示唆される．

————————————————————————————
1Fusulinoideans taphonomy and paleoecology indicated by mode of 
Occurrence and sedimentary environment 
2Masahiro ICHIDA (Toyohashi Museum of Natural History)

C18

福井県高浜町の内浦層群下層（中部中新統下部）から	 

産出したマメ科莢化石とその意義1	 

矢部	 淳（科博）2・中川登美雄（福井・羽水高）3	 
	 

	 福井県高浜町内浦地域に分布する内浦層群下層は中新世最暖期を

特徴付ける多様な暖海棲生物の化石を含むことで知られる。演者の

一人中川は軟体動物化石の産状と組成に基づいて、当時の内浦地域

の内湾に強い暖流の影響があり、熱帯種とされる Aturia	 cubaensis

が生息していた可能性を示した。しかし、このような“熱帯性”の

海洋環境の背後に成立した植生についてはこれまで十分な研究が行

われていなかった。本講演では、下層の熱帯棲軟体動物と共産する

植物化石のうち、マメ科莢化石について報告する。	 

	 検討した莢化石は9点で、貝化石を含むやや泥質の細粒砂岩中に

立体的に保存されている。形は円筒形で個々の種子間が強くくびれ

数珠状を呈する。幅 11.6-15.9mm、長さは長いもので 108mm 以上、

先端は棘状に尖る。種子数は多いもので9個以上。背側に強くカー

ブして螺旋状に巻く特徴がある。背側と腹側の縫合線は単純で顕著

な肥厚や翼は認められない。幾つか残された種子のインプレッショ

ンから判断すると、種子はvalveの背側に位置する。	 

	 本化石のように背腹に規則的なくびれをもつ莢化石は、Gleditsia	 

tanaii	 Matsuo として石川県七尾市中島町に分布する東印内層から

記載され、その後、長崎県壱岐島の長者原からも同種が報告されて

いる。しかしながら、現生の Gleditsia属（サイカチ属）の莢は腹

側がくびれるものの背側は直線状ないし弧状となり、種子は比較的

扁平で莢の腹側に位置する。このため、内浦標本は G.	 tanaiiのタ

イプ標本とともに Gleditsia属ではない可能性が高い。立体的に保

存された内浦標本の特徴を総合すると、本標本は Erythrina属（デ

イゴ属）の可能性が考えられ、ここでは仮に E.?	 sp.とする。本属

は中南米（70種）、アフリカ（31種）、東南アジア／オセアニア（12

種）の熱帯域を中心に分布し、海流によって長距離散布される種が

知られている。内浦産莢化石もまた、熱帯棲軟体動物をもたらした

暖流により分布をひろげた海浜植物ととらえられるかもしれない。	 

	 

———————————————————————————— 
1Evidence	 of	 Miocene	 tropics?—Fossil	 pods	 from	 the	 early	 middle	 

Miocene	 Shimo	 Formation	 of	 the	 Uchiura	 Group	 in	 Takahama,	 Fukui	 

Prefecture,	 central	 Japan. 
2Atsushi	 Yabe	 (NSM),	 3Tomio	 Nakagawa	 (Usui	 High	 School) 
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産状及び堆積環境が示す紡錘虫類タフォノミーと古生態 1

一田昌宏（豊橋市自然史博物館）2
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サンゴ骨格記録にみる琉球の海洋環境変動 1	 

浅海竜司（琉大・理）2・玉城昭太（琉大・理）2・村山雅史

（高知大・理）3・井龍康文（東北大・理）4	 

	 

塊状の造礁サンゴ（ハマサンゴ属，以下サンゴと称する）

は，気象観測記録の乏しい熱帯−亜熱帯域の海洋表層環境を

高時間解像度で復元するのに適した地質試料である．骨格年

輪によって正確な時系列データの構築ができるとともに，直

径が数 m に達するサンゴは過去数百年間の海洋環境情報を

有する．特に，骨格の酸素同位体組成は海水の温度や酸素同

位体組成（≒塩分）の代替指標となる点で重要であり，地球

規模の気候変動現象（例えば，エルニーニョ現象やモンスー

ン現象，太平洋十年規模変動など）や，近年懸念されている

地球温暖化傾向の復元に利用されている．これまでに，デー

タ長が 200 年を超えるサンゴ記録は 20 例ほど挙げられてい

るものの，琉球列島においてはいまだ得られていない．	 

本研究では，琉球列島沖永良部島より採取された現生サ

ンゴ骨格の長尺コアについて，1−2 ヶ月の時間分解能で炭素

酸素同位体組成を分析し，過去約 460 年間の海洋環境変動を

復元することを目的とする．測定期間中の琉球大学理学部現

有の安定同位体質量分析計システム（Delta	 V	 Advantage	 –	 

Gasbench	 II:	 ThermoFisher	 Scientific	 Inc.）の精度は両

同位体組成とも±0.05‰であった．X 線 CT 像解析から骨格

には明瞭な年輪が確認され，炭素酸素同位体組成の季節変動

とよい一致を示す．同位体組成の長期トレンドは，近年の温

暖化傾向と化石燃料由来の二酸化炭素の増加傾向を示して

おり，変動傾向には季節性がみられる．また，スペクトル解

析の結果，酸素同位体組成の時系列データには数年スケール

〜数十年スケールの変動成分が存在し，それらの周期性は時

代と共に変化している．本研究によって，小氷期から現在に

かけての琉球の海洋環境史を明らかにできると期待される．	 

	 

——————————————————————————— 
1A	 long	 coral-based	 paleoceanographic	 reconstruction	 in	 

the	 Ryukyus,	 Japan 
2Ryuji	 Asami	 (Ryukyu	 Univ.),	 2Shota	 Tamashiro	 (Ryukyu	 

Univ.),	 3Masafumi	 Murayama	 (Kochi	 Univ.)	 4Iryu	 Yasufumi	 

(Tohoku	 Univ.) 

C21

南中国湖北省崇陽地域の最下部トリアス系に特異な	 

ストロマトライト‐形成様式と地球生物学的意味‐1	 
	 

足立奈津子(鳴門教育大学)2・淺田雄哉(復建調査設計株式会社)3・	 

江﨑洋一(大阪市大・院)4・刘	 建波(北京大学)5	 

	 

ペルム紀末の生物絶滅事変は，骨格生物礁を消滅させ，一時的に，微生

物類礁を出現させた．一般に，南中国の最下部トリアス系 (Hindeodus parvus
帯) 微生物類礁は，スロンボライトで特徴づけられる．しかし，湖北省崇
陽地域では，例外的に，多様な成長形態 (柱状－層状, 偽柱状, 柱状タイプ)
を示すストロマトライトが発達する．本発表では，特に，柱状タイプの詳

細な観察に基づき，その構築様式と地球生物学的な意味を検討する． 
崇陽地域の最下部トリアス系では，斑状・網状・層状・樹状組織を示す

スロンボライトが豊富である．柱状ストロマトライトは，P-T境界の上位約
5 mで認められる．柱状タイプは，メガスケールで，高さ約15 cm，幅10 m
以上のバイオストロームを形成する．マクロ~メソスケールでは，凸状ラ

ミナが累積する柱状構造が特徴的で，各柱状構造は，分岐・癒合する．ま

た，柱状構造同士を側方につなぐラミナが間欠的に発達する．ミクロスケ

ールでは，ラミナは，主に「スパーカルサイト/細粒ドロマイト」や「ペロ

イド状粒子」から構成され，中に球状微生物類やその穿孔痕が散在する．

それらが断続的に側方に濃集する，暗灰色レイヤーも繰り返し発達する． 
柱状タイプでは，穿孔性球状微生物を含む微生物類の活動や，微生物マ

ットの分解に起因する炭酸塩の沈殿によって各ラミナ (スパーカルサイト/
細粒ドロマイト，ペロイド状粒子) が形成された．特に，細粒ドロマイト
の沈殿は，貧酸素環境下での硫酸還元バクテリアの活動の可能性を示唆す

る．一方，ストロマトライトの形成中断時には，球状微生物類が表層部を

穿孔すると同時に，穿孔孔を炭酸塩が充填することで，明瞭な暗灰色レイ

ヤーが形成された．本ストロマトライトは，絶滅事変後の劣悪な海洋環境

下で繁栄した微生物相による産物である．南中国を含め世界各地の最下部

トリアス系では，典型的なストロマトライトに比べ，なぜスロンボライト

が発達するのだろうか．ストロマトライトと漸移関係にあるスロンボライ

トの微生物相や組織の形成様式，堆積環境の相異などの観点から，さらに

検討を進める必要がある． 
———————————————————————————— 
1Lowermost Triassic stromatolites unique to Chongyang in Hubei Province, 
South China: their modes of construction and geobiological significance 
2Natsuko Adachi (Naruto Univ. of Education), 3Yuya Asada (Fukken Co., 
Ltd.), 4Yoichi Ezaki (Osaka City Univ.), 5Jianbo Liu (Peking Univ.) 
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タイ東北部の下部白亜系より産出したスッポン類化石の新知見 1 
薗田哲平 2・Wilailuck Naksri3・柴田正輝 2,4・Wickanet Songtham3・ 
Pratueng Jintasakul3・東洋一 2,4（福井県立恐竜博物 2，タイ王国珪

化木鉱物資源東北研 3，福井県大・恐竜研 4）	 

	 

Kizylkumemys 

khoratensis Shachemys

K. khoratensis

Shachemys

S. laosiana

 
———————————————————————————— 

P03

ジャワ島の上部更新統から発見された	 

ボルネオカワガメの化石 1	 

髙橋亮雄（岡山理大・理）2・エリック	 セティヤブディ	 

（バンドン地質博物館）3・海部陽介（科博・人類）4	 

	 

	 ボルネオカワガメ（Orlitia	 borneensis）は淡水依存性の高い大

型のイシガメ科の一種で、クラ地峡以南のマレー半島、スマトラ、

およびボルネオに在来分布する.更新世の寒冷期にこれらの分布域

と確実に連結し、いわゆるスンダランドを形成したと考えられてい

るジャワ島には分布しないが、本種の化石とされる標本が東部のト

リニールの河川堆積物（前期更新世）より知られており、このこと

からジャワ島の個体群は中期更新世以後に消滅したことが示唆され

てきた．しかしながら残念なことに、本種に参照された標本は、同

定において適切な分類形質が示されていないため、再検討もしくは

新たな標本の発見が強く望まれてきた．	 

	 ソロ川流域の脊椎動物化石サイトからは、おびただしい数の淡水

生カメ類の化石が発見されているものの、保存状態がよくないため

か、現在まで詳しい研究がなされた例はほとんどない．そこで今回、

こうしたカメ類化石について検討をはじめたところ、トリニールよ

り年代の新しいサンブンマチャンの後期更新世の河川堆積物より本

種の化石が確認された．化石は右肋板骨一点のみからなり、トリニ

ールのものと同様、部分的なものであるが、東南アジアに分布する

イシガメ類と比較したところ、腋下腹甲柱の縫合部が比較的発達し

深くくぼんでいること、肋板骨内側辺が著しく長いこと、第一およ

び第二椎鱗がキノコ形を呈し、第一肋鱗が第一頚板骨に達している

こと、さらに前方内側辺に切り込みが生じていること、などから形

態的によく似たホオジロクロガメやレイテヤマガメとは異なってい

た．	 

	 本研究により、ボルネオカワガメがかつてジャワ島に確実に分布

したが、後期更新世以降に絶滅したことが明らかとなった．本種の

生態的特徴から、サンブンマチャン一帯の当時の環境は現在と同様

か、もしくはそれ以上の規模の河川が発達していたことが推定され

る．	 

———————————————————————————— 
1First	 fossil	 record	 of	 Orlitia	 borneensis	 from	 the	 upper	 

Pleistocene	 of	 Java,	 Indonesia.	  
2Akio	 Takahashi	 (Okayama	 Univ.	 Sci.),	 3Erick	 Setiyabudi	 (Museum	 

Geologi,	 Bandung),	 4Yosuke	 Kaifu	 (Natl.	 Mus.	 Nat.	 Sci,	 Tokyo) 

P02

長野県埴科郡坂城町産中新世ニシン科魚類について1	

籔本美孝（北九自然史博）2・Mikhail	V.	Nazarkin	(Zool.Inst.RAS)3	

	

	 国立科学博物館所蔵の長野県埴科郡坂城町網掛から産出した魚類

化石について分類学的検討を行った．産出層は別所層，時代は中期

中新世と考えられる．	

	 化石は黒色頁岩にほぼ全身が関節した状態で左右に分かれて保存

されている．本種は背鰭が体のほぼ中央に位置すること，腹縁に沿

って発達した稜鱗が見られることからニシン目ニシン科に属するも

のと考えられる．ニシン科魚類はおよそ57属188種の現生種が知ら

れており(Nelson,	2006)，ウルメイワシ亜科（Dussumieriinae）,	

Sundasalanginae,	 Pellonulinae,	ニシン亜科（Clupeinae）,	

Alosinae,	コノシロ亜科（Dorosomatinae）の6つの亜科に分けられ

ている（Grande,	1985）．これらのうちウルメイワシ亜科，ニシン

亜科とコノシロ亜科は日本に現生種が分布する．	

	 本種は背側稜鱗がないこと，背鰭の最後の鰭条が延長しないこと，

背鰭近担鰭骨数が18であること,臀鰭近担鰭骨数が16であること,

脊椎骨数が53であること,上尾骨数が2であるといった特徴を有す

る．ニシン科でこれらの形質を有するのはニシン亜科のニシン属

（Clupea）であり，本種はニシン属に属するものと考えられる．		

	 Grande	(1985)はニシン属として記載された43の化石種をリスト

アップし，いずれの種も属の同定に誤りがあることを指摘している

ことから，本種はニシン属として同定される初めての化石となる．

ニシン属は日本近海を含む太平洋北部と北極海の北アメリカ沿岸と

ロシア西部沿岸に分布するニシン（Clupea	pallasii）と北部大西洋

と北極海のロシア西部沿岸に分布する C.	harengusの2種の現生種

が知られている(Svetovidov,	1952,	1963;	Whitehead,	1985)．これ

ら2種の現生種は脊椎骨数が異なっており，C.	harengusでは55か

ら57，ニシンでは52から55で（Svetovidov,	1952），本種の脊椎

骨数はニシンの範囲に含まれる．しかしながら,現生種はいずれも頭

部が小さく，体長は頭長の4倍以上であるのに対し，本種は頭部が

大きく，体長は頭長の約3.5 倍であることで現生ニシン属のいずれ

の種とも異なる．	

————————————————————————————	
1 A	Miocene	clupeid	fish	from	Sakaki	Town,	Hanishina	County,	
Nagano,	Japan.	
2Yoshitaka	Yabumoto	(KMNH),	3Mihkail	V.	Nazarkin	(Zool.	Inst.	

RAS) 

P01



− 44 −

日本古生物学会第 165 回例会予稿集　一般講演　（ポスター発表）2016 年 1月 30 日

長崎市上部白亜系三ツ瀬層の獣脚類の歯について 1 

宮田和周（福井県大・恐竜研）2・久保 泰（東大・総研博）3・ 

東 洋一（福井県大・恐竜研）4・長崎市教育委員会 5 

 

 長崎半島西海岸を中心に分布する上部白亜系三ツ瀬層は、

Campanianの陸成層であり、多くの陸生脊椎動物化石が福井県立恐竜

博物館と長崎市の共同調査により発見されてきた。同定が困難な断

片も含めると現在までに資料は数百点に及ぶが、恐竜化石について

はハドロサウルス上科の部分的な大腿骨2点（柴田ほか2014, 古生物

学会年会）、不完全な大型獣脚類の歯2点のみであった（宮田ほか2014, 

古生物学会年会）。昨年以降、ティラノサウルス科と見られる獣脚

類の歯2点、同科とは異なる獣脚類の歯3点、鎧竜の歯1点の追加標本

が得られた。追加は今後も増える見込みである。本発表では三ツ瀬

層から得られた獣脚類の歯の特徴について報告する。ティラノサウ

ルス科の歯２点は共に頬付近に位置する歯であり、うち1点はほぼ完

全な歯冠が保存されている。先端から歯根までの長さ82㎜のうち、

歯冠の高さは72mm、歯冠基部の前後幅は38mm、頬舌方向の幅は27mm

ある。歯の水平断面はふくらみのある楕円を呈するなど、ティラノ

サウルス科の特徴に一致し、先端付近の摩耗面の存在から左下顎の

歯である可能性が高い。なお、このサイズは過去の文献を参考にす

れば（例えばSmith et al., 2005, Anatomical Record Part A 

285A:699–736）Tyrannosaurus のクラスター中央部に収まる。もう1

点も同じ場所から発見されたが、欠損や圧密変形がある。歯の高さ

は78mm以上、歯冠基部の前後の幅は37mm以上、圧密変形以前の厚さ

は22mm以上あり、完全ならば前述の歯のサイズを超える。その他の

獣脚類の歯については、頬舌方向の幅が比較的狭く、一般的な獣脚

類の歯に見る形状である。歯冠の高さは約半分のものでも35ｍｍも

ある大きな種のものや、歯冠の高さ約7ｍｍで、かつ鋸歯が見られな

い小型種の歯も得られた。さらに前上顎骨歯と見られる歯もある。

一般的に歯のみで詳細な分類を議論することはできないが、三ツ瀬

層の資料は大型から小型までの獣脚類の多様性を示すものであり、

九州の白亜紀後期の陸生脊椎動物相について重要な資料となる。 

———————————————————————————— 
1Theropod dinosaur teeth from the Upper Cretaceous Mitsuse 

Formation, Nagasaki City, Japan. 
2Kazunori Miyata (Inst. of Dino. Res., Fukui Pref. Univ.), 3Tai 

Kubo (Univ. Museum, Univ. of Tokyo), 4Yoichi Azuma (Inst. of Dino. 

Res., Fukui Pref. Univ.), 5Nagasaki City Board of Education. 
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ブラジル下部白亜系クラトー層から産出した鳥類化石1	 

大橋智之（北九州市立自然史・歴史博物館）2	 

	 

	 ブラジル北東部セアラ州に分布する下部白亜系アラリペ層群クラ

トー層は保存状態の良い脊椎動物化石を多産することで知られてい

る。このクラトー層から板状の母岩２つに分かれた状態の鳥類化石

が産出しており、先行研究では基本的な骨格の記載がされている。

この鳥類化石は、骨格の多くが残る母岩側には、頭骨の一部、頚椎、

骨盤の一部、尾椎、大腿骨近位、脛足根骨遠位、足根中足骨、末節

骨まで含む後趾の他、羽毛の痕跡も保存されている。カウンターパ

ートには胴椎、大腿骨遠位、脛足根骨近位等が保存されている。こ

れら残されている骨格は潰れており保存状態はあまり良くない。ま

た双方の岩板には、各保存部位のモールドも残されている。	 

	 今回比較観察した結果、新たにわかった骨格の特徴としては、(1)	 

胸胴椎付近の椎体は椎体幅よりもやや長い前後長を持ち、癒合胸椎

は確認できないこと、(2)	 血道弓は仙椎側の数個が確認でき、それ

らの長さは長いこと、(3)	 大腿骨には大腿骨頸部が確認できること、

(4)	 脛骨突起の有無、(5)	 足根中足骨は平面的な関節面を持ち臼間

突起が発達していないこと、(6)	 完全に逆を向いた第一趾の痕跡が

残されており、爪のサイズは他の後趾のものとほぼ同じであること

などがわかった。	 

	 近年ではクラトー層からは Euenantiornithes 類に属する

Cratoavisが報告されている。Cratoavisと本標本は趾骨の長さに関

する特徴、後肢の比率（大腿骨長・脛足根骨長・足根中足骨長）な

どが異なる。保存部位のサイズからは Cratoavisよりも大型の標本

であることがわかるが、明確な骨格的特徴からの成長段階の判断は

難しい。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

———————————————————————————— 
1An	 avian	 fossil	 from	 the	 Lower	 Cretaceous	 Crato	 Formation,	 

Brazil. 
2Tomoyuki	 Ohashi	 (Kitakyushu	 Museum	 of	 Natural	 History	 and	 Human	 

History) 
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A new member of the family Plotopteridae (Aves) 
from the upper Oligocene of British Columbia, 

Canada1

Gary Kaiser2, Junya Watanabe3, and Marji Johns2

The family Plotopteridae is an extinct group of seabirds probably related to 
Suloidea. Their fossils are known from the upper Eocene–lower Miocene 
on both sides of North Pacific, especially along the Pacific coast of the 
United States and Japan. Members of the family are known as large 
flightless wing-propelled diving birds, except for Plotopterum joaquinensis
from the Oligocene of California whose coracoid is comparable in size to 
those of large living phalacrocoracids. 
 The discovery of an avian fossil, in the upper Oligocene Sooke 
Formation rocks (Chron C6Cr, 24.1–24.8 Ma) on southwestern Vancouver 
Island, British Columbia, is the first example from Canada of the 
Plotopteridae. The fossil is a nearly complete, well-preserved coracoid that 
exhibits the diagnostic features of the family. The coracoid is roughly 
comparable in size and overall morphology with the holotype of 
Plotopterum joaquinensis, but can be differentiated from it with several 

qualitative characters. Notable variations in plotopterid coracoids, including 
those in the humeral and sternal articular facets, are reported. 
 Updated age information for plotopterid localities in California 
and Japan suggests some of them are older than previously thought, and the 
Sooke plotopterid and Plotopterum joaquinensis are likely to have been 
near contemporaries on the Pacific coast of North America (~24–25 Ma). A 
previous work proposed a scenario that the loss of offshore islands led to 
the local disappearance of plotopterids in Washington and Oregon by the 
late Oligocene and that they survived only in California and Japan after the 
early Oligocene. However, the occurrence of a plotopterid from the upper 
Oligocene of British Columbia and the updated age of plotopterid localities 
rather suggest that plotopterids were widespread in the Pacific coast of 
North America at least until the latest Oligocene. 
Bibliography:
Kaiser, G., et al., in press. Palaeontologica Electronica, 18.3.53A: 1–18. 
———————————————————————————— 
1カナダ，ブリティッシュコロンビアの上部漸新統より産出したプロ

トプテルム科（鳥綱）の新種 
2Royal BC Museum, 3Dept. Geol. & Mineral., Kyoto Univ. 
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イグアノドン類の脳の復元1	 

柴田正輝（福井県大・恐竜研、福井県恐竜博）2・	 

河部壮一郎（岐阜県博）3・プラトゥエン・ジンタサクル（NRRU）4・	 

東	 洋一（福井県大・恐竜研、福井県恐竜博）5・宮田和周（福井県

大・恐竜研、福井県恐竜博）6	 

	 

	 恐竜の脳は、化石として保存されることがないため、脳函部のエ

ンドキャストにより復元される。先行研究では、保存状態の良好な

頭骨より、多様なタクサの恐竜の脳が復元され、その機能や知能に

ついて議論されている。しかし、鳥脚類、特にハドロサウルス類に

は含まれないイグアノドン類においては、Godefroit	 et	 al.	 (2012)

により報告されたカザフスタンのバティロサウルスのエンドキャス

トのシリコン型以外にはあまり状態の良いものはない。今回、タイ

の下部白亜系コク・クルアト層から発見されたイグアノドン類の脳

函部の化石をCTスキャンしたところ、状態の良いエンドキャストが

復元でき、良い結果が得られたので予察的観察をおこなった。	 

	 復元したエンドキャストは、吻尾方向に伸長した典型的な爬虫類

型の脳形態で、側面観では三角形を呈する。大きく３つの“くびれ”

があり、吻部側より、臭索と大脳の間、大脳と小脳の間、小脳の尾

側で骨迷路付近に位置する。大脳は、脳では最大の部分で、本標本

では背腹方向に扁平で側方方向に幅が広い。脳神経や骨迷路、中央

腹側には脳下垂体、内頸動脈などの位置や形態も確認することがで

きる。しかし視葉や脳の尾側部は、エンドキャストには一般的に反

映されず、本標本でもその形態的特徴を知ることができない。	 

	 近年、イグアノドンやマンテリサウルス、基盤的な鳥脚類である

テノントサウルスなどで CT スキャニングによるデジタルでのエン

ドキャストの復元が試みられているが、本標本ほど、詳細に復元で

きたものはない。したがって、本研究は、ハドロサウルス類以外の

イグアノドン類の脳形態を知る上では重要であり、基本的な脳およ

び古神経学的情報を提供するものであると言える。	 

———————————————————————————— 
1Reconstruction	 of	 the	 Iguanodontian	 Brain.	 2Masateru	 Shibata	 

(Inst.of	 Dino.	 Res.	 Fukui	 Pref.	 Univ./	 Fukui	 Pref.	 Dino.	 Museum),	 
3Soichiro	 Kawabe	 (Gifu	 Pref.	 Museum),4	 Pratueng	 Jintasakul	 

(Northeastern	 Research	 Institute	 of	 Petrified	 Wood	 and	 Mineral	 

Resources,	 Nakhon	 Ratchasima	 Rajabhat	 Univ.	 Thailand),5Yoichi	 

Azuma	 and	 6Kazunori	 Miyata	 (Inst.of	 Dino.	 Res.	 Fukui	 Pref.	 Univ.	 

/	 Fukui	 Pref.	 Dino.	 Museum)	 
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福井県勝山市における第4次恐竜発掘調査で産出した足跡化石群1	 

築地祐太（広島大・理）2・東洋一（福井県大・恐竜研）3・	 

白石史人（広島大・理）4	 

	 

	 福井県勝山市北谷には下部白亜系手取層群北谷層が分布しており,	 

1989 年から断続的な発掘調査が行われている.	 この発掘現場から

は恐竜などの足跡化石が豊富に産出しており,	 これまで獣脚類,	 竜

脚類および鳥脚類といった恐竜の足跡化石に加え,	 翼竜類や鳥類,	 

小型爬虫類などの足跡化石が報告または記載されている（Azuma,	 

2003;	 Lee	 et	 al.,	 2010など）.	 本研究では,	 2013年から始まった

第4次発掘調査において産出した足跡化石群について報告する.	 	 

	 第4次発掘調査で確認された足跡化石層準は少なくとも7層準（a

〜g 層準）が存在しており,	 足跡はいずれも砂岩泥岩互層から産出

している.	 a および b 層準からは竜脚類の前足と後足の揃った足跡

化石が 2 点,	 獣脚類の足跡化石 1 点が産出した.	 c 層準からは行跡

を含む多数の小型獣脚類の足跡化石が植物化石とともに産出した.	 

d 層準からは無数の翼竜類を含む小型爬虫類の足跡化石が産出した.	 

e層準からは3×7	 mの範囲の漣痕などの堆積構造が認められる地層

面上に,	 獣脚類の足跡化石 6 点と鳥脚類の足跡化石 4 点を含む 24

個の足跡化石が産出した.	 f 層準からは鳥脚類の足跡化石 1 点とア

ンキロサウルス類の前足の足跡化石 1 点が産出した.	 g 層準からは

獣脚類の足跡化石1点と鳥脚類の足跡化石2点が産出した.	 

	 

———————————————————————————— 
1Footprints	 of	 the	 4th	 Dinosaur	 Excavation	 Project	 in	 Katsuyama	 

City,	 Fukui	 Prefecture	  
2Yuta	 Tsukiji	 (Hiroshima	 Univ.),	 3Yoichi	 Azuma	 (Inst.	 Dino.	 Res.,	 

Fukui	 Pref.	 Univ.),	 4Fumito	 Shiraishi	 (Hiroshima	 Univ.) 
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胃石の形状に基づいた主竜類の食性推定方法の構築

高崎竜司（北大・理）・小林快次（北大・博）

現生鳥類において 胃石は食物の磨り潰しを補助することが知ら

れている。また，これまで非鳥類型恐竜類において，胃石を持つ事

は植物食性を示唆する強力な証拠とされてきた．その一方で，肉食

性とされる恐竜類からも胃石は報告されており，胃石を持つ事は必

ずしも植物食性を反映しない．そこで本研究は，現生種における食

性と胃石の形状の関連性に着目した分析を行い，新しい食性推定方

法を構築した．また，この手法を非鳥類型恐竜類に応用し，その食

性を推定した．

現生ワニ類 種 個体と植物食性及び魚食性の現生鳥類 種

個体を解剖し， 個体から胃石を回収した．胃石の形状（円形度）

を質的方法で 段階に評価し，加えて画像解析ソフト を用い

て定量的な評価を行った．質的手法で得られた胃石の円形度の比率

にはクラスター解析を，量的手法から得られた指標には主成分分析

を行った．解析の結果，食性毎に胃石の形状に有意な違い（ ）

が存在する事が明らかとなった．植物食性鳥類では胃石の円形度が

高く，魚食性鳥類及び魚食性ワニ類では尖った円形度の低い胃石を

持つ．肉食性のワニ類の胃石は，その中間程度の円形度の胃石を持

っていた．魚食性ワニ類インドガビアル属が．魚食性鳥類と同程度

の円形度の胃石を持つ事は，系統関係では無く食性の違いを表すこ

とを示唆する．

本研究によって構築された手法が，非鳥類型恐竜類で応用可能か

確かめるため，獣脚類シノオルニトミムス の胃石

の形状を評価し解析に加えた．解析の結果，シノオルニトミムスの

胃石は非常に円形度が高く，植物食性鳥類に近似した形状を持つ事

が判明した．シノオルニトミムスは多くの骨学的特徴から植物食性

である事が強く示唆されており，この解析結果と整合的である．故

に，本研究で構築された食性推定方法は化石主竜類にも適用可能だ

と言える．本研究で構築された手法は，骨学的特徴や同位体などと

いった食性推定とは独立した方法として有効であると思われる．  
———————————————————————————— 
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岐阜県の中新統瑞浪層群で発見されたエオミス科齧歯類の新属1	 

木村由莉（科博・地学）2・冨田幸光（科博・地学）3・安野敏勝（福

井高専）4	 

	 

	 エオミス類は始新世から鮮新世まで生息した小型の齧歯類で，現

生のヤマネ類のように森林に生息していたと考えられている．アジ

アでエオミス類が最初に報告されたのは 1991 年と比較的最近のこ
とで，ヨーロッパと北アメリカを地理的につなぐ地域として東アジ

アに注目が集まった． 
	 日本では，岐阜県可児市土田の瑞浪層群中村累層上部からエオミ

ス類の臼歯化石が報告されている．この第一大臼歯は歯根が 4つあ
り，entoconidが後方のposterolophidではなく前方に位置するposterior 
ectolophid に繋がるというエオミス類には珍しい形態をしているこ
とから，Pseudotheridomys属の一種であると報告がなされたが， 詳
細な同定を行うことはできなかった．近年，モンゴルおよび内モン

ゴルの中新統堆積物からエオミス類の化石が多量に発見され，アジ

アのエオミス類の知識が飛躍的に向上した．その結果，今まで

Pseudotheridomys 属と同定されていたアジア産の化石は，実は東ア
ジアの固有属Asianeomysであることがわかった．これらの相次ぐ発

見によって，上顎歯の形態が不明のままでも，可児標本を精査する

ことが可能となった． 
	 これまでに記載されているエオミス類の中で最も近似した形態を

持つ内モンゴルの Asianeomys fahlbuschi と直接比較することで，可
児標本は，ほぼ同時代に生息していたAsianeomys属よりも原始的な
特徴を保有する別の東アジア固有の新属であることが明らかとなっ

た．可児標本の年代は，古地磁気および K-Ar 年代の研究から約
18.5Ma と推定されている（ヨーロッパ哺乳類年代のMN３に対比）．
同時代の本州中部は，ユーラシア大陸の周縁部に位置し，大陸とは

完全に分離していなかったと考えられているが，エオミス類のよう

な小型哺乳類にとっては，属レベルで内陸から独立した進化を行え

る森林環境が存在していたと推定される． 
———————————————————————————— 
1Preliminary report on a new eomyid genus from the Miocene Mizunami 
Group of Gifu, central Japan.  
2Yuri Kimura (National Museum of Nature and Science), 3Yukimitsu 
Tomida (National Museum of Nature and Science), 4Yoshikatsu Yasuno 
(Fukui City, Fukui) 
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ミャンマー中部始新統ポンダウン層から産出した純肉食適応形態を

示すヒエノドン目の新属（Hyaenodontia, Mammalia）1 

江木直子（京大・霊長研）2・鍔本武久（愛媛大・理）3・ 

ジンマウンマウンテイン（Kalay大・地質）4・タウンタイ 

（Mandalay大・地質）5・高井正成（京大・霊長研）6 

 

 ヒエノドン類は新生代前半に存在した数十の属を含む肉食性哺乳

類グループで，肉歯目の１科とされていたが，近年の研究では

Hyaenodontiaという独立の目に扱われるようになった。本研究では，

ミャンマー中部始新統ポンダウン層から産出したヒエノドン類の新

属を報告し，その古生物地理学的な意義を考察した。 

 新属の標本は，２個の大臼歯（M2-3か M1-2）がついた下顎片で，最

終大臼歯の２つが裂肉歯であることから，ヒエノドン類であると同

定できる。trigonidではmetaconid が失われ，talonidは減少し，

純肉食化（hypercarnivory）の適応が見られる。純肉食化は他の亜

科でも見られるが，新属は，頬舌方向に薄く，前後方向に裂肉刃が

走行する点で Hyainailourinae とは異なり，talonid に３つの咬頭

が保持され，trigonid の２咬頭の長さがほぼ同じという点で

Hyaenodontinaeと異なる。また，新属はこれらの亜科での最小サイ

ズ程度の小型の動物である。新属は既存のヒエノドン類とは独立に

純肉食に特殊化した近縁属不明の系統群と考えられる。 

 ポンダウン層からは，これまでに５属のヒエノドン類の存在が報

告され，そのうち４属はポンダウン層固有属で，インド亜大陸始新

統から産出する２属とともに，Indohyaenodontinaeに含まれる。こ

れらでは，臼歯は水平に擦り減り，剪断よりも破砕に使われた歯と

なっていて，新属に見られる純肉食化とは異なる。残る１属は非常

に大型で南中国など他の産出地からも知られ，その系統分類には

Hyainailourinaeに含める説と，特殊化したIndohyaenodontinaeと

する説がある。後者の説では，ポンダウン地域へのヒエノドン類は

１系統１回の拡散で説明される。しかし，今回の新属はこれらどち

らの亜科にも属さないことから，東南アジア地域のヒエノドン類の

起源として，複数の系統による移入があったことが示された。 

————————————————————————————
1A new hypercarnivorous hyaenodonts (Mammalia) from the Middle 

Eocene Pondaung Formation of Myanmar
2Naoko Egi (Kyoto Univ.), 3Takehisa Tsubamoto (Ehime Univ.), 
4Zin-Maung-Maung-Thein (Kalay Univ.), 5Thaung-Htike (Mandalay 

Univ.), 6Masanaru Takai (Kyoto Univ.) 
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哺乳類に見られる尾筋肉系の進化的考察 1 
石塚麻奈（東大・理）2・對比地孝亘（東大・理）3 

 

四肢動物における姿勢や運動様式の進化的変化についての議論に

おいては、基盤的有羊膜類の這い歩きにおいて後肢の主要な伸展筋 

である後肢と尾を繋ぐ m.caudifemoralis(以下 cf)が注目されてい

る。Gatesy & Dial (1996)によれば、基盤的爬虫類において後肢と

尾はcfによる強固な運動的連動性を持った1つのモジュールであっ

たが、鳥類の進化過程においては cfの縮小化によってこの連動性が

乖離し、新たな尾の運動機能の獲得につながったとされる。歩行に

尾を用いない哺乳類においても、トカゲのような這い歩きを原始的

形質として仮定した場合、進化の過程で後肢-尾系に同様な乖離的変

化を起こしていると考えられる。これを検証するため、本研究では

哺乳類 6種とトカゲ類 3種を用いて後肢-尾系の網羅的解剖を行い、

加えて文献調査による筋系の形態データを得た。 

 トカゲ類では尾椎と大腿骨を繋ぐ筋は cfのみであるが、哺乳類に

おいては cfを含め 4つの筋が特定された。これらの尾-大腿筋群は

トカゲ類における相同筋と比較して付着位置が大きく異なり、特に

cfの後肢を伸展する作用は減少している。哺乳類では坐骨と大腿骨

を繋ぐ筋群が発達して歩行に使われており、尾-大腿筋群はこれらの

筋群に類似した作用ベクトルをもつように変化している。また、尾-

大腿筋群は哺乳類の内部において、その有無・付着位置・形態など

の形質状態が多様であり、近縁種間を比較しても形質が一致しない

ことが判明した。これは哺乳類全体が Bever et al.(2011)の"zones 

of variability"の段階にあることを示している可能性がある。すな

わちこれらの筋群はかつて哺乳類の祖先形質であったものが、現在

は哺乳類全体から失われる過渡期にあり、その様子が各分類群にお

ける多様な形質状態として観察されていると推測できる。 

 さらに哺乳類の尾の中軸筋群は、主に尾を側方に曲げる作用のみ

を持つトカゲ類の筋と大きく異なり、筋が矢状面に対して斜めに配

向することによって尾をねじる・上下に曲げるといった自由度の高

い運動を可能にしていると考えられる。このことから、哺乳類の進

化過程においても尾の機能と運動姿勢は連動して変化し、後肢と尾

の機能的乖離と尾の運動機能の向上は関連している可能性がある。 

———————————————————————————— 
1 Evolutionary changes in the caudal musculature from basal 

amniotes to mammals 
2Mana Ishitsuka & 3Takanobu Tsuihiji (Univ. of Tokyo) 
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山口県美祢市の中部更新統から産出したニッポンサイ	 

（奇蹄目，サイ科）の分類学的再検討1	 

半田直人（信州新町化石博物館）2・	 

Luca	 Pandolfi（Rome	 Tre	 University）3	 

	 

	 	 Various	 terrestrial	 mammal	 fossils	 have	 been	 found	 from	 the	 

Pleistocene	 deposits	 in	 Japan.	 Of	 these,	 rhinocerotid	 fossils	 

were	 discovered	 from	 the	 central	 and	 western	 Japan.	 For	 example,	 

Shikama	 et	 al.	 (1967)	 described	 Dicerorhinus	 nipponicus	 from	 the	 

middle	 Pleistocene	 in	 Mine	 City,	 Yamaguchi	 Prefecture.	 

	 	 In	 the	 last	 decades,	 taxonomic	 revision	 of	 European	 and	 

northern	 Asian	 Plio-Pleistocene	 rhinocerotid	 has	 been	 conducted	 

and	 almost	 the	 fossil	 species	 identified	 as	 the	 Dicerorhinus	 has	 

been	 assigned	 to	 Stephanorhinus.	 In	 Japan,	 several	 researchers	 

also	 pointed	 out	 that	 D.	 nipponicus	 compared	 to	 genus	 

Stephanorhinus.	 However,	 detailed	 comparisons	 have	 not	 been	 

undertaken	 since	 the	 early	 description.	 Here,	 we	 re-describe	 the	 

holotype	 of	 D.	 nipponicus	 and	 discuss	 its	 taxonomic	 affinities.	 

	 	 The	 specimen	 of	 D.	 nipponicus	 shows	 the	 following	 diagnostic	 

features	 of	 Stephanorhinus:	 absence	 of	 P1,	 absence	 of	 metacone	 

fold	 on	 P3	 and	 P4,	 presence	 of	 crochet	 on	 the	 cheek	 teeth,	 

presence	 of	 a	 crista	 on	 the	 molars,	 absence	 of	 medifossette	 on	 

the	 cheek	 teeth,	 triangular	 shaped	 M3.	 The	 studied	 specimen	 

belongs	 to	 an	 adult	 individual	 in	 dead	 based	 on	 the	 tooth	 

eruption	 and	 wear	 stage.	 The	 tooth	 morphology	 also	 suggests	 that	 

this	 specimen	 probably	 belongs	 to	 browsing	 species.	 In	 Japan,	 

records	 of	 the	 Pleistocene	 rhinoceroses	 seem	 to	 be	 almost	 all	 

referred	 to	 the	 middle	 Pleistocene.	 The	 present	 study	 supports	 

the	 hypothesis	 of	 a	 dispersal	 of	 Stephanorhinus	 towards	 Japan	 

during	 the	 middle	 Pleistocene	 as	 noted	 by	 previous	 studies.	 

	 	 The	 study	 was	 partly	 supported	 by	 funding	 from	 the	 Nagano	 

Society	 for	 the	 Promotion	 of	 Science,	 Japan.	 

	 

———————————————————————————— 
1Taxonomic	 revision	 of	 Dicerorhinus	 nipponicus	 (Perissodactyla,	 

Rhinocerotidae)	 from	 the	 middle	 Pleistocene	 in	 Mine	 City,	 

Yamaguchi	 Prefecture.	 2Naoto	 Handa	 (Shinshushinmachi	 Fossil	 

Museum),	 3Luca	 Pandolfi	 (Roma	 Tre	 University) 
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Early niche partitioning in mysticete evolution: A gigantic 
toothed mysticete from the Oligocene of Hokkaido, Japan1

ANDO, Tatsuro (Ashoro Museum of Paleontology)2・TSAI, Cheng-Hsiu 
(National Museum of Nature and Science )3

  The Aetiocetidae is a family of archaic mysticetes bearing functional 
teeth possibly with primitive baleen, and is morphologically transitional 
between archaic toothed Cetacea and baleen whales. A specimen of 
gigantic aetiocetid from the late Oligocene Morawan Formation, Ashoro, 
Japan revises our understanding on the early evolution of the archaic 
mysticetes. The specimen, AMP 9, comprises a left squamosal and an 
associated disarticulated periotic. The gigantic size of the zygomatic process 
of the squamosal implies a large body size (c.a. 8 m), compared to the 
zygomatic process of other aetiocetids. All other reported aetiocetids are 
small, about 3-4 m. The zygomatic process of squamosal of AMP 9 is 
nearly identical with that of Morawanocetus yabukii, the holotype and only 
described specimen of the genus: the process is mediolaterally thin and 
expands dorsoventrally in the middle; the anterior tip tapers rapidly; and the 
dorsal margin is twisted dorsomedially. These features distinguish AMP 9 

from Aetiocetus spp., Ashorocetus eguchii, and Chonecetus spp. The 
periotic of AMP 9 reveals structures that are otherwise poorly known in 
aetiocetids. On the anterior process, the anterior keel curves 
posteromedially from the anterodorsal angle to anteroventral angle, with the 
anteroventral angle situating at the mid-point of the anterior margin of the 
periotic and being gently rounded, and pointing anteriorly. The dorsal crest 
is virtually horizontal on the dorsolateral margin of the periotic. The mallear 
fossa is excavated with a well-defined margin. The posterior process is not 
fused with the posterior process of the tympanic bulla. Niche partitioning 
has long been considered as a fundamental part of speciation and difference 
in body size is a straightforward proxy for ecology and niche partitioning. 
The large body size of AMP 9 implies a different niche from small-skulled 
contemporaneous aetiocetids. The disparate body size in aetiocetids 
suggested by AMP 9 indicates a wider range of ecological niches than 
previously expected for Oligocene toothed mysticetes. 
————————————————————————————
1 北海道足寄町より産出した大型のアエティオケトゥス科クジラに

より示唆される初期ヒゲクジラ類のニッチ分割
2安藤達郎（足寄動物化石博物館），3蔡政修（国立科学博物館）
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追加標本によって明らかになってきたヌマタネズミイルカ1	 

田中嘉寛（沼田町化石館）2・一島啓人（福井県立恐竜博物館）3	 

	 

	 1985年，北海道，沼田町を流れる幌新太刀別川河床からほぼ全身

が関節した状態で発掘されたヌマタネズミイルカ（沼田町化石館標

本：NFL7）は，新属新種	 Numataphocoena	 yamashitai	 として一島・

木村によって2000年に記載された．それ以来，タイプ標本の一個体

が知られるのみだったが，新たな研究が２点の追加標本を用いて行

われ，ヌマタネズミイルカに対する新知見が得られつつある．二つ

の標本とも，タイプ標本と同様，幌新太刀別川の 幌加尾白利加層上

部（下部鮮新統）で発見された． 
	 追加標本NFL 2617 は右耳周骨でタイプ標本よりやや小さく若い

個体であると推定され，化石種ヌマタネズミイルカの個体発生を考

えさせてくれる．非常に太くて短い anterior process をもつことから

ヌマタネズミイルカと同定した．Kasuya (1973)によってマイルカ科

の成長変異が議論されており，それによると the posterior process の
長さは成長に伴って伸長する．NFL 2617 はタイプ標本に比べて

posterior process の発達が弱く，前後長は 90%ほどである．両者を比

較するとタイプ標本はより内側に膨らんだ anterior process，より深い

anterior incisure，より丸く膨らんだ pars cochlearis を持っている．タ

イプ標本は成熟した個体であることが知られており，かつて示唆さ

れた当該種の識別形質は成長差によるものであることが，現生ネズ

ミイルカの比較に基づいて明らかになった． 
	 追加標本NFL 2074 は主に左半分を残す頭蓋で，タイプ標本では

変形の可能性を疑われた dorsal opening of the infraorbital foramen の後

ろの段差が確認され，これが当該種の識別形質であることが明らか

になった．本研究では初めてヌマタネズミイルカの系統解析を行っ

た．形質に重み付けしない解析の結果，ヌマタネズミイルカは北海

道から見つかっている６種のうち，最も現生のネズミイルカに近く

分岐した．一方で，implied weighting analysis の結果，ほとんどの北

海道産ネズミイルカは一つの大きなグループを組み，ヌマタネズミ

イルカはその内部でHaborophocoena minutusと単系統を組んだ．新

たな標本の発見によって，新しいことがわかりつつある． 
 
————————————————————————————	 
1New	 findings	 on	 Numataphocoena	 yamashitai	 based	 on	 additional	 

materials.	 2Yoshihiro	 Tanaka	 (Numata	 Fossil	 Museum),	 3Hiroto	 

Ichishima	 (Fukui	 Prefectural	 Dinosaur	 Museum)	 
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京都府宇治田原町の中新統綴喜層群より発見された	 

鰭脚類のものである可能性が高い	 coprolite（糞石）	 

松岡廣繁1・馬越仁志2・石橋隆3・高谷真樹1・丸山啓志1・大野照文4	 

（1:京大・理・地鉱;	 2:宇治市;	 3:益富地学会館;	 4:京大総博）	 

	 京都府南部の宇治田原町にはいわゆる第一瀬戸内期の海成層である

綴喜層群が分布する．現在同町大山田において国道のバイパス化工事が

進行しており，発表者らは地質学的・古生物学的研究を進めている．中

でも今後重要になるものとして，馬越の発見に端を発したイルカ類の骨

格化石の研究があり，これは地域の自然史教育・啓発にも活躍している． 
	 ここに報告するのは，イルカ化石と同産地（層準は異なる）から発見

された一つの糞石coproliteである．採取時すでに半分が紛失していたノ
ジュールの核となっていた．ノジュール断面における糞石の断面は，い

びつな長円形で，長径36 mm，短径26 mm．褐色で，塊状であるが骨
片を多数内包するのが認められる．ノジュールの形状から，糞体は原長

10 cm以下位で，枕ないし紡錘型のものであったと推察される． 
	 薄片を作成し内部組織を観察すると，多数の魚類の骨片が確認できる．

骨片は表層が滑らかに失われている．基質部分はオープンニコル下で明

色 の部分と暗色の部分が細かくモザイク状に接する独特の組織を示す．
また基質部分を粉末にしX線結晶構造解析にかけると，水酸燐灰石であ

ることが判明した．こうした特徴から，糞石と同定した． 
	 内包される魚骨のうち，脊椎骨は薄片下でも形状が把握しやすい．脊

椎骨で見ると，明らかに大きさの違う複数種が食べられており，推定体

長10 cm程度の小型種から，最大のものは同20-30 cmあったと考えら
れる． 
	 この糞石の“落とし主”は誰であろうか？	 これまでのところ当地で

発見されている大型脊椎動物には，イルカと，サメ類（アオザメ属・メ

ジロザメ属）がある．しかしながら，イルカ類の（少なくとも現生種の）

糞は液体状で全く可能性がないし，螺旋状となるサメ類の糞にも該当し

ない． 
	 この糞石はおそらく鰭脚類のものであると考えられる．オットセイの

糞の観察では，基質中に魚骨や耳石が多数内包される．糞を硬化させ薄

片を作成して組織を観察すると，化石と同様の特徴を示す． 
	 鰭脚類の糞石は世界的に報告例がない．そもそも新生界からの糞石の

報告例自体少なく，この糞石は当時の生態系の貴重な「のぞき窓」である． 
———————————————————————————— 
A possible pinniped coprolite from the Miocene of Ujitawara, Kyoto. 
By Hiroshige Matsuoka, Hitoshi Umakoshi, Takashi Ishibashi, Masaki 
Takaya, Satoshi Maruyama, and Terufumi Ohno. 
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線 装置によるムカシマンモスゾウ臼歯の観察

高橋啓一（琵琶湖博物館）・馬場理香（日立中央研）

北川博道（埼玉自然の博物館）

線 装置を用いた長鼻類の臼歯化石の観察について，その試行

初期の成果は国際マンモス会議（ ），古生物学会第 回例会

（ ）において発表した．その後，各地の標本所蔵施設の協力を

得てデータの集積を行ってきたが，ムカシマンモスゾウ（

）について，ある程度標本数が増加してきたこと

から，これまで把握できた特徴について報告する．

現在までのところ， 撮影を試みたムカシマンモスゾウの臼歯化

石は 標本である．このうち， 標本において形態観察ができる画

像が得られた．観察の結果得られた特徴は次のとおりである．

①エナメル輪の近心部と遠心部は平行に近く，エナメル輪中央部

のふくらみは不明瞭である．②側裂溝はあまり明瞭でないものが多

い．見られる場合には，咬合面側ではかなり側方にあるが，歯根側

に進むにしたがいやや中央部に位置するようになり，咬板の高さの

中央部におけるエナメル輪の側方部と中央部の比率は 程度で

ある．これらの傾向は，ユーラシア大陸で産出しているトロゴンテ

リィゾウ（ ）の臼歯とは異なる特徴を持っており，

臼歯の大きさや下顎骨の形態と合せて考えるとムカシマンモスゾ

ウは大陸のトロゴンテリィゾウとは別種として扱うのが妥当と考

えられる．

また，良好な画像が得られた長野県佐久市産の上顎第 大臼歯に

ついて，再構成画像上で計測をおこなった結果，ほとんどの値は，

この標本を記載した近藤ほか（ ）と大差なかったが，マンモス

系列の種において分類上重要なエナメル厚については，咬合面で計

測した近藤ほか（ ）の値よりも大きい値が得られた．これは近

藤ほか（ ）の値が，ノギスを使用して咬合面でエナメル厚を計

測した際に実際の値よりも小さくなる傾向が表れた結果と考えら

れ，再構成画像上での計測が有効であることが示された．

———————————————————————————— 
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東南アジアの初期ウシ族 Selenoportaxと	 

Pachyportaxの分類学的・層序学的再検討1	 

西岡佑一郎（阪大・博）2・高井正成（京大・霊長研）3・	 

江木直子（京大・霊長研）4・鍔本武久（愛媛大・理工）5	 

	 

	 現生ウシ族（Bovini）の祖先とされる Selenoportax と Pachyportax
は，インド亜大陸の新第三系シワリク層から産出している

S. vexillarius（約 11.2.9.0 Ma）を最古の種とし，同地層から見つかっ
ている S. falconeri（約 9.5.8.9 Ma）， S. (or P.) giganteus（約 7.9.7.3 Ma），
P. latidens（約 8.0.5.8 Ma）を含む． 
	 最近の我々の調査では，シワリク層とほぼ同年代のミャンマー中

部イラワジ層とタイ東北部の新第三系から Selenoportax と
Pachyportaxの化石を多く発見した．これら東南アジア産の化石標本
を用いて頭骨形態の種内変異と種間差を観察したところ，その分類

と層序分布に関して新知見を得たので報告する． 
	 東南アジア産の Selenoportax・Pachyportax 化石はシワリク層から
報告されている 4種全てを含み，またミャンマー（イラワジ層）と
タイの化石群集は一致している．SelenoportaxとPachyportaxの差は
明確で，それぞれの角突起側面の凸部が外側か内側かで区別できる．

また，Selenopotax は Pachyportax に対して角突起基部の近心稜線が
内側に寄るため角の放射角度が大きく開き，これに伴って前頭-頭頂
骨上の形質（眼窩上孔，後角窩，側頭稜線など）が異なる．その他，

基後頭骨や臼歯にも若干の形態差が観察された． 
	 結果として，Selenoportaxの化石は小型の S. vexillariusと大型の
S. falconeri，Pachyportaxの化石は小型の P. latidensと大型の
S. giganteusに同定された．しかし，S. vexillariusと S. falconeri，およ
びP. latidensと S. giganteusはサイズ差を除き 2種間で頭骨（とくに
角）の形態が一致しているため，それぞれ種内変異の可能性もある．

この場合，シワリク層では 9.0.8.0Ma 前後で Selenoportax から
Pachyportaxに入れ替わるため，東南アジアでも同時期に初期ウシ族
の種交代があった可能性を示唆する． 
———————————————————————————— 
1Taxonomic and stratigraphic revisions on early bovins, 
Selenoportax and Pachyportax, from Southeast Asia 
2Yuichiro Nishioka (Osaka Univ.), 3Masanaru Takai (Kyoto Univ.), 
4Naoko Egi (Kyoto Univ.), 5Takehisa Tsubamoto (Ehime Univ.) 
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非造礁性六射サンゴの紫外線吸収物質の特性 1

平井もも・江﨑洋一・品田哲郎・竹中大輝（大阪市大・院理）2・

千徳明日香（京大・学振 ）3

 
太陽光の下で生活する生物は，強力な紫外線から身を守る仕組み

を備えている．海洋生物の一部は，マイコスポリン様アミノ酸

（MAAs）と呼ばれる紫外線吸収物質を有し，紫外線からの防御に

利用している（Hujitani et al., 2003）．MAAs は造礁性サンゴにも含ま

れていることが報告されている（Shick and Dunlap, 2002）．今回，紫

外線防御という観点からの研究が進んでいない非造礁性サンゴ（主

にキサンゴ科）に注目し，紫外線吸収物質の含有量と分子構造を検

討した． 
非造礁性キサンゴとして，Tubastraea coccinea，Dendrophyllia 

arbuscula，Tubastraea micrantha などを検討試料に用いた．比較対象

として，造礁性キサンゴの Turbinaria peltata や Duncanopsammia 
axifuga も用いた．サンゴを凍結乾燥後，粉砕物をメタノールで抽出

し，紫外可視吸収スペクトル測定を行った．次に，サンゴ 1g あたり

の紫外線吸収量を比較した．その結果，非造礁性サンゴは造礁性サ

ンゴに比べ，紫外領域（200nm～380nm）において 16.4～39.6 倍高い

値を示し，スペクトルパターンにも顕著な違いが見られた．紫外線

吸収に関わる分子を同定するために，抽出物の分離精製を試みた．

各抽出物を薄層クロマトグラフィーで分析したところ，複数の化合

物の存在が確認できた．現在までに，T. coccinea からは，チロシン

類縁体，Aplysinopsin 型化合物（Okuda et al., 1982）ならびに，アス

タキサンチン類などのカロテノイド類が確認できた．しかし，これ

ら化合物は必ずしもすべてのサンゴに含まれているわけではなく，

生息場所等によっても，化合物の含有量と種類が異なっていた． 
現在，紫外線吸収物質の特定と生息環境による含有量と分子構造

の違いを検討している．本発表では，これまでの知見をもとにサン

ゴと光吸収に関する地球生物学的な意義について議論する． 
———————————————————————————————————————————————————————————— 
1Characteristics of the UV-absorbing substances in azooxanthellate 
Scleractinia 
2Momo Hirai, Yoichi Ezaki, Teturou Shinada, Daiki Takenaka (Osaka City 
Univ.) , 3Asuka Sentoku (Kyoto Univ., JSPS) 
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キサンゴ科群体サンゴにおける個体間干渉の解析

大野理恵 大阪市大・院 ・千徳明日香（京大・学振ＰＤ）・

升本眞二 大阪市大・院 ・江﨑洋一 大阪市大・院

サンゴの群体形態と環境との関係に関する知見は，サンゴ化石を

用いた古環境復元において非常に有用である．サンゴ群体は，群体

内の各個体が成長し，出芽や分裂により個体を増やすことで成長す

る．各個体の位置関係が変化すると，個体間での干渉の状況も変化

する．個体間干渉は各個体の採餌効率や個体が成長可能なスペース

等に関わる要素であり，群体の成長に大きく影響する． 
本研究では，サンゴ自体が有するパラメータのみから群体の形成

過程を再現するプログラム『Coral Simulator』（大野，2011）を用い，
樹状と塊状の 2種類の群体形態を作成した．その後，群体の形状や
個体数等の時間変化や，個体が衝突し，成長を止めたタイミングを

調べた．また，個体が作用し影響を及ぼす範囲を「テリトリー」と

定義し，成長に伴う群体のテリトリーの形状及び体積変化の追跡も

行った． 
塊状形態では群体の形成初期から個体間の距離が近く，テリトリ

ーの重複は樹状形態に比べ大きい．しかし，群体が成長しても個体

あたりのテリトリー体積は大きく変化しない．さらに，塊状形態で

は，大きく成長した個体は他個体によって成長を妨げられることが

少ない．一方，樹状形態では，群体の形成初期では個体間の距離が

離れており，テリトリーの重複も塊状形態に比べ小さい．しかし，

個体数の増加とともに，テリトリーの重複が大きくなり，大きく成

長した個体が他の個体に衝突するようになる．樹状の群体形態をと

るキサンゴ科サンゴDendrophyllia arbusculaでは，第 3側枝以上の個
体を有する群体は稀である．これは，個体数の増加を抑制すること

で，樹状形態における前述の不利な状況を回避していることが原因

だと考えられる． 
今後，さらに多様な群体形態について，成長に伴う群体内の個体

間干渉の変化を解析する予定である． 
 

———————————————————————————— 
1The analysis of the interference between corallites in the colonial 
Dendrophylliidae. 
2Rie OHNO, Shinji MASUMOTO, and Yoichi EZAKI (Osaka City 
University), 3Asuka SENTOKU (Kyoto University) 
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下部白亜系宮古層群から産出したコケムシ化石 1 

浦川良太 2・小松俊文（熊大・自）3Matthew H. Dick (北海道大・理)4 

 

 下部白亜系宮古層群は，岩手県の沿岸に点在し，非海成～浅海成

の堆積物を主体とする．宮古層群からは，様々な保存様態の良い海

生動物化石が多産し，露頭状態も良いことから，日本の下部白亜系

上部の模式的な層序として，古くから地質学や古生物学分野の研究

が行われてきた．しかし，大型化石の研究は，数多くなされている

ものの，付着性生物などの化石については研究がされてこなかった．

本研究では，近年になって研究が進んだ日本産の白亜紀のコケムシ

化石と比較を行なう目的で，宮古層群のコケムシ化石を調べた． 

摸式地である田野畑地域周辺には，下位より宮古層群の羅賀層，

田野畑層，平井賀層，明戸層が分布している．コケムシ化石は，上

部アプチアン階田野畑層上部の砂質泥岩と上部アプチアン階平井賀

層下部の石灰質砂岩から産出した．採取したコケムシのコロニーは，

6 個体で，0.5～2 ㎝程度であり，二枚貝の Pterotrigonia 
hokkaidoanaや Anthonya sp. ，巻貝の Gyrodes munitusの殻表面を
被覆していた．これらのコケムシ化石は，カイロストマータ類から

なるが，保存状態が悪く，同定できたのは Charixa? sp.のみである．

Charixa? sp.は，石灰質の表壁が発達しないアナスカ型で楕円形の
個虫（約 380～520μｍ）からなり，鳥頭体や卵室などを伴わない被

覆型で網目状のコロニーを形成する．Charixa は上部アルビアン階
～下部セノマニアン階の御所浦層群や上部白亜系カンパニアン階の

姫浦層群から報告されているが（Dick et al., 2014; Sakamoto et al.，

2015），細長い空個虫が見られることや個虫の末端にとげの痕跡が

見られるなどの特徴が宮古層群産の種と異なる． 

なお，田野畑地域から産出したコケムシ化石は，白亜紀の環太平

洋北西地域のカイロストマータ類としては最古のものである． 

 

Dick et al., 2014, Journal of Systematic Palaeontology, vol. 12, 
p. 401-425. 

Sakamoto et al., 2015, Abstracts with Programs, The 2015 Annual 

Meeting, The Paleontological Society of Japan. P. 46. 

———————————————————————————— 
1Bryozoan fossils of the Lower Cretaceous Miyako group, Miyako 

Prefecture. 
2Ryota Urakawa (Kumamoto Univ.), 3Toshifumi Komatsu (Kumamoto 

Univ.), 4Matthew H. Dick (Hokkaido Univ.) 
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高速遊泳性三葉虫Hypodicranotus striatulusのhypostome：なぜ進化的

鍵革新形質になり損ねたのか 1 

 

大友翔平・阿部貴洋・大森康智・鈴木雄太郎（静大・理）2・椎野勇

太（新潟大・自）3・桑水流理（福井大・工）4 

 

 ハイポディクラノータス三葉虫は，腹側の体躯向軸域がハイポストーマ

で尾部まで覆われるといった，三葉虫として唯一無二の特異性を備

えていた．ハイポストーマの形状は，二叉の長い爪状突起が後側端よ

り後方へ伸長する．機能的には，整流・揚力誘起であり，これがハ

イポディクラノータスの高速遊泳性能の基盤となっていた．また，二

叉の長爪という形状的特徴が渦状の採餌流を自然発生させており，

機能重複も起きていた．動力性能の向上と採餌効率の省力化が両立

した革新的な形態進化であった一方で，このハイポストーマ形状は子

孫へ引き継がれることなく，また他系統での新規の獲得もなかった．

ハイポディクラノータス三葉虫の動物的特性は，この長爪ミートフォーク

形状のハイポストーマに高く依存していることから，進化的鍵革新形

質になり損なった要因がこのフォルムに隠されているのであろう．

そこでこのハイポストーマの形態測定および微細形態解析を行い，進

化的袋小路に追い込まれた要因を考察した． 

 爪状突起のサイズは優成長であった一方で［y = 1.31 x
1.33

 N = 22, r 

= 0.94, K = 2.45］,表面の稜線構造は三本のままであった．一方で稜

線の卓越する側部は，稜線が成長とともに増加することが明らかと

なった．これら二領域では，稜線の急斜面に感覚毛の存在を示す微

小窪みを確認できた．それぞれで窪みの形状や配置間隔が異なるこ

とから，異なる機械受容効果であったと示唆される．特に爪状突起

上の窪みの指向性をふまえると，動物体横方向の機械刺激受容に特

化していたことが伺える．これは，高速遊泳の制御に不可欠な横滑

り監視機構であったと結論づけられる． 

 工業分野において，動力性能の高度化にはその暴走を防ぐ監視制

御機構が不可欠である．三葉虫では，ハイポディクラノータスを派生し

たレモプレウリデス類以外では，高速遊泳時の状況監視と制御を連動

する神経機構が適切な外適応状態に至らなかったのであろう． 

———————————————————————————— 
1
Failed to be an evolutionary key innovation: functional morphology of 

hypostome in Hypodicranotus striatulus, a high performance swimmer 
2
Shohei Otomo, Takahiro Abe, Yasutomo Ohmori, Yutaro Suzuki (Shizuoka 

Univ.), 
3
Yuta Shiino (Niigata Univ.), 

4
Osamu Kuwazuru (Fukuoka Univ.) 
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軟泥底生三葉虫Nileus armadilloにおける体性感覚器の分布様式 1 

阿部貴洋・鈴木雄太郎（静大・理）2 

 

 生物は，外界と自己の内界を認識することで，あらゆる環境下で

生息している．体内外にとりまく刺激を感覚として変換する感覚器

は，刺激を効率よく収集できるような分布及び形態的特徴をもつ．

化石に残された感覚器の分布様式の解明は，絶滅動物の生命現象を

紐解く重要な足がかりとなる可能性を秘めている． そこで，本研究

では状態が良好な三葉虫N.armadilloをモデルとして，外骨格上の微
細構造の分布様式の網羅的な解明を試みた． 

 N.armadilloは，頭部・尾部それぞれの前後縁が，海底面に対して
半円状の開口域を形成する．腹側への骨格の折り返し(ダビュラー)

と水平面の位置関係に関して，頭部では向軸から背軸にかけて屹立

していく一方で，尾部ではほぼ変わらなかった．頭部骨格パーツの

１つである hypostomeは，仮想海底面に対しほぼ水平を保つ．また，
三葉虫全般で認められる稜線構造は，腹側ダビュラー及びhypostome
上で卓越し，背側では胸部 facet及び尾部縁辺で認められた．一方

で，背側の正中付近における平滑領域においては確認されなかった．

頭部ダビュラー上の稜線は，向軸領域で稜線同士の間隔が最も広く，

背軸方向へより狭くなり，胸節との接触部で最密であった．対して

尾部ダビュラーでは，向軸領域で最も密で，背軸方向へはほぼ等間

隔を保って遷移していく．hypostome 上の稜線は，横方向にほぼ均
一な間隔を保って配列するが，縁辺付近で収束する傾向を示す．背

腹の境界面上における稜線は，背腹をまたいでひとつなぎになるも

のと，境界面上の稜線の密度を一定に保つように新規的に挿入する

短いものが確認された．加えて，稜線及び平滑領域で感覚毛の存在

を示す多数の微小な窪みを確認した．窪みは，背側の平滑領域で一

様分布を示す一方で，稜線及び hypostome，骨格縁辺，背腹境界面
上において一定間隔を保ちながら一列に線状配列している． 

 産出記録から，還元的な淀んだ泥底に高い適応度を示したとされ

るN.armadilloにおいて，化石上に残された体性感覚器跡を手掛かり
に生態様式の議論考察を行った． 

 

———————————————————————————— 
1Distribution pattern of somatosensors in Nileus armadillo. 
2Takahiro Abe, Yutaro Suzuki (Shizuoka Univ.) 
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サンゴ化石から推定される沖縄島西岸域の完新世サンゴ礁環境1	 

善村夏実・浅海竜司・嶺井翔伍・本郷宙軌・藤田和彦（琉大・理）2	 

	 

———————————————————————————— 
1

 
2
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日本産白亜紀軟体動物化石表面の付着生物とその意義

御前明洋（北九州市立自然史・歴史博物館）

軟体動物化石には，しばしば，その殻表面に付着生物を伴うもの

があるが，日本産白亜紀軟体動物化石表面の付着生物についての報

告はあまり多くない．国内の白亜系における調査の結果，付着生物

に注意しながら，採集，クリーニングを行うことにより，軟体動物

の殻表面に比較的頻繁に付着生物が見つかることが分かった．本講

演では、その意義について述べる． 
国内の海成白亜系での調査の結果，蝦夷層群，宮古層群，和泉層

群，物部川層群，外和泉層群，大野川層群，御所浦層群，姫浦層群

などで，イノセラムス類をはじめとする二枚貝類や，巻貝類，オウ

ムガイ類やアンモノイド類などの頭足類の殻表面に付着したサンゴ

類，コケムシ類，カンザシゴカイ類，二枚貝類などの化石を採集し

た．また，既存博物館標本の白亜紀軟体動物化石にも付着生物が多

数確認された．このことは，これらの地層が堆積した当時の砂泥底

環境において，軟体動物殻を付着基盤として様々な付着生物が生息

していたことを示す．今後，これらの時空分布を詳しく調べること

により，付着生物相の変遷史が明らかにされることが期待される． 

軟体動物殻の付着生物化石は，古生態や埋没過程に関する情報も

多く含む．演者はこれまでの研究で，アンモノイド類に付着するナ

ミマガシワ類やベッコウガキ類などの二枚貝類の観察から，付着生

物やホストの古生態や埋没過程の推定を行ってきたが，本研究では

新たに，頭足類の殻外面や住房内面への付着例だけでなく，気房内

面に付着生物を伴う化石が発見された．また，両殻のそろった大型

イノセラムス類の殻内面に付着生物を伴う化石が大野川層群と姫浦

層群で確認された．前者の頭足類気房内面への付着は，埋没までに

殻の破損があったことを示し，後者のイノセラムス類の例では，両

殻が保存されているものの，死後埋没前にいくらかの期間があった

ことがわかる．その他，姫浦層群産のイノセラムス類殻表面を覆う

コケムシ類の上に付着したナミマガシワ類が合弁で保存されている

標本も得られた．この例では付着の順序がわかると共に，ナミマガ

シワ類は死後速やかに埋没したと思われる．付着生物から得られる

これらの情報は化石層の形成過程を探るヒントとして期待される．

———————————————————————————— 
1Cretaceous sessile organisms on molluscan shells from Japan and its 
implications 
2Akihiro Misaki (Kitakyushu Mus. Nat. Hist. Hum. Hist.) 
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棘皮動物ウミユリ類の実験的タフォノミー1	

松本万尋	(名古屋大学・環境学)2・大路樹生	(名古屋大学・博物館)3・

Casey	Burns	(Kingston,	Washington,	USA)4	

	

	 ウミユリ類はオルドビス紀に出現して以来約5億年間、茎と複数

の腕からなる基本的な体の構造を現代まで保っている。しかし、腕

を動かす筋肉や、細く短い靭繊維で結合する自切関節の有無といっ

た、行動に関わる軟組織の分布は変化してきたといわれている。軟

組織は化石として保存されることはほとんどないが、化石の姿勢や

形態を現生種と比較することによって、行動に関わる軟組織の有無

と分布を推定することがある程度可能である。本研究では、ウミユ

リ類の化石にみられる姿勢がどのような形態的特徴を示すものであ

るか、また、ウミユリ類がどのような分解過程を辿り、化石はどの

分解段階を示しているのかを、化石と現生の類似種を比較する実験

的タフォノミーによって明らかにすることを目的とする。	

	 我々は、米オレゴン州北部ミストに分布する後期始新世～早期漸

新世の地層、Keasey 層に産出したゴカクウミユリ科である

Isocrinus	oregonensis の化石と、現生の類似種で形態が類似する

同科の Metacrinus	rotundusを用いて埋没後の姿勢を比較した。駿

河湾で採集した M.	rotundus を火山灰中に埋没させ、X 線撮像およ

び実際の個体を火山灰の除去によって確認し、特徴ある姿勢と分解、

自切の有無を観察した。さらに水槽で同種を飼育して生存時の姿勢

や骨格の分解の過程を観察した。	

	 その結果、I.	oregonensisと M.	rotundusの間には、複数の共通

する特徴（腕が生き埋め時に反口側へ開く、腕の反口側へのカール、

自切関節ごとに分解した茎等）が観察された。これにより、ウミユ

リ類の化石において、反口側へ巻いた姿勢の腕は、腕の口側にのみ

筋肉があり反口側は常に靭繊維によって引っ張られていることから

起因するものであること、自切関節ごとに分解した茎は、自切関節

以外の貫通する靭繊維が茎板を結合している状態を示すことがわか

った。この結果を中生代および古生代のウミユリ類と比較すること

で、ゴカクウミユリ科のウミユリと古生代のウミユリ類の特徴ある

軟組織の分布とその変遷を明らかにできると期待される。	

———————————————————————————— 
1Experimental	taphonomy	of	crinoids	
2Mahiro	Matsumoto	(Nagoya	Univ.),	3Tatsuo	Oji	(Nagoya	Univ.),	
4Casey	Burns	(Kingston,	Washington,	USA) 
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下部更新統増田層（鹿児島県，種子島）から	 

産出した十脚類化石1	 

安藤佑介（瑞浪市化石博物館）2・河野重範（栃木県立博物館）3	 

	 

	 種子島（鹿児島県）には下部更新統増田層が分布し，これまでに

有孔虫や貝形虫，軟体動物，脊椎動物などの化石が報告されている

(Irizuki，2004 など)．十脚類については，柄沢(1997)が 3 種を報

告しているが，その全容は明らかになっていない．近年，発表者は

南種子町島間に分布する増田層の調査を行い，石灰質砂岩層からま

とまった数の十脚類化石を採集した．本発表では，増田層の十脚類

相について報告する．	 

	 

	 増田層は，浮遊性有孔虫およびFT年代から前期更新世(1.4-1.0	 Ma)

の堆積物であるとされている(八田，1988;	 桑山，2000)．また，

Irizuki	 (2004)は，同層が開放的な沿岸流の影響が強い上部〜中部

亜沿岸帯で堆積したことを推定した．十脚類化石は，増田層下部の

石灰質砂岩層から Grynaminna	 grandis，Mursia	 orientalia，

Halimede	 fragigerを含む23種が産出した．以下に特徴的な種につ

いて述べる．	 

Grynaminna	 grandis：増田層十脚類相の最優占種である．本種は，

豊橋層（愛知県，440	 Ka:	 柄沢ほか，2014 など）大江層（長崎県，

125	 Ka:	 安藤ほか，印刷中），木下層	 (埼玉県および千葉県，125	 Ka:	 

加藤，2001	 など)などから報告され，いずれの十脚類相においても

卓越種である．これまで本種の最古の記録は中期更新世であったが，

前期更新世までさかのぼることが明らかになった．	 

	 

	 増田層の十脚類相は，その特徴が大江層，豊橋層，木下層の各十

脚類相と類似している．これまでに報告された九州および本州各地

の更新世十脚類相	 (柄沢ほか，2014	 など)の情報も加味すると，浅

海の砂・砂礫底において G.grandisが卓越するといった十脚類相の

特徴は，更新世を通じて共通していることが明らかとなった．	 

	 

———————————————————————————— 
1Decapods	 from	 the	 lower	 Pleistocene	 Masuda	 Formation	 in	 

Tanegashima	 Island,	 Kagoshima	 Prefecture,	 Japan 
2Yusuke	 Ando	 (Mizunami	 Fossil	 Museum),	 
3Shigenori	 Kawano	 (Tochigi	 Prefectural	 Museum) 

P25



− 52 −

日本古生物学会第 165 回例会予稿集　一般講演　（ポスター発表）2016 年 1月 30 日

スイス， 地域における

白亜紀頭足類群集，古生態

田近周 ・ チューリッヒ大学・博物館

In the Alpstein mountain chains around Säntis in northeastern 
Switzerland, Cretaceous strata are well exposed and highly fossiliferous. 
Over the last decades, geologists and paleontologists studied its stratigraphy 
and sedimentology. Although rich and relatively diverse cephalopod fossils 
have been sporadically reported and collected, no comprehensive overview 
of the Cretaceous successions and their cephalopods was available so far. 

The examined units include the Tierwis-Formation consisting of 
Altmann Member and Drusberg Member (Barremian), the Schrattenkalk 
Formation (Aptian), the Garschella Formation including the Kamm Bank 
(Albian–earliest Cenomanian) and the Seewen Formation (Cenomanian). 
For paleoecological analyses, we sampled several distinct fossiliferous 
layers. Wherever possible, we tried to find up to 100 identifiable specimens 
to obtain statistically representative results. In order to quantitatively 
analyze the paleoecological changes through geologic time, we employed 
the method to compare ecospace utilization introduced by Bush et al. 

(2007). All the fossils were classified based on the ecological parameters 
tiering, motility and feeding mechanism and were plotted into the three 
dimensional ecospace.  

We documented 80 species (42 genera) of ammonites and 6 species (3 
genera) of nautilids. Paleoecological analyses illustrate dynamic changes 
through time. The faunule was dominated by pelagics in the Barremian, 
followed by the Aptian lacking pelagics. In the Late Albian, the proportion 
of pelagics surged again, resulting in a pelagic dominance during the early 
Cenomanian. 
———————————————————————————— 

(Paläontologisches Institut und 

Museum, Universität Zürich)
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関東山地北縁部，跡倉層における 

アンモナイト類に基づいた時代対比 1 

生野賢司 2・平野弘道 3・真野勝友 4・新井宏嘉 5・高木秀雄 3 

（2横浜国大，3早稲田大，4下仁田自然学校，5早大本庄高等学院） 

 

 関東山地北縁部には，跡倉ナップと呼ばれる異地性岩塊が分布し，

日本列島の構造発達史を解明する上で重要な研究対象となっている．

ところが，跡倉ナップの主要な構成要素である跡倉層からは，保存

の良い示準化石がほとんど産出しないため，研究者間で堆積年代の

見解が大きく異なり，地史の復元における課題となっている． 
例えば，新井ほか（1963）は，跡倉層上部（以下，層序の解釈は
新井・高木，1998 に基づく）からイノセラムス科二枚貝類の 
Inocerasmus cf. teshioensis や I. cf. uwajimensis の産出を報告してい
る．これに基づくと，跡倉層上部は上部白亜系の上部チューロニア

ン階～コニアシアン階に対比される．最近では，Matsukawa and Obata 
(2012) が，跡倉層上部から I. amakusensis，中部からアンモナイト類
の Polyptychoceras cf. obstrictum の産出を報告し，跡倉層をサントニ
アン階に対比している． 
近年，下仁田化石探検隊により跡倉層から相次いでアンモナイト

類が採取されている．産出地点は，四ッ又山北東部を流れる金沢沿

いの 1 露頭で，跡倉層中部の宮室砂岩泥岩部層が分布している． 
現在，比較的保存の良い 2 標本を検討中であり，暫定的にそれぞ
れHamulina sp. および Lytocrioceras sp. と同定される．これらに基
づくと，本部層は下部白亜系の下部バレミアン階に対比される． 
 以上のように，今回検討したアンモナイト類に基づくと，跡倉層

の堆積年代は従来の解釈よりも大幅に古くなることが示唆される．

一方，竹内・牧本（2003）は，跡倉層下部の大桑原砂岩部層を貫く
石英閃緑岩岩脈中の普通角閃石を分析し，112 ± 3 Ma という K-Ar 
年代を報告している．この岩脈と他の部層，とりわけ化石の産出層

準との層序学的関係が明らかになれば，跡倉層全体の堆積年代が高

い精度で特定できると期待される．今後は，より保存の良い標本の

検討とともに，微化石等，他の手法による検証が望まれる． 
———————————————————————————— 
1Age correlation using ammonoids from Atokura Formation in the northern 
margin of the Kanto Mountains, central Japan 
Kenji Ikuno2, Hiromichi Hirano3, Katsutomo Mano4, Hiroyoshi Arai5, 
Hideo Takagi3 (2Yokohama National Univ., 3Waseda Univ., 4Shimonita 
Natural School, 5Waseda Univ. Honjo Senior High) 
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白亜紀アンモナイト類 Tetragonites glabrusの 

性的二型：産状解析と個体発生解析より 1 

相場大佑（三笠市博・横国大）2 

 

 アンモナイト類 Tetragonites glabrus は北海道の白亜系，蝦夷
層群のチューロニアン階～カンパニアン階から産出する．特に，サ

ントニアン階からは，石灰質ノジュール中に複数個体が密集した状

態で多産する．T. glabrus の密集産状は，極めて普遍的であるが，
このような産状が示す古生物学的な意義は，これまでまったく明ら

かになっていなかった． 

そこで演者は，北海道の６地域のチューロニアン階～サントニア

ン階から産出した 250個体以上の産状を詳しく解析した． 

まず，三笠・達布・古丹別・羽幌地域のサントニアン階から産出

した 16 個の岩石サンプルに含まれているすべての個体の最終隔壁

までの殻直径を調べた．その結果，すべての岩石サンプル中に 40mm

～50mm の大型個体と 10mm～20mm の小型個体が含まれ，それらの産

出比率はおおむね 1:1であること，中間の殻サイズの個体は共産し

ないことが明らかとなった．また，ほとんどすべての個体が住房の

縁まで保存されているので，これらの個体は長距離の死後運搬を経

ておらず，死に場所近くでそのまま化石化したものと考えられる． 

続いて，古丹別地域の幌立沢のサントニアン階のある一層準から

産出した 19個体(大型個体 10個体，小型個体 9個体)を縦断面で切

断し，殻形態の個体発生的変化を比較した．その結果，小型個体と

大型個体の殻形態の個体発生様式がわずかに異なっていることがわ

かった．また，小型個体・大型個体のいずれにおいても，いくつか

の個体で最終隔壁の肥厚化が確認された．これらの事実から，小型

個体と大型個体はミクロコンク・マクロコンクの関係にあり，雄雌

のペアと考えるのがもっとも合理的である． 

チューロニアン階・コニアシアン階から密集して産出する個体の

殻サイズも二極化していることから，ミクロコンク・マクロコンク

の関係は長期間にわたって成立している可能性が高い． 

成熟したミクロコンクとマクロコンクのみが密集して産出する T. 
glabrus の産状は，成熟個体が生殖活動のために一か所に集まり，
その場で化石化したことを意味するのかもしれない． 

———————————————————————————— 
1 Sexual dimorphism of Tetragonites glabrus: evidence from mode 
of occurrence and ontogenetic analysis 
2 Daisuke AIBA (Mikasa City Museum, Yokohama Natl. Univ.) 

P28



− 53 −

2016 年 1月 30 日日本古生物学会第 165 回例会予稿集　一般講演　（ポスター発表）

上総層群万田野層（中部更新統）からの	 

現生種オオハネガイ Acesta	 goliathの最古記録1	 
2菊池直樹（兵庫県立人と自然の博物館）	 

・3伊左治鎭司（千葉県立中央博物館）・4近藤康生（高知大・理）	 
	 

	 これまで、現生種オオハネガイAcesta	 goliathの最古記録は中新

世前期であると考えられ、非常に生息レンジの長い種とされてきた。

菊池・近藤（2010）は南関東の鮮新世〜更新世のAcesta属二枚貝を

検討し、現生種オオハネガイの最古記録は、三浦半島宮田層（ESR年

代により50万年前とされる）となることを報告した。そして、それ

以前の鮮新世〜更新世前期の日本列島には、Acesta属としては２種

類の絶滅種が生息していたことを明らかにした。しかしながら、三

浦半島の後期新生界の付加体被覆層は点在しており、産出層の層序

的な上下関係について不安が残り、年代もESR法だけであった。	 

	 この度、講演者の一人である伊左治の元に栁澤隆氏により万田野

層分布地より産出したAcesta属二枚貝が持ち込まれた。また、筑波

大学生の長塚元規氏により万田野層の露頭より新たに１点追加され、

この標本により産出層準が明らかとなった。菊池はこの標本が現生

種オオハネガイに同定できることを確認した。	 

	 万田野層下部の礫層から砂層に遷移する付近にみられる海進期の

斜交層理含礫粗粒砂層が現生種オオハネガイの産出層準であり、こ

こではSpisula	 sachalinensis	 優勢の貝殻密集層をなし、寒流系貝

類が主体をなす。この産状は、寒流系種とともに産出する現生種オ

オハネガイの分布と一致する。また、産出層準はMIS14のいずれかの

海進期にあたるとみられ、50万年前よりやや古くなる。	 

	 今回の成果により、現生種オオハネガイの最古記録は少なくとも

約50万年前であることが、東京湾を挟んで両側の三浦半島、房総半

島で確認できた。もっとも、三浦半島側の絶滅種の最新記録が小柴

層の80万年前頃であり、それを含めて考えても万田野層の約50万年

前まで30万年のAcesta属の化石記録は依然として欠落している。	 

————————————————————————————	 
1	 Earliest	 occurrence	 of	 modern	 species	 Acesta	 goliath	 from	 the	 

Mandano	 Formation,	 Kazusa	 Group	 (Middle	 Pleistocene),	 Boso	 

Peninsula.	 
2	 Naoki	 Kikuchi	 (Museum	 of	 Nature	 and	 Human	 Activities,Hyogo)	 ,	 
3	 Shinji	 Isaji	 (Natural	 History	 Museum	 and	 Institute,	 Chiba),	 	 	 	 
4	 Yasuo	 Kondo	 (Kochi	 Univ.)	 
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福井県大野市石徹白地域および長野地域に分布する 
手取層群より産出するジュラ紀海生二枚貝化石 * 

鹿澤優祐 1・酒井佑輔 1, 2, 3・半田直人 4・松岡 篤 1 **  

（1新潟大学，2大野市教育委員会，3中国科学院南京地質古生物研究

所，4信州新町化石博物館） 
手取層群は，主に石川県や富山県，福井県，岐阜県に分布する浅海

成～非海成の中部ジュラ系～下部白亜系で，一般に下位から九頭竜亜

層群，石徹白亜層群，赤岩亜層群の 3つに細分される．模式地である
石徹白地域と，その南東の長野地域には，九頭竜亜層群から赤岩亜層

群の一連の層序が認められる（たとえば，山田ほか，1989）．長野地
域における最下位の泥岩層は，石徹白地域の貝皿層と同じとして地質

図に表現されてきた．しかし，この泥岩層からはOxfordianを示すア
ンモノイドが産出しており（Sato and Westermann, 1991），Bathonian～
Callovianのアンモノイドが産出する貝皿層よりも若い部分を含む． 
本研究では，石徹白地域および長野地域にて地質調査を行い，長野

地域の層序を模式地の石徹白地域の層序と比較し，両地域で産出する

軟体動物化石について検討した．長野地域の層序は，下位より泥岩主

体の A層，砂岩泥岩互層主体の B層，礫岩砂岩シルト岩互層主体の
C層，凝灰質な砂岩泥岩互層主体の D層の 4層に仮に区分した．こ

れらは石徹白地域の層序とは異なる． 
石徹白地域の貝皿層と長野地域の A 層からジュラ紀海生二枚貝化
石が産出した．二枚貝に関して，貝皿層からはBositra sp. cf. B. buchii 
(Roemer) やAmusium (?) sp.，Inoceramus hamadae Hayami など，A層
からはEntolium sp. cf. E. inequivalve Hayamiや Inoceramus sp.が産出し
ている．石徹白地域と長野地域の間で今のところ種が共通のものは見

つかっていない．また，貝皿層におけるアンモノイドの化石帯によっ

て，二枚貝の群集構成は異なっており，たとえば，Bositra sp. cf. B. 
buchii (Roemer) やAmusium (?) sp. は貝皿層の中部，Callovian前期の
層準から見られる．二枚貝化石の産出層準を含めた検討は，両地域の

ジュラ紀海成層では例が少ない．今後，二枚貝の群集構成とその相違

を生む要因を明らかにすることで，手取堆積盆におけるジュラ紀中期

～後期の二枚貝変遷史が明らかになると期待される． 
————————————————————————————— 
* Jurassic marine bivalve fossils from the Tetori Group in the Itoshiro and 
Nagano areas, Ono City, Fukui Prefecture, central Japan. 
**Shikazawa, Y. 1, Sakai, Y. 1, 2, 3, Handa, N. 4, Matsuoka, A. 1 
(1 Niigata Univ., 2 Ono City Board of Education, 3 NIGPAS, 4 Shinshu 
Shinmachi Fossil Mus.) 
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後期白亜紀アンモノイド・スカファイテス類における	 

個体群動態の復元1	 

福岡航治（愛媛大・理）2・岡本	 隆（愛媛大・理）3	 

	 

	 個体群動態（population	 dynamics）の研究は生物の生活史や進化

のパターンを解明するだけでなく，それらを取り巻く環境に関して

有益な示唆を与える．化石群における個体群動態に関する研究は二

枚貝類やウニ類などのような底生生物においてしばしばなされてき

たが（入月，2001），アンモノイドのような浮遊性生物をこのよう

な研究の題材として取り扱うことは少ない．	 	 

本研究では北海道北西部羽幌・古丹別・達布地域に分布する蝦夷

層群（Yezo	 Group）のチューロニアン階からコニアシアン階にかけ

て産出するスカファイテス類のアンモノイドを用いて個体群のレベ

ルでどのような変動の傾向がみられるのか検討した．	 

Scaphites	 yokoyamai（チューロニアンタイプ）， Scaphites	 

pseudoequalis（コニアシアンタイプ）の 2 種を認識し，それぞれに

ついて個体群構造（サイズ-頻度分布）を復元するとともに，プロト

コンクサイズを計測した．サイズ-頻度分布の結果によるとチューロ

ニアンタイプの	 ＜M＞	 では未成年殻から成年殻に成熟するのが 12

から14mmであるのに対して，コニアシアンタイプでは8.4mmであっ

た．プロトコンクサイズはチューロニアンタイプでは	 ＜M＞	 で

0.46から0.48mm，＜m＞	 で0.45から0.46mmであったが，コニアシ

アンタイプではそれぞれ0.37から0.41mm，0.38から0.43mmとサイ

ズが有意に減少した．	 

	 以上のことから，チューロニアンからコニアシアンにかけて，ス

カファイテス類はより早期に成熟する傾向があったと考えられる．

これはコニアシアンタイプがよりr戦略的な生活戦略をとっていた

ことを意味する．また，コニアシアンタイプの産状としては砂岩泥

岩互層の砂岩部から排他的に産出する．早川（1992）は蝦夷層群の

コニアシアン階から産出するイノセラムス類をはじめとする底生動

物群集の産出状況などから，当時，酸素レベルの低い環境が存在し，

機械種（opportunistic	 species）のみから生物群集が構成されるこ

とを指摘している．本研究における結果は早川（1992）の指摘を裏

付ける証拠となり得るだろう．	 

———————————————————————————— 
1Reconstruction	 of	 population	 dynamics	 in	 Upper	 Cretaceous	 

Scaphitid	 ammonoids. 
2Kohji	 Fukuoka	 (Ehime	 Univ.),	 3	 Takashi	 Okamoto	 (Ehime	 Univ.) 
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伊豆半島湯ヶ島層群桜田層の江奈石灰岩体産 

マンボウガイ属（腹足綱：トウカムリ科）化石 1 

井上恵介（名大院・環境）2・門田真人 3・田口公則 4（神奈川県博）・

冨田 進（多治見市）5 

 

 伊豆半島松崎町付近に分布する湯ヶ島層群桜田層中には江奈およ

び伏倉石灰岩体が挟在し，これまで Strombus (Tricornis) sp.（冨

田・門田, 2012），Turbo (Marmarostoma) matsuzakiensis （Tomida 

& Kadota, 2012），Turbo (Turbo) hosodai (Tomida & Kadota, 2014)
等が報告されている．さらに採集や調査を続けている過程で，江奈

石灰岩体よりマンボウガイ属の化石標本を得た．本報告では，分類

学的検討結果を述べ，その古生物地理学的意味について考察する． 

 産出した化石標本は，殻表彫刻の一部と水管部が欠けているもの

のほぼ外形が保存されていた．殻は両円錐形で，小型（殻高 45.7 ｍ

ｍ，殻径 29.1 ｍｍ）ながら堅固．螺塔は低く，螺塔上に縦張肋は

ない．殻口部は狭く，後端まで溝が伸びる．内唇は体層をおおうよ

うに発達し，16本の襞が刻まれる．外唇は厚く，その長さは殻高と

ほぼ同じで，内側は刻まれる．やや発達する肩角をもつものの棘状

突起は見られない．殻表にはこぶ状の縦列が 18 並び，11 本の螺溝

がある．これらの特徴から，フロリダ半島の下部中新統 Chipola層

産 Cypraecassis chipolana Duerr, 2001に同定される． 

 江奈・伏倉石灰岩体と同時代の石灰岩体としては，静岡県相良層

群女神層の海老江石灰岩体があり，Cryptopecten yanagawaensis, 
Nipponopecten protomollitus 等の産出報告と古生物地理学的議論

がなされている（Ozawa et al., 1995; 小澤ほか, 1996）．江奈およ

び伏倉石灰岩体産軟体動物化石の種構成をそれらと比較すると，共

通種が少ないだけでなく Turbo (Marmarostoma) matsuzakiensis, 
Strombus (Tricornis) sp.，Cypraecassis chipolana等，本邦中新

統から未報告の属種が含まれていることが特徴として挙げられる．

江奈石灰岩体の古位置（現在のフィリピン東方海域付近）をふまえ

れば，これらの化石はパナマ地峡形成以前の低緯度外洋域の軟体動

物相の理解を深める際に重要な位置を占めると考えられる． 

————————————————————————————
1Occurrence of Cypraecassis species (Gastropoda: Cassidae) from 
the Ena Limestone, Miocene Yugashima Group, Izu Peninsula, 

central Japan 
2Keisuke Inoue (Nagoya Univ.), 3Masahito Kadota, 4Kiminori 

Taguchi (Kanagawa Pref. Museum), 5Susumu Tomida (Tajimi, Gifu) 
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カサガイ類の生態型とその古生物学的解釈 1 

中山凌（京大・理）2・遊佐陽一（奈良女子大・理）3・中野智之（京

大・瀬戸臨海）4 

 

 カサガイ類は潮間帯岩礁域に生息する代表的な藻食者であり、生

息環境や付着基質によって殻形態や色彩を大きく変える生態型を持

つことがある。そのため、形態形質のみに基づくカサガイ類の種の

同定は困難な場合がある。カサガイ類の化石種においても、生態型

と考えられる種が報告されているが、分子系統解析を行う事ができ

ない化石種の正確な同定は、分類学者および古生物学者を悩ませる

大きな問題である。しかし、化石種における生態型の出現は、逆に

特殊な生態や生息環境の復元に有効であると考えられる。 

 そこで本研究では、通常の笠型の殻、および殻の途中に成長の方

向が変化したと考えられる変曲点を持つ小型のカサガイ、コモレビ

コガモガイを研究の対象とし、形態観察、分子系統解析、野外にお

ける長期観察を行い、それらを総合的に解釈する事で、カサガイ類

の生態型がどのように形成されるかを明らかにする事を目的とした。 

 長期観察は、和歌山県西牟婁郡白浜町において、2013年 9月から

2014年 9月にかけての 13ヶ月間、コドラートを用いた観察を行っ

た。野外における長期観察の結果、コモレビコガモガイの幼貝は、3

月頃にヒメクボガイやイボニシの殻の表面に多く見られるようにな

り、その後、巻貝類の殻の表面に付着している個体数は減少し、9

月以降はほぼ見られなくなった。また、マーキング処理を施した個

体の追跡調査の結果から、12～3 月には巻貝類の殻から岩場に移動

している個体がいくつか確認された。殻の計測から、変曲点は殻長

約 7 mm前後で確認され、それ以上のサイズでは巻貝類への付着はほ

ぼ見られなかった。DNA バーコーディングの結果からは、実験地に

おいてはヒメクボガイに付着している幼貝は、ほぼ全てコモレビコ

ガモガイの幼貝である事を確認した。 

 これらの結果から、殻の途中に変曲点をもつコモレビコガモガイ

は、その生活史の中で、一定期間巻貝類の殻に付着して成長するも

のの、成長に伴い生息場所を岩場に変える事で、殻の成長方向が変

わり、変曲点が形成されることが示唆された。 

———————————————————————————— 
1Ecotype of patellogastropod limpets and its palaeontological 

implications. 
2Ryo Nakayama (Kyoto Univ.), 3Yoichi Yusa (Nara Women's Univ.) 
4Tomoyuki Nakano (Kyoto Univ.) 
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現生岩石穿孔性二枚貝類の穿孔痕の研究

－その１：穿孔痕の雌型の取得について－

千代田 厚史（埼玉県立浦和工業高）

各種の岩石や硬質生物基層に穿孔する二枚貝類（岩石穿孔性二枚

貝類；以下，穿孔貝）は，現生・化石の両方で知られている．現生

の穿孔貝を対象として，穿孔痕の雌型の取得方法について検討した．

１ 調査した穿孔痕とその基層

茨城県や千葉県，神奈川県の沿岸においてサンプリングした砂岩

や泥岩，凝灰岩，安山岩等の穿孔礫で試した．穿孔貝の種類は，カ

モメガイ（ タイプ・ タイプ），ニオガイ，ニオガイモドキ，モモ

ガイ，イシマテガイ等である．なお，岩盤は対象としていない．

２ 穿孔痕を有する礫の割り方

割り方には，穿孔痕の伸張方向に割る方法（縦割り）と，横断す

る方向に割る方法（横割り）の とおりがある．短めな穿孔痕はど

ちらの割り方でもよいが，細い径に対して長さのある穿孔痕は ～

箇所で横割りするのが適切な選択である．いずれにしても貝殻の存

在する を十分意識して慎重に割ることが肝要である．

３ 雌型の作成

型取り材としては，少々高価であるが，固結までの時間，型抜き

の難易，仕上がりの良さ（特に気泡の有無），保存性の点で 液混

合，ソフトタイプのシリコンゴムが最も優れている．貝殻を抜き出

した後，穿孔痕のパーツ（岩石）を正しく再接着して穿孔痕を復元

し，混合液を注ぐ．液の硬化後，穿孔痕の切断位置で剥がし，慎重

に雌型を取り出す．このゴムは，アンダーカットがあっても容易に

取り出せる．バリは，眼科医用の小型のハサミを用いて除去する．

４ 雌型の保存と利用

作成した雌型は，穿孔貝の両殻と合わせて セットとして標本ケ

ースに保存しておく．加えて，基層（雄型）の保存は礫全体が理想

であるが，岩石カッターで整形した最小限でも可とする．穿孔貝の

種類ごとに数組作成し，穿孔痕の特徴や基層との関係を把握する．

こうして得られた現生の標本やデータは，同様な産状を示す化石

記録（貝殻や穿孔痕，穿孔礫）の解釈に役立たせることができる．

———————————————————————— ————
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中新世に起きた湖沼プランクトン珪藻の主役の交代1	

林辰弥（御船町恐竜博物館）2・齋藤めぐみ（国立科学博物館）3	

	

	 中新世は、湖沼環境に生息するプランクトン珪藻相にとって重要

な主役の交代が起きた時代である。初期-中期中新世における北半球

中緯度地域の湖沼では、海洋から進出した Actinocyclus 属

（Hemidiscaceae 科）が大きく栄えていた。しかし、後期中新世に

なると湖沼 Actinocyclus属の種多様性は大きく減少し、それに代わ

って現在の湖沼環境で優占する Stephanodiscaceae 科の分類群

（Stephanodiscus属、Cyclostephanos属、Cyclotella属など）が台頭す

るようになった。湖沼に生息する Actinocyclus属は、現在ではわず

か2種を残すのみとなった。	

	

	 このような中新世に起きたターンオーバーは、現在型の湖沼プラ

ンクトン珪藻相のルーツを明らかにする目的において非常に重要な

研究課題であるにもかかわらず、その理解は進んでいない。しかし、

中新世には湖沼珪藻に少なからぬ影響を及ぼす可能性のある環境変

化が多く起きている。例えば、モンスーンはヒマラヤ山脈の上昇に

伴って後期中新世以降に強化されたことが知られているが、このこ

とは風の季節変化の増大を通して湖水循環や表水層における栄養塩

の動きを活発にした可能性が高い。また、活発な火山活動やC4植物

から成る草原の拡大は、モンスーン変動に関係した季節的な降水に

伴って珪藻の被殻の材料となるシリカを湖沼へ大量に供給したはず

である。	

	

	 湖沼プランクトン珪藻のターンオーバーを引き起こした原因の１

つとして、演者らはそのような中新世の後半より増大していった周

期的な環境の変化に注目している。後期中新世以降に種多様性を大

きく増大させたStephanodiscaceae 科の各属は、それ以前に栄えて

いた湖沼 Actinocyclus属よりも細胞が小さく、有基突起を新たに獲

得している。これらの２つの形態の違いは、Stephanodiscaceae 科

の各属の方が高い浮遊・拡散能力を有し、代謝能力に優れるために、

湖沼環境の周期的な変化に対して順応性が高かった可能性を示唆し

ている。	

———————————————————————————— 
1Turnover	of	lacustrine	planktonic	diatoms	during	the	Miocene 
2Tatsuya	Hayashi	(Mifune	Dinosaur	Museum),	3 Megumi	Saito-Kato	
(National	Museum	of	Nature	and	Science) 
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福井県九頭竜地域における下部白亜系手取層群 
赤岩亜層群より産出した植物化石群とその古気候学的意義 1 

酒井佑輔 2, 3, 4・Wang Yongdong 3・松岡 篤 2 
（2 新潟大，3 中国科学院南京地質古生物研究所， 

4 大野市教育委員会） 
 
手取層群の下部白亜系からは，西南日本内帯を特徴づける温暖で湿

潤な気候を好む手取型植物群（Kimura，1987）の構成要素が産出す
る．最近では，福井県勝山市の手取層群北谷層より，西南日本外帯を

特徴づける乾季を伴う気候を好む領石型植物群（Kimura，1987）の
構成要素の産出が報告されている（Yabe and Kubota, 2004）． 
福井県大野市九頭竜地域には，中部ジュラ－下部白亜系手取層群の

九頭竜亜層群から石徹白亜層群，赤岩亜層群までの模式的な層序が認

められる．石徹白亜層群は下位より山原層，葦谷層，大淵層，伊月層

に区分され，赤岩亜層群は後野層からなる．ジルコンU－Pb年代に
基づくと，伊月層の砂岩中に含まれる最も若いジルコンのコンコーデ

ィア年代は 127.2 ± 2.5 Maとなっている（Kawagoe et al., 2012）．
本発表では，後野層より産出した領石型植物群の構成要素を含む植物

化石群を報告し，その古気候学的意義について述べる． 

石徹白川流域に露出する後野層より，シダ類の Onychiopsis 
elongata，Cladophlebis属およびGleichenites属，ベネチテス類の
Pterophyllum 属，イチョウ類の Ginkgoidium 属，球果類の

Cephalotaxopsis 属， Brachyphyllum 属， Elatocladus 属，
Pagiophyllum属およびPodozamites属など20属27種が産出した．
Brachyphyllum 属は，領石型植物群の構成要素とみなされている． 
後野層の植物群は北谷層にも多産する Brachyphyllum 属を含み，
典型的な手取型植物群である伊月層の植物群とは構成が異なる．領石

型植物群の要素の産出により，北谷層と同様に，後野層でも乾燥化が

示唆される．伊月層が堆積したBarremian期は温暖で湿潤な気候，
後野層が堆積したAptian期以後は乾季を伴う気候であったと考えら
れる．このAptian期以降に認められる植物相の変化は，北半球中緯
度のアジア大陸東縁の古気候変遷を反映しているといえる． 
———————————————————————————— 
1 Fossil plants from the Lower Cretaceous Akaiwa Subgroup of 
the Tetori Group in the Kuzuryu area, Fukui Prefecture, central 
Japan and their paleoclimatic implications 
2, 3, 4 Sakai, Y., 3 Wang, Y. and 2 Matsuoka, A. (2 Niigata Univ., 3 

NIGPAS, 4 Ono City Board of Education) 
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日本海側新生界の化石メタン湧水と 
それらに伴う化石群集の時代変遷 1 

宮嶋佑典（京大・理）2・延原尊美（静大・教）3・天野和孝（上教大）4 

 
 現世のメタン湧水に生息する生物の化石は，メタン起源炭酸塩岩

とともに地層中で化石メタン湧水を認定する最も基本的な指標であ

る．日本海側地域では長野県から北海道西部の新生界よりシロウリ

ガイ類などの化石が産出し，当地域のメタン湧水の時代変遷を知る

ことができる．本発表では，当地域の前期中新世～中期更新世の海

成層より，メタン湧水に関連した化石の産地と炭酸塩岩の特徴を，

化石群集の時代変遷に触れながら未報告産地を含め総括する． 

 前期中新世（17～15 Ma）では富山県の東別所層，北海道の滝の上

層よりシロウリガイ類 Pliocardia，Adulomyaが産出している．後者
ではピンク色の空隙セメントが発達するミクライトを伴う． 

 中期中新世（14～10 Ma）では長野県の別所層，新潟県の小萱層よ

り Adulomya，シンカイヒバリガイ類 Bathymodiolusがハイカブリニ
ナ類 Provannaを伴って産出する．これらはスパーリーカルサイトや
針状アラゴナイトで切られるミクライト質岩体より産する．別所層

ではミクライトが散在するシルト岩からも Adulomyaが産する． 

 後期中新世（10～5 Ma）では秋田県女川層，新潟県能生谷層，北

海道望来層，青森県赤石層より Calyptogenaが産出する．能生谷層
では Adulomyaも Bathymodiolus，Provannaを伴って産出する．女川
層と赤石層ではメタン起源炭酸塩を確認できないが，望来層ではミ

クライト質ドロマイト岩体，能生谷層では針状アラゴナイトが発達

するミクライト質アラゴナイトより化石が産する． 

 前期鮮新世（5～3 Ma）では新潟県田麦川層で Archivesica，
Calyptogenaがミクライトの散在するシルト岩より産する． 

 中期更新世（0.6～0.4 Ma）では秋田県脇本層で Conchoceleがミ
クライトより産する．本地層では Calyptogenaの報告があるが（大
塚，1937），Conchoceleを産する化石メタン湧水には見られない． 
 これらは日本海拡大から現世に至る時代的にほぼ連続したメタン

湧水の記録と考えられる．当地域の新生代のメタン湧水が現世日本

海のように熱分解起源だったかどうかは今後の課題である． 

———————————————————————————— 
1Cenozoic methane seeps in the Japan Sea borderland and temporal 

change of the associated fauna 
2Yusuke Miyajima (Kyoto Univ.), 3Takami Nobuhara (Shizuoka 

Univ.), 4Kazutaka Amano (Joetsu Univ. of Education) 
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生物撹拌による塊状構造の形成条件

―ルール型格子モデルによる検討―

小川琴奈 ・成瀬元（京都大・理）

底生生物による堆積物の生物撹拌作用は，すでに堆積した粒子を

拡散させ，初生的な堆積構造を失わせたり，地層中に含まれる化石

を時間平均化させたりする効果がある．すなわち，実際の生痕化石・

生物撹拌構造から生物撹拌の程度を定量的に理解することは，古生

態系の構造や機能を復元したり，古環境情報の保存確率を検討した

りする上で重要である． は，粒子移動確率，

粒子移動平均距離，粒子移動方向，生物撹拌深度範囲の４つのパラ

メ―タ―によって底生生物による堆積物粒子の移動を表現する生物

撹拌のルール型格子モデルを作成し，飼育実験の生物撹拌作用を的

確に表現できることを示した．生物撹拌の格子モデルは，実際の底

生生物の生態や生痕化石の形状をモデルパラメーターとして取り込

みやすいという利点がある．本研究はこのモデルを発展させ，上記

の４要素に加えて堆積速度を考慮するモデルを作成し，地層中の初

生的な構造が生物撹拌によって失われる条件について検討を行った．

本研究では，ルール型格子モデルに一定の時間間隔でトレーサー

粒子の薄層を堆積させ，生物撹拌の影響を受けない限界深度以下へ

移行したヒストリカルレイヤーに初生的な葉理がどの程度保存され

るのか観察した．その結果，設定したパラメーターに応じて，葉理

が十分に識別可能な堆積層が形成される場合と，完全に塊状となっ

て葉理が識別できなくなる堆積層が形成される場合とにはっきりと

分かれることが明らかになった．これら２種類の堆積構造保存状況

には，粒子移動確率およびラミナの厚さ／粒子移動平均距離比が強

い影響を与えていることがわかった．今回の発表では，研究の進捗

状況を述べ，実際の堆積構造との比較を予察的に行う．

———————————————————————————— 
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Evolutionary history of the mid Cretaceous radiolarian genus 
Turbocapsula and its application to zonation

Xin Li1,3, Atsushi Matsuoka2, Yalin Li3 and Chengshan Wang3

(1 Graduate School of Science and Technology, Niigata University,2 Faculty 
of Science, Niigata University, 3 Department of Earth Science and 
Resources, China University of Geosciences)
 

 The time interval of late Barremian to early Aptian is characterized by 
palaeoenvironmental, marine sedimentery and biotic changes. Nevertheless,
radiolarian biostratigraphic data from the Barremian to Aptian are scarce
because of limited locations and bad preservation.

During late Barremain to early Aptian, a deep marine succession was 
deposited on the Indian passive margin. A section (BB1) of this marine 
succession is located near Babazhadong county, southern Tibet. The section 
is 40 m and composed of chert interbedded with shale.

Twelve samples from section BB1 with moderate to well preserved 
radiolarians were studied under a scanning electron microscope (SEM) and 
a light microscope. The phyletic relationships of 7 species of the genus 
Turbocapsula are discussed. The evolutionary first appearance biohorizons

of Turbocapsula fugitive O’Dogherty, Turbocapsula costata (Wu) and 
Turbocapsula sp. C are used for defining zonal boundaries. The vertical 
distributions of biostratigraphically important species such as Acanthocircus 
carinatus (Foreman), Archaeodictyomitra excellens (Tan), Becus gemmatus
Wu, Crucella gavalai O’Dogherty, Godia decora (Li & Wu), Thanarla 
lacrimula (Forman) and Cecrops septemporatus (Parona) are analyzed.

The early Aptian Oceanic Anoxic Event (OAE1a) was found between the 
first occurrence (FO) of Turbocapsula fugitive O’Dogherty and that of 
Turbocapsula costata (Wu) in southern Spain and northern Apennines in 
Italy (Aguado et al., 2014; O’Dogherty, 1994). However, organic-rich 
sediments were not accumulated in deep sea below the carbonate 
compensation depth (CCD) in the Pacific (Ihoriya et al., 2009). The FO of 
Turbocapsula fugitive O’Dogherty and that of Turbocapsula costata (Wu) 
provide a clue that the OAE1a should occur during the deposition of the 
lower part of section BB1.
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鮮新統ココリスReticulofenestraの 
形状の時系列変化と地域間相違 1 

亀尾浩司（千葉大・理）2 
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���������������������������Kameo 
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������������������������������
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���������������������� 

�� 
Kameo, K. & Takayama, T., 1999, Mar. Micropaleontol., 37, 41-52. 
Raffi, I., et al., 2006, Quat. Sci. Rev., 25(23-24), 3113-3137. 
Rio, D., et al., 1990, Proc., ODP, Sci., Res., 115, 271-276. 
Young, J., 1990, Jour. Micropalaeontol., 9, 71-86. 
Young, J., 1998, Calcareous nannofossil biostratigraphy, 225-265. 
———————————————————————————— 
1Spatial and temporal morphologic variations of calcareous nannofossil 
genus Reticulofenestra in the upper Pliocene  
2Koji Kameo (Chiba Univ.) 
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鮮新統ココリス Reticulofenestra の
形状の時系列変化と地域間相違 1

亀尾浩司（千葉大・理）2

1Spatial and temporal morphologic variations of calcareous nannofossil 
genus Reticulofenestra in the upper Pliocene
2Koji Kameo (Chiba Univ.)
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モンゴル西部における新たなエディアカラ系生物群の発見1 

金山晃大（名大・環境）2・大路樹生（名大・博）3・Stephen Q. Dornbos 

(Univ. of Wisconsin–Milwaukee)4・Sersmaa Gonchigdorj (Mongolian 

Univ. of Sci. & Tech.)5 

 

 藻類はその誕生以来, 地球・海洋環境に大きな影響を与えてきた. 

そのため, 藻類化石は, 当時の環境を知り, 生態系及び進化の解明

に向けての情報を得るために非常に重要である. しかしながら, こ

のような藻類は通常では分解されてしまうため, 化石記録として保

存されているものは少なく, わずかな報告しかない.   

 2014年の調査でモンゴル西部のザブハン県Zuun-Artsの頁岩層か

ら藻類化石が産出した. 化石の産出層準は Tsagaan Oloom 

FormationのZuun-Arts member下部である. 先行研究の炭素同位体

比測定により, この member の最上部がエディアカラ系とカンブリ

ア系の境界であると考えられるため, 化石産出層はエディアカラ系

と推測される. 発見された化石は主に0.4～0.7 mm ほどの幅を持つ

糸状のものである. これらは Lantian 生物群の Huangshanophyton
に見られるような収束構造やMiaohe生物群のDoushantuophyton に
見られるような分枝構造などの特徴を持つ. また, SEM で観察され

た化石部のframboidal pyrite やそれらが風化された跡と考えられ

る蜂の巣構造, EDSで見られたAlやSiに富んだ基質の組成, Cを含

む化石部の組成は中国南部にあるエディアカラ系の Lantian, 

Miaohe 生物群のものと類似し, このことから産出した化石が生物

起源であり, 2つの生物群と似た堆積環境であったと示唆される.  

 化石産出層は細かく層理の発達した黒色頁岩であり, これはバー

ジェス頁岩と同様の特徴を持つ. エディアカラ系の層準でこのよう

なタイプの堆積物が見られるのは, 中国南部の揚子江プラットフォ

ームやアメリカ, ネバダ州での報告例があるものの非常に珍しい. 

このようにZuun-Arts は世界でも非常に希少なエディアカラ紀の化

石保存環境を有しており, さらなる調査と他地域との比較によって, 

当時の生態系の地域による違いやカンブリア爆発の前段階となるよ

うな多細胞動物の進化の解明に重要な役割を担うと期待される.  

————————————————————————————
1A new Ediacaran biota from western Mongolia.
2 Akihiro Kanayama (Nagoya Univ.), 3Tatsuo Oji (Nagoya University 

Museum), 4Stephen Q. Dornbos (Univ. of Wisconsin-Milwaukee), 
5Sersmaa Gonchigdorj (Mongolian Univ. of Sci. & Tech.)
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波浪卓越型浅海環境における津波堆積物の認定： 

津波イベントの古生態学的研究へ向けて 1 

今井 悟（高知大・理）2・奈良正和（高知大・理）3 

 

生態系を撹乱する破壊的なイベントは，しばしば地質記録にもそ

の証拠を残す．特に，堆積イベントは堆積物として良く保存される

ことから，古生態学的に興味深い現象である．実際，混濁流や暴浪

に伴う堆積イベントの古生態学的意義については，広く議論されて

きた．しかし，こうしたイベントの一つである津波が古生態系に及

ぼす影響については，十分に研究されていない．なかでも，波浪が

卓越する開放的な浅海環境においては，津波堆積物と暴浪堆積物の

判別が困難であったことから，ほとんど研究されてこなかった．演

者らは，こうした観点から浅海環境における津波堆積物識別法の確

立を目指してきた．本講演では，その成果の一端を示す． 
対象としたのは，高知県土佐清水市に分布する中新統竜串層下部

の外浜〜沖浜漸移帯（内側陸棚）堆積物である．そこには，地震性

堆積物とされるスランプ構造やコンボリュート構造が多数みられ，

それらの上位には，しばしば葉理が発達する砂岩が浸食的に重なる． 
これらの砂岩について，岩相，葉理，内部浸食面の収束パターン

および偽礫のファブリックを解析し，その堆積過程を復元した．その

結果，超長波長で，強い浸食作用をともないながら，陸—沖方向に振動

する流れによって形成されたことが明らかとなった．この振動流は，1/2
周期で層厚数十 cm に達する砂層を堆積させることから，きわめて長い

周期を有すると考えられる．こうした超長周期の振動流は，地震堆積物を

覆うこととあわせると津波が最も考えやすい．  
今後，こうした津波堆積物に加え，随伴する化石群や生痕化石群

を精査することで，津波堆積物の古生態学的意義について多くの知

見が得られるだろう． 
 

———————————————————————————— 
1Identification of tsunamiites in a wave-dominated shallow 

marine setting: Toward paleoecological studies of tsunami 

events. 
2Satoru Imai (Kochi Univ.), 3Masakazu Nara (Kochi Univ.) 
 

P44

中新統田辺層群白浜層産 Scoliciaの生痕学と古生態学 1 

妹尾美紗子・奈良正和（高知大・理）2 

 

 中新統田辺層群白浜層には，特徴的な内部構造を有する生痕化石

Scoliciaが産する．本講演では，その産出環境を産出層準の堆積相
解析を通じて明らかにしたほか，特徴的な内部構造をくわしく観察

し，広く Scolicia類の形成者と考えられてきた現生ブンブクウニ類
の生痕との比較を通じてその生痕学的意義を考察した． 

 Scoliciaを含むのは，和歌山県西牟婁郡白浜町の露頭である．こ
の露頭は，レンズ状やシート状の単層形態を取る砂岩や泥岩からな

り，マッドドレープやヘリンボーン構造といった潮汐の示相構造を

含むほか，大局的に上方細粒化，薄層化のサクセションが発達する．

以上のことから，潮汐低地（干潟）システム堆積物と考えられる．

Scoliciaは，潮汐流路から混合底の堆積物に産するが，潮汐砂底や
混合底での産出頻度が大きい． 

 この Scoliciaは，その基底部に，この生痕属の特徴である一対２
本のコード状構造（堆積物によって充填された円筒状構造：以下コ

ードとする）が見られるが，加えて，生痕内部のほぼ中央部に別の

１本のコードが見られることが大きな特徴である．基底部の一対の

コードは，ある種の埋在性ウニ類が呼吸のために形成した灌漑シス

テムにおける排水管と解釈されてきたが，上部のコードについては

報告例がなかった． 

 香川県三豊市の干潟に生息するブンブクウニ類の生痕を観察した

ところ，Moira lachesinellaが堆積物中に弱いメニスカスの発達し
た生痕を形成することがわかった．さらに，その生痕の基底部には

一対の排水管が形成されるほか，生痕の中央部には，ちょうど肛門

の位置に１本の中空のトンネルが形成される事もわかった．このこ

とから判断すると，白浜層産 Scoliciaの特異な上部コードも，肛門
の位置に形成された可能性が高い．肛門部のトンネルは，生痕形成

直後には中空であることから基底部のコードと同様，排水管として

も機能している可能性がある．もしそうであれば，排水で運搬され

た排泄物がトンネルを充填していったのであろう 

———————————————————————————— 
1 Ichnology and paleoecology of the trace fossil Scolicia in the 
middle Miocene Tanabe Group, Shirahama Formation, SW Japan  
2 Misako Senoo and Masakazu Nara(Kochi Univ.) 
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化石剖出用具の開発

和田和美（人博）・池田忠広（人博）・三枝春生（人博）・奥岸

明彦（篠山教）

化石の剖出は、研究活動の促進、また標本を適切に管理・保管す

るうえで必要不可欠な作業である。筆者らは、長年にわたる剖出作

業から得られた経験をもとに、作業の際の問題点を精査し、その改

善にむけ技能の発展や、正確で効率的な剖出を行うため各用具の開

発を行ってきた。

化石剖出の際使用される主な用具は、「エアチゼル」と呼ばれる

直線棒状の機器である。これは超硬合金でできた針を先端に有し、

圧縮空気により針が往復運動することで、接触した物質を破砕する

装置である。通常の化石剖出作業において、この用具は有用である

が、その形状（最短でも ｍｍ以上）によって作業範囲が制限され

る場合がある。そこで筆者らはこの問題を改善すべく、チゼル本体

の長さを ｍｍ以下と短くし、さらに針先端部の角度を任意に変更

できるように改良を行った。結果、従来のチゼルでは届かない部位

の剖出が可能となり、作業範囲が大きく広がった。また、微小化石

の部出の際は、通常手で標本を保持し、高倍率の顕微鏡下で長時間

作業を行う必要があるが、手動での標本保持や作業適正位置の調整

が作業者への大きな負担となっていた。そこでこの負担を軽減すべ

く、化石を固定保持し、その角度変更、回転、ピント合わせが任意

に可能となる化石保持昇降装置を開発した。その結果、作業者の疲

労は軽減され剖出精度が大きく向上した。加えて、アートナイフは

チゼル等の機器が使用できない微細部を剖出する際に使用するが、

基質の削り滓がその場に蓄積し作業適正部を認識することが困難と

なる。そこで筆者らはナイフホルダー部に空気噴出機構を施し、作

業とともに不要な削り滓を除去できるよう改良を加えた。その結果、

これまで以上に正確かつ迅速に剖出作業を行えるようになった。

これら用具の開発・改良により剖出能力は大きく向上した。今後

も、技能発展とともに、新たな用語を開発することで、さらに正確

な剖出作業が可能となり、化石研究に大きく貢献すると考える。

————————————————————————————————————————————————————————————

P48

手取層群の新しい見方－時代論の見直しと再定義の提案－

佐野晋一（福井県立恐竜博物館）

手取層群（広義）は，北陸地方を中心に分布する，浅海成から陸

成の中部ジュラ～下部白亜系で，中・後期ジュラ紀のアンモノイド

や前期白亜紀の多様な陸棲脊椎動物などの化石を多産することで注

目される．しかし，海成層が卓越する下部を除いて，有効な示準化

石や鍵層に乏しく，手取層群の層序や対比，時代論については議論

が続いている．今回，白山区の飛騨帯に分布する手取層群に関して，

アンモノイドの時代論，ジルコン粒子を用いた 年代測定，

軟体動物化石などの産出に基づく海の影響などについて，最近の知

見をレビューした結果，本地域の中部ジュラ～下部白亜系を４堆積

ステージに区分することができた．すなわち，ステージ１ 後期バ

トニアン～中期オックスフォーディアン ―主にアンモノイドを産

する海成層からなる；ステージ２（ベリアシアン～後期オーテリビ

アン）―海成層を一部に挟在するが，主に

や で特徴づけられる汽水成層から

なる；ステージ３（バレミアン～アプチアン）―豊富な石英質砂岩

礫を含む礫岩の発達と， や などの淡水棲

二枚貝化石の産出で特徴づけられる；ステージ４（アルビアン～セ

ノマニアン）―手取層群を不整合に覆う，もしくは同層群に貫入す

る火成・深成岩からなる，である．ステージ２と３の境界は，各分

布域における海棲もしくは汽水棲化石の最後の産出層準に着目して

決定した．海～汽水環境から淡水環境への変化は，各分布域におい

て厳密には時期が異なるが，広範囲で，近い時期に，同じ傾向の変

化が生じていることから，ほぼ同時期のイベントとして捉えられる．

ステージ１は分布が石徹白地域のみに限られるのに対し，ステー

ジ２～４は白山区の広い範囲で認識できる．また，ステージ１と２

の間にはかなりの時間間隙が存在し，かつ両者は不整合で境されて

いることから，ステージ１に相当する中・上部ジュラ系を九頭竜層

群（前田， ），ステージ２～３に相当する下部白亜系を手取層

群（大石， ）に再区分することを提案する．なお，ステージ４

は，西南日本内帯の篠山層群や関門層群に対比され，東アジアに広

域に生じた，一連の火成・深成活動に対応するものと考えられる．

参考：

———————————————————————————— 
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中部ペルム系岩井崎石灰岩上部の炭素同位体層序1	 

飛田知世2・磯崎行雄3（東大・総合）・田畑美幸4（東工大ELSI）	 

・吉田直弘5（東工大・生命理工）	 

	 

	 ペルム紀中期／後期(G-L)境界直前のCapitanian末期に主要な絶

滅がおきた。当時の低緯度地域で堆積し化石豊富なセクションが産

する北米テキサス、南中国の蓬莱灘、また日本の上村・赤坂などに

おいて詳細な層序の検討がなされてきた。海水準の低下や熱帯動物

群の絶滅が示唆するCapitanian期後半のグローバルな寒冷化が絶滅

の原因に関連していたらしいが、当時の中緯度域における生物の応

答ついての情報はまだほとんど得られていない。南部北上帯の岩井

崎石灰岩は当時の南中国地塊の北東延長部で堆積した陸棚相石灰岩

からなり、低緯度の中でも比較的高緯度海域の情報を保存している。

同石灰岩の中・上部（Kawamura	 &	 Machiyama,	 (1995)が区分したUnit	 

7まで）が生物礁形成を、また最上部Unit	 8は生物礁の崩壊過程を記

録している。上部のUnit	 7およびUnit	 8下部までCapitanianの大型

フズリナLepidolinaが産し、また低いSr同位体比はUnit	 8最上部ま

でCapitanianに対比されることを示している。	 

	 本研究では約200枚の薄片観察からUnit	 7上部およびUnit	 8での化

石生物の消長を検討し、その結果、大型フズリナなど温暖な浅海環

境に適応した生物群の多くがUnit	 8内で絶滅したことを確認した。	 

	 さらにUnit	 8の石灰岩の炭素同位体比を測定した。Unit	 8の無機

炭素同位体比は約	 +4‰程度であるのに対し、有機炭素同位体比は約	 

-22.5から	 -25.5‰であった。両者の差は約	 26~29‰であり、岩井

崎石灰岩が堆積した浅海では通常の光合成に導かれた同位体分別が

起きていたと考えられる。一方、両同位体比が共に比較的高い値を

とることから、ともにCapitanianから報告された“上村事件”

(Isozaki	 et	 al.,	 2007など)を記録していると考えられる。これま

で“上村事件”の証拠は低緯度で堆積した宮崎県の岩戸層石灰岩や

岐阜県の赤坂石灰岩そしてクロアチアのVelebit石灰岩からのもの

に限定されていた。本研究結果は岩井崎石灰岩の最上部での生物礁

の崩壊とグローバル寒冷化に関係していた可能性を示唆する。	 

———————————————————————————— 
1The	 Carbon	 isotope	 stratigraph	 of	 the	 upper	 part	 of	 the	 Iwaizaki	 

Limestone,	 Middle	 Permian.	 
2Tomoyo	 Tobita,	 3Yukio	 Isozaki	 (Univ.	 Tokyo),	 4Miyuki	 Tahata	 

(ELSI	 Tokyo	 Inst.Tech.),	 5Naohiro	 Yoshida	 (Tokyo	 Inst.Tech.)	 
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導入から 10年。化石調査ボランティアの現状と課題 1 

大塚健斗（白山市白峰化石調査センター）2・日比野剛（白山市）3 

 

 石川県白山市桑島にある国指定天然記念物「桑島化石壁」は手取

層群で初めて恐竜化石が発見された場所としてよく知られる．桑島

化石壁の本格的な発掘調査は，1997 年から 1999 年にかけて行われ

た，化石壁を貫通するトンネル掘削工事に伴って始まった．2000年

以降は，毎年，集中調査という形で実施されるなど、継続的に調査

は進められてきたが，なかなか進捗があがらなかった。そこで，2005

年から新たに『桑島化石調査隊』という化石調査のボランティアを

導入するに至った． 

 桑島化石調査隊は，一般を対象とした化石調査ボランティアで，

毎年 20名程度の新規参加者を募っている．一般向けであるため，1

年間の学習（育成）プログラムを受講することが参加者に義務付け

られている．このプログラムをクリアすれば，参加者は自由な調査

活動が可能となる．このボランティアが一般的なボランティアと異

なるのは，「特別活動」と呼ばれる学習プログラムによって，クリ

ーニング体験やレプリカ作製体験，講演会の参加などといった，生

涯学習の場が提供されているところである．このような活動を定期

的にプログラムに組み込むことで，参加者の意識向上やモチベーシ

ョンの高揚につなげる狙いがある． 2008 年度からは，参加者が年

間をとおして，どれだけの活動を行ってきたのかが一目でわかるよ

うな参加修了認定証の発行も始めた． 

 このような取り組みが功を奏し，2015年度時点では，継続隊員と

呼ばれる参加経験年数 2年以上の隊員が 31名おり，新たな化石の発

見にもつながっている．ただし，このうち共同調査と呼ばれる，月

に一度の継続隊員向け調査日に実際に参加する隊員数（調査活動の

実稼働人数）は，登録数の半数をきることが多く，実稼働人数を増

やしていくことが今後の課題のひとつと言えよう．また，単に参加

者人数を増やしていくだけでなく，調査の精度が現状を維持できる

ように，この課題に取り組んでいく必要がある．

———————————————————————————— 
1Current condition and problem of investigative volunteer. 
2Kento Otsuka (Shiramine Institute of Paleontology), 3Tsuyoshi 

Hibino (Hakusan City) 
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炭素・酸素同位体比と形態解析にみるエゾキンチャクガイの	 

成長肋と生殖周期および生活史戦略の関係1	 

吉村太郎（慶應義塾高等学校・二年）2	 

	 

	 エゾキンチャクガイ	 Swiftopecten	 swiftii	 (Bernardi,1858)	 は，

イタヤガイ科エゾキンチャク属に属する種である．前期中新世後期

に日本近海において出現し，現在は日本北部沿岸域の浅い岩礁や砂

礫底に生息する．本種は殻を付加的に形成する際，個体の生理活動

あるいは外部環境の変化を示す，極めて顕著な周期的成長肋が認め

られる特異な殻形質を有する．	 

	 イタヤガイ科の化石種では，安定炭素・酸素同位体比分析を用い

て古環境における生活史の復元を試みた例がある（中島ほか、2007）．

しかし S.	 swiftiiにおいては同位体比分析を用いた研究例がなく,

本研究では測定値の有効性についても検証したい．また，殻断面の

成長線の観察を通じて明らかになった，個体成長量の推移も合わせ

て，殻成長と産卵時期との関係性について議論したい．	 

	 本研究においては，Swiftopecten属に特徴的な激しい凹凸を生じ

る成長肋の機能形態的意義を考察するべく，北海道・サハリン・沿

海州を中心に現生27産地214個体および化石11産7層準176個体

について，成長肋に関する形態解析を行った．また，北海道湧別産

S.	 swiftiiの安定炭素・酸素同位体比測定を用いて，地球化学的解

析を組み合わせた検討を行った．	 

	 さらに，現在投稿準備中の富山県高岡市頭川層より産する新種

Swiftopecten属とされる化石群の極めて顕著な成長肋について，原

生および化石 S.	 swiftiiと比較検討を行った．殻の成長を示す殻高

方向の成長量と，殻成長の一時停止を示す殻幅方向の成長量の比は，

S.	 swiftii では 1：0.329（213 個体）に対し，新種 Swiftopecten

属とされる化石群は1：0.660（11個体）で，成長肋の部分の段差を

形成する「内側に折れ曲がった後の成長量」が約2倍大きい．以上

の結果を踏まえ，生殖隔離の観点などから鮮新世末期の日本海中部

沿岸域において同所的に生息していた両種の生活史戦略について，

考察を試みる．	 

———————————————————————————— 
1The	 relation	 of	 growth	 ribs	 of	 shell	 and	 reproductive	 cycle	 /	 

life	 history	 strategies	 of	 Swiftopecten	 swiftii	 (Bernardi,	 

1858)	 from	 several	 observation	 results	 of	 carbon	 and	 oxygen	 

isotope	 ratios	 and	 morphological	 analysis 
2Taro	 Yoshimura	 (Keio	 Senior	 High	 School) 
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獣脚類趾骨化石から見た成長に伴う骨組織の変化  
杉本征弥・工藤成司（岡山理科大学附属高等学校）  

 
獣脚類の骨化石には，部位や成長段階によって骨組織の違い

が認められている．そのためより多種，かつ多くの標本を用い

た組織の検討が必要である．本研究では，モンゴルのゴビ砂漠

南西部に位置する化石産地 Bugin Tsavから産出したタルボサ
ウルスに関する検討を実施した．タルボサウルスはティラノサ

ウルス科に属する大型獣脚類である．使用した標本は，4趾骨
化石標本，成体のⅢ-1・Ⅳ-3，幼体のⅣ-1・Ⅳ-3である．観察
の結果を，各部位に分けて記述する． 
成体Ⅲ-1；骨中心の周囲に緻密質部と海綿質部が認められる．

緻密質部・海綿質部ともに，外側へ向かって明瞭に分かれ，海

綿質部は特に Dorsal 側に広く認められた．骨組織内に多くの
成長停止線を認められ，最外縁に EFS（external fundamental 
system）が確認できる．外縁に近い一部では，骨細胞が成長
線と平衡に積層されない．成体Ⅳ-3；全体にわたって海綿質な
骨組織が広く認められる．一方，骨外縁に近い部分では osteon
が広く認められる．骨断面の最外縁に EFS が認められた．幼

体Ⅳ-1；一部海綿質部が認められるものの，全体的に緻密質部
が広く見られる．成長停止線が認められ，成長停止線の間に

fibro-lamellar-boneが観察できる． 
幼体Ⅳ -3；一部海綿質部が認められるものの，多くは
Hatchling bone（Sander, 2000）と呼ばれる構造を呈する．成
長停止線は認められず，一部に fibro-lamellar-bone が認めら
れる． 
今回，成長過程の違いが骨組織の違いを反映していることを

確認した．また第Ⅲ指と第Ⅳ指には，骨組織の違いも認められ

る．さらに，成体のⅢ-1 には，成長停止線と平衡に配列しな
い骨細胞が見られたことから，一部の組織が急激な成長を反映

したと考えられる．今後．より詳細に理解するため，同種標本

の更なる観察を必要とする． 
Sander (2000) Paleobiology, 26, 466-488 
———————————————————————————— 
 Osteohitological variation in a theropod dinosaur 

(Coelurosauria: Tyrannnosauroidae)  
 Masaya Sugimoto, Seiji Kudo (Okayama University of 

Science High School) 
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暁新世野田層群港層産のイチョウの気孔指数から	 

求める大気中の二酸化炭素濃度1	 

泉大地（東京学芸大学附属国際中等教育学校）2・	 

	 

	 地球の気候変動と,二酸化炭素濃度との間には密接な関係がある

ことがわかっている.二酸化炭素濃度を復元する方法の１つとして

イチョウの気孔指数を用いた方法があり,現在アメリカでは白亜紀、

古第三紀を中心に二酸化炭素濃度の復元が行われ論文が発表されて

いる（Royer,2003 他）	 .しかし,アジアでの研究の報告例はまだ少

ない。	 

	 本研究では,岩手県久慈市周辺に分布する暁新世前期野田層群港

層から採取されたイチョウ（Gingko	 tzagajanica）	 をサンプルとし

ている。薬品処理を行った後	 ,クチクラ層を取り出し,単位面積当た

りの気孔と細胞との比率から気孔指数を算出し,Royer(2003）の論文

で用いられた式に値を当てはめることによって,二酸化炭素の値を

算出した.	 	 

	 港層から産出した Gingko	 tzagajanica	 19 個体を観察した結果、

気孔指数は,7.56 から 12.03 の範囲を示した.この値から,二酸化炭

素濃度は 346.12ppm から 450ppm であり,その平均は 361ppm であっ

た.	 

	 暁新世前期のイチョウを用いた二酸化炭素濃度データは,アメリ

カ３カ所,カナダ、スピッツベルゲン島の５つの地域から知られてい

る（Royer,2003 他）.これらのデータによると、二酸化炭素濃度は

329ppm から 385ppm の値が示されている.港層から産出した Gingko	 

tzagajanica	 のデータは,このデータの範囲にあり,世界の他地域と

比べて大きな矛盾はない.	 

———————————————————————————— 
1Atmospheric	 carbon	 dioxide	 concentration	 revealed	 from	 

stomatal	 index	 of	 Paleocene	 Ginkgo	 collected	 from	 the	 Minato	 

Formation,	 Noda	 Group	 
2Daichi	 Izumi	 (Tokyo	 Gakugei	 University	 International	 Secondary	 

School) 
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知って考える「こせいぶつ」 

－手作り教材を用いた低学年児童への出前授業－1 

加瀬結希子（東京大学教育学部附属中等教育学校５年）2 

 

 小学校 1,2年の児童を対象に古生物啓蒙活動のための教材を試作

したので紹介する。 
本研究では小学校 1,2年児童向けの古生物に関するクイズを作る

ことをテーマとした。また、自前の化石を用いたり、手作り教材を

使ったりして児童にとってほぼ未知の分野である古生物を知っても

らい、さらに児童の考える力を養うことを目的とした。 

 教材としてクイズを６問、休憩として小話を 2話創案した。仕組

みを自分で考えさせるため、どの問いにも答えを導く手がかりとし

て前置きを作った。また、問いを与えられた後の様子によって、児

童の思考方向を修正するためのヒントをつけた。実際に児童の前で

クイズを行うため、試行者が話す際の原稿と、縦 27cm×横 38,5cm

の画用紙 7枚のフリップを作成した。クイズ 1問につきフリップ 1

枚分となっている。化石は三葉虫、アンモナイト、アンモナイトの

断面研磨標本、琥珀を使った。実際にクイズを試行する際には、保

護者（学校で試行した際は学級担任）に試行者と児童の様子を観察

してもらい、保護者向けに用意したアンケートに記入してもらった。 

 今回作成した教材の試行回数は７回で、個別に 3回、小学校で 4

回行った。約 130名の児童に試行し、7枚のアンケートを回収する

ことが出来た。男女で反応は異なり、学年でも回答や反応に差が出

た。小学校で試行した際は、自己主張の強い児童の意見のみで進行

させないため、その場で問いを 1問加えた。試行場所により試行時

間 20分～40分以上とかなりの差が出たが、どの場合も児童が集中

している様子が見られた。フリップで出た古生物の復元図や実際の

化石に興味を持ってもらい、「もっと教えて欲しい」と言う児童も

いるなど好評だった。また、観察していた保護者からも「全然知ら

なかった」など、驚きの声が上がった。 

———————————————————————————— 
1Interactive ways of Learning about the Life of Past Geological 

Periods-Attempt of the communicative approach by the way of the 

real objects and some fun questions- 
2Yukiko Kase(The University of Tokyo Secondary School attached 

to the Faculty of Education) 
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ヌマタネズミイルカとスナメリにおける	 

後頭顆および頸椎の形態比較1	 

	 	 	 岡村太路	 （東京学芸大学附属高等学校２年）2	 

	 

	 ハクジラ類における頸椎の動き，その中でも特に環椎後頭顆関節

の可動について研究を継続して行っている．すでに行った研究で，

ハクジラ類は種によって頸椎の構造が異なっており，浅海に生息し

ているハクジラ類は頸椎の可動域が大きい傾向があることを明らか

にした．生息環境が頸椎の可動域の大小に関係していることが推定

される．	 

	 本研究では，北海道雨竜郡沼田町で産出されたヌマタネズミイル

カNumataphocoena yamashitai (Ichishima and Kimura, 2000) を計測す
る機会を得て，自ら作成した可動メカニズムに適用することで，首

の動きの復元を試みた．ヌマタネズミイルカは，浅海層からほぼ全

身の状態で見つかっていることから，浅海に生息していたと推定さ

れている．同様に浅海に生息している，同じネズミイルカ科に属す

るスナメリNeophocaena phocaenoidesとの頸椎の比較を行うことに
より，ネズミイルカ科における首の進化と生息環境の関係について

分析を行った．	 

	 その結果，ヌマタネズミイルカとスナメリでは環椎後頭顆関節の

構造の違いが明らかとなった．またヌマタネズミイルカは，	 7	 個

の頸椎の連動と環椎後頭顆関節の両方で首の可動を得ており，環椎

後頭顆関節のみで頭を動かしているスナメリとは異なっていること

がわかった．浅海に生息する上で頸椎を癒合させる必要がないと考

えられることから，ヌマタネズミイルカがスナメリの直系であると

は考え難い．もともと浅海に生息していたヌマタネズミイルカの仲

間とは別に，浅海のスペースを狙って外洋(沖合)から「頸椎が癒合

しているネズミイルカ科」が進出し，スナメリに進化したのではな

いかと推察した．本研究により，地球の環境変動によるハクジラ類

の進化適応を推定できると期待される．	 

————————————————————————————— 
1Morphological comparison of occipital condyle and atlas between 
Numataphocoena yamashitai and Neophocaena phocaenoides 
(delphinoidea) 

2 Taro Okamura  (Tokyo Gakugei University Senior High School) 
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知って考える「こせいぶつ」

－手作り教材を用いた低学年児童への出前授業－ 1

加瀬結希子（東京大学教育学部附属中等教育学校５年）2


